
187　『日本研究』 No. 65（2022）

泉
涌
寺
に
お
け
る
位
牌
堂
「
霊
明
殿
」
の
創
祀
と
発
展

―
―
泉
涌
寺
へ
集
約
さ
れ
る
天
皇
家
の
喪
葬

石
野
浩
司

し
て
い
る
の
は（

（
（

︑
現
行
の
皇
霊
殿
祭
祀
と
の
連
続
性
の
ゆ
え
で
あ
る
︒
維
新
期

神
仏
分
離
の
先
入
観
か
ら
︑
か
か
る
両
者
の
関
係
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
︒

　
そ
こ
で
︑
宮
中
祭
祀
と
の
関
係
性
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
泉
涌
寺
﹁
霊
明

殿
﹂
に
つ
い
て
︑﹁
旧
稿（

（
（

﹂
で
は
近
代
﹁
霊
明
殿
﹂
成
立
に
至
る
ま
で
の
過
程
を

検
討
し
た
︒
ま
た
﹁
新
稿（

（
（

﹂
で
は
︑
明
治
九
年
（
一
八
七
六
（
に
霊
明
殿
に
合
祀

さ
れ
た
位
牌
（
尊
牌
（
と
︑
明
治
六
年
（
一
八
七
三
（
に
泉
涌
寺
﹁
海
会
堂
﹂
に

遷
座
さ
れ
た
﹁
御
黒
戸
﹂
と
の
混
同
的
な
理
解
を
是
正
す
べ
く
再
考
し
て
い
る
︒

　
天
皇
家
の
葬
制
に
つ
い
て
は
︑
近
世
天
皇
の
葬
送
儀
礼
を
め
ぐ
る
朝
幕
関
係

を
中
心
と
し
た
野
村
玄
氏
の
研
究
︑
ま
た
中
世
以
来
の
泉
涌
寺
と
般
舟
院
と
の

対
立
を
前
提
と
し
た
久
水
俊
和
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
︑
後
光
明
天
皇
喪
葬
﹁
承

応
例
﹂
の
画
期
性
は
評
価
が
定
ま
り
つ
つ
あ
る
︒
ま
た
顕
密
僧
か
ら
禅
律
僧
へ

は
じ
め
に
―
―
本
稿
の
目
的

　
霊
明
殿
と
は
︑﹃
後
漢
書
﹄﹃
白
虎
通
﹄
等
に
見
え
る
宗
廟
的
な
礼
制
建
築
﹁
霊

台
・
明
堂
﹂
を
出
典
と
し
て
︑
歴
代
天
皇
の
位
牌
（
皇
族
の
位
牌
を
尊
牌
と
い
う
（

を
祭
祀
す
る
施
設
に
対
す
る
普
通
名
詞
的
な
用
語
で
あ
る
︒
と
く
に
四
条
天
皇

は
じ
め
二
十
五
陵
・
五
灰
塚
・
九
墓
か
ら
な
る
泉
涌
寺
﹁
月
輪
陵
墓
・
後
月
輪

陵
墓
﹂
に
対
し
て
︑
そ
の
陵
側
の
寝
廟
（
陵
寝
（
に
あ
た
る
泉
涌
寺
﹁
霊
明
殿
﹂

は
固
有
名
詞
的
な
認
知
で
他
を
圧
倒
し
て
い
る
︒
近
世
ま
で
に
天
皇
家
の
喪
葬

が
泉
涌
寺
に
集
約
さ
れ
︑
近
代
の
改
制
で
天
皇
家
の
位
牌
祭
祀
が
一
元
化
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
︒
特
例
的
に
い
ま
も
宮
内
庁
の
陵
墓
祭
祀
と
の
関
係
性
を
維
持
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移
行
す
る
﹁
一
向
僧
沙
汰
﹂
や
僧
俗
分
業
体
制
に
つ
い
て
は
︑
大
石
雅
章
氏
・

島
津
毅
氏
ら
の
議
論
が
あ
る
︒
四
条
天
皇
の
崩
後
譲
位
﹁
如
在
之
儀
﹂
に
関
し

て
︑
堀
裕
氏
ほ
か
葬
送
儀
礼
研
究
の
豊
か
な
蓄
積
も
あ
る
︒
維
新
史
に
お
け
る

皇
霊
殿
祭
祀
の
成
立
と
︑
宮
中
の
神
仏
分
離
に
つ
い
て
の
再
考
は
︑
武
田
秀
章

氏
・
高
木
博
志
氏
ら
に
研
究
業
績
が
あ
る
︒
最
新
の
研
究
論
文
も
ふ
く
め
て
︑

こ
れ
ら
各
氏
の
所
論
に
つ
い
て
は
︑
本
文
中
に
批
判
検
証
し
な
が
ら
紹
介
も
兼

ね
た
い
と
思
う
（
こ
こ
で
は
概
観
の
み
で
注
記
も
省
い
た
（︒

　
本
稿
は
︑
こ
う
し
た
先
行
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
︑
天
皇
家
の
喪
葬
が
泉
涌

寺
へ
集
約
さ
れ
る
過
程
を
回
顧
し
つ
つ
︑
廟
所
﹁
月
輪
陵
墓
﹂
の
形
成
を
中
心

と
し
て
︑
そ
れ
に
連
動
し
て
特
異
な
施
設
で
あ
る
位
牌
堂
﹁
霊
明
殿
﹂
が
成
立

す
る
ま
で
を
考
察
し
た
︒
あ
ら
か
じ
め
本
稿
の
論
述
の
流
れ
﹁
要
旨
﹂
を
事
前

に
説
明
し
て
︑
本
論
を
読
み
進
め
る
た
め
に
役
立
て
た
い
と
思
う
︒

（
一
）
天
皇
喪
葬
の
視
点

①
泉
涌
寺
が
天
皇
家
喪
葬
に
関
与
し
始
め
る
の
は
︑
通
説
の
仁
治
三
年
（
一
二

四
二
（
四
条
天
皇
喪
葬
か
ら
で
は
な
い
︒
い
ま
だ
顕
密
僧
の
喪
葬
体
制
で
︑
禅

律
僧
ら
が
﹁
一
向
沙
汰
す
る
﹂
中
世
喪
葬
に
移
行
す
る
以
前
だ
か
ら
で
あ
る
︒

②
よ
う
や
く
後
光
厳
上
皇
の
応
安
七
年
（
一
三
七
四
（︑
泉
涌
寺
創
建
伽
藍
を
儀

礼
空
間
と
し
た
天
皇
喪
葬
（
泉
涌
寺
と
安
楽
光
院
の
共
同
運
営
（
は
︑
後
円
融
・

称
光
・
後
小
松
天
皇
と
北
朝
四
代
の
常
例
と
な
る
︒
こ
の
後
光
厳
院
流
に
対
し

て
︑
崇
光
院
流
の
般
舟
三
昧
院
が
対
抗
す
る
︒

③
か
か
る
応
安
例
を
画
期
と
し
て
︑
泉
涌
寺
﹁
法
堂
﹂
に
お
け
る
龕
前
堂
儀
礼
︑

﹁
十
六
観
堂
院
﹂
中
庭
で
の
火
葬
（
山
頭
儀
礼
（
と
拾
骨
︑
そ
し
て
嘉
元
二
年
（
一

三
〇
四
（
建
立
の
後
深
草
上
皇
﹁
深
草
法
華
堂
（
安
楽
行
院
（﹂
へ
の
納
骨
と
い

う
︑
こ
の
三
部
構
成
が
北
朝
皇
室
の
喪
葬
伝
統
を
形
成
す
る
︒

④
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
（
に
泉
涌
寺
創
建
伽
藍
が
全
焼
す
る
と
︑
明
応
九
年

（
一
五
〇
〇
（
後
土
御
門
天
皇
﹁
明
応
例
﹂
を
画
期
と
し
て
︑
仮
設
建
物
で
代
用

さ
れ
た
﹁
山
頭
儀
礼
﹂
が
後
柏
原
・
後
奈
良
・
正
親
町
・
後
陽
成
天
皇
ま
で
式

微
五
代
の
慣
例
と
な
る
︒

⑤
承
応
三
年
（
一
六
五
四
（
後
光
明
天
皇
喪
葬
は
︑
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
（﹁
仏

殿
﹂
再
建
以
前
で
あ
っ
た
の
で
仮
設
建
物
で
執
行
さ
れ
た
︒
こ
の
﹁
承
応
例
﹂

（
火
葬
儀
﹁
明
応
例
﹂
を
土
葬
儀
へ
と
入
句
を
改
編
（
が
幕
政
下
の
規
範
と
さ
れ
︑
敢

え
て
復
興
伽
藍
を
使
用
し
な
い
仮
設
式
﹁
龕
前
堂
・
山
頭
儀
礼
﹂（
さ
ら
に
実
質

的
な
埋
葬
﹁
廟
所
﹂
儀
礼
が
加
わ
る
三
部
構
成
（
が
定
着
す
る
︒
こ
れ
が
明
治
以
降

に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
︑
近
代
大
喪
儀
﹁
葬
場
殿
﹂
の
雛
型
は
泉
涌
寺

の
宋
風
儀
礼
で
あ
る
︒

（
二
）
陵
墓
と
位
牌
の
視
点

⑥
移
築
再
建
さ
れ
た
四
条
陵
石
塔
の
規
範
性
を
前
提
に
︑
こ
れ
を
模
倣
し
た
後

陽
成
灰
塚
﹁
九
重
石
塔
﹂
を
画
期
と
し
て
︑（
般
舟
三
昧
院
と
の
争
論
を
背
景
と
し

て
（
北
朝
皇
室
の
荼
毘
所
﹁
十
六
観
堂
院
﹂
跡
に
月
輪
陵
墓
が
形
成
さ
れ
る
︒

⑦
後
水
尾
院
統
（
先
祖
二
代
と
後
宮
の
（﹁
家
族
墓
﹂
が
形
成
さ
れ
た
十
六
観
堂
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院
跡
に
対
し
て
︑
江
戸
初
期
三
代
の
天
皇
陵
は
回
避
的
で
あ
る
︒

⑧
四
条
院
﹁
御
影
堂
﹂
再
興
を
発
端
と
す
る
泉
涌
寺
復
興
は
︑
寛
文
六
年
（
一

六
六
六
（﹁
御
位
牌
堂
﹂
創
建
に
結
実
す
る
︒﹁
承
応
例
﹂
以
降
の
天
皇
家
喪
葬

の
典
拠
が
﹃
朱
子
家
礼
﹄
で
あ
る
以
上
︑
そ
の
位
牌
祭
祀
の
空
間
﹁
霊
明
殿
﹂

も
礼
制
上
は
朱
子
﹁
祠
堂
﹂
と
見
做
さ
れ
る
︒
先
祖
祭
祀
を
前
四
代
に
限
定
す

る
朱
子
礼
制
は
︑
か
く
て
明
治
四
十
一
年
﹃
皇
室
祭
祀
令
﹄﹁
先
帝
以
前
の
三

代
﹂
に
継
受
さ
れ
る
︒

⑨
か
か
る
後
水
尾
院
統
﹁
家
族
墓
﹂
構
図
は
︑
そ
の
ま
ま
後
水
尾
院
統
﹁
家
廟
﹂

と
し
て
の
創
建
霊
明
殿
（
第
一
次
（
の
位
牌
配
置
に
反
映
さ
れ
る
︒

⑩
東
山
天
皇
陵
を
画
期
と
す
る
江
戸
中
期
︑
月
輪
陵
墓
は
天
皇
・
嫡
后
だ
け
に

占
有
さ
れ
た
﹁
皇
室
の
嫡
流
陵
墓
域
﹂
を
成
立
さ
せ
る
︒
一
方
で
嫡
出
皇
子
に

は
特
殊
配
慮
が
見
ら
れ
︑
光
格
天
皇
以
降
を
後
月
輪
陵
と
区
別
す
る
︒

⑪
か
か
る
﹁
皇
室
の
嫡
流
陵
墓
域
﹂
構
図
は
︑
そ
の
ま
ま
弘
化
再
建
霊
明
殿
（
第

二
次
（
の
尊
牌
配
置
に
反
映
さ
れ
る
︒

（
三
）
皇
霊
祭
祀
の
視
点

⑫
後
水
尾
院
統
﹁
家
廟
﹂
か
ら
発
展
し
た
霊
明
殿
は
︑﹁
嫡
流
陵
墓
域
﹂
に
対
応

し
た
限
定
的
な
位
牌
祭
祀
で
あ
っ
た
︒
そ
の
限
定
を
完
全
解
除
し
て
﹁
皇
室
の

宗
廟
﹂
を
企
図
し
た
明
治
九
年
﹁
尊
牌
合
併
令
﹂
と
は
︑
明
治
十
一
年
（
一
八

七
八
（
制
定
﹁
春
秋
二
季
皇
霊
祭
﹂
へ
の
階
梯
で
あ
る
︒
か
く
て
後
光
厳
院
流

﹁
安
楽
光
院
＋
泉
涌
寺
（
北
京
律
（﹂
と
崇
光
院
流
﹁
安
楽
行
院
＋
般
舟
三
昧
院

（
天
台
兼
学
（﹂
と
い
う
︑
中
世
後
期
以
降
二
系
統
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
天
皇

家
の
先
祖
祭
祀
が
一
元
化
さ
れ
る
︒

⑬
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
（
宮
内
省
が
再
建
し
た
近
代
霊
明
殿
（
第
四
次
（
を

雛
型
と
し
て
︑
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
（
宮
中
三
殿
﹁
皇
霊
殿
﹂
が
完
成
す

る
︒
古
代
の
山
陵
祭
祀
と
は
異
な
る
要
素
と
し
て
︑
中
世
後
期
以
降
の
宋
礼
継

受
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
位
牌
祭
祀
が
︑
皇
霊
殿
祭
祀
の
成
立
要
件
に
組
み
込
ま

れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
︒

⑭
近
代
成
立
の
皇
霊
殿
祭
祀
に
包
含
さ
れ
る
皇
統
意
識
と
は
︑
復
古
さ
れ
た
山

陵
祭
祀
（
律
令
制
﹁
近
陵
﹂
の
ご
と
き
（
で
は
な
く
︑
む
し
ろ
前
近
代
（
中
世
~

近
世
（
天
皇
家
の
﹁
イ
エ
﹂
的
な
先
祖
祭
祀
（
家
族
墓
﹁
月
輪
陵
墓
﹂・
家
廟
﹁
霊

明
殿
﹂（
を
内
実
と
し
て
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
︒

　
以
上
の
論
点
に
つ
い
て
︑
考
証
を
積
み
重
ね
な
が
ら
天
皇
の
祖
霊
祭
祀
︑
つ

ま
り
皇
霊
祭
祀
の
展
開
と
し
て
︑
そ
の
全
体
像
を
把
握
し
た
い
と
本
稿
は
考
え

る
︒
宮
中
三
殿（

（
（

﹁
皇
霊
殿
﹂
の
前
史
と
し
て
︑
か
か
る
泉
涌
寺
﹁
霊
明
殿
﹂
の

本
格
的
な
研
究
は
︑
葬
送
儀
礼
や
天
皇
陵
に
比
べ
て
著
し
く
遅
滞
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
︒
近
代
成
立
の
皇
霊
殿
祭
祀
に
継
承
包
含
さ
れ
る
近
世
天
皇
家
の

﹁
イ
エ
﹂
的
な
先
祖
祭
祀
と
し
て
の
﹁
廟
所
=
月
輪
陵
墓
﹂﹁
家
廟
=
泉
涌
寺
霊

明
殿
﹂
に
つ
い
て
実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
︑
そ
の
規
模
と
形
式
か
ら
近
世

皇
統
意
識
を
可
視
化
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
︒
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第
一
章
　
王
家
の
喪
葬
と
泉
涌
寺

（
一
）
始
原
と
し
て
の
四
条
院
法
華
堂

　〈
四
条
天
皇
陵
の
附
属
施
設
「
新
御
堂
」〉

　
は
じ
め
て
泉
涌
寺
が
天
皇
家
の
喪
葬
に
関
与
す
る
の
は
︑
通
説
（﹃
泉
涌
寺

史（
（
（

﹄（
に
い
う
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
（
死
去
の
四
条
天
皇
か
ら
で
は
な
い
︒
実
際

に
﹃
四
条
院
御
葬
礼
記
﹄（
群
書
類
従
第
二
十
九
輯
（
に
見
え
る
御
前
僧
・
籠
僧
体

制
は
顕
密
僧
で
あ
っ
て
泉
涌
寺
僧
の
関
与
は
な
く
︑
た
だ
寺
域
に
埋
葬
さ
れ
た

に
す
ぎ
な
い
︒
後
述
す
る
よ
う
に
︑
い
ま
だ
古
代
の
天
皇
喪
葬
制
の
範
疇
に
留

ま
っ
て
お
り
︑
禅
律
僧
ら
が
﹁
一
向
沙
汰
す
る
﹂
中
世
喪
葬
儀
礼
に
移
行
す
る

以
前
だ
か
ら
で
あ
る
︒﹃
東
山
泉
涌
律
寺
図
（
古
伽
藍
図
（﹄（C

1（（

:
以
下
︑
泉
涌

寺
所
蔵
品
は
台
帳
番
号
を
付
す
（
に
は
︑
宝
塔
（
廟
所
（・
法
華
堂
（
御
影
堂
（
が

伽
藍
中
軸
上
の
丘
陵
に
描
か
れ
︑
こ
の
一
院
に
﹁
童
真
院
﹂
の
掲
額
が
見
え
る
︒

こ
れ
が
四
条
天
皇
陵
の
附
属
﹁
法
華
堂
﹂
で
︑
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
（﹃
九
条

道
家
処
分
状（

（
（

﹄
の
主
張
す
る
九
条
家
領
﹁
新
御
堂
領
﹂
の
対
象
建
物
で
あ
る
︒

　
同
時
代
で
は
貴
顕
の
葬
堂
と
し
て
の
法
華
堂
形
式
は
一
般
的
で
︑
鎌
倉
の
勝

長
寿
院
境
内
に
は
﹁
右
大
将
家
（
頼
朝
（
大
倉
法
華
堂
﹂﹁
右
府
将
軍
（
実
朝
（

法
華
堂
﹂﹁
故
二
品
（
北
条
政
子
（
新
法
華
堂
﹂
と
三
棟
の
法
華
堂
が
埋
葬
地
に

建
立
さ
れ
︑
な
ら
び
に
幕
府
の
祭
祀
対
象
で
あ
っ
た
（﹃
吾
妻
鏡
﹄
嘉
禄
二
年
四

月
四
日
条
（︒
泉
涌
寺
に
お
け
る
﹁
後
堀
河
院
法
華
堂
﹂（
大
願
院
﹁
千
手
堂
﹂（・

﹁
四
条
院
法
華
堂
﹂（
童
真
院
﹁
新
御
堂（

（
（

﹂（・﹁
藻
璧
門
院
法
華
堂（

（
（

﹂
の
類
例
で
あ

る
︒
後
堀
河
院
の
法
華
堂
に
対
し
て
新
設
さ
れ
た
四
条
院
法
華
堂
を
﹁
新
御

堂
﹂
と
称
し
た
の
も
︑
北
条
政
子
の
ケ
ー
ス
と
同
工
で
あ
る
︒
三
回
忌
の
寛
元

二
年
（
一
二
四
四
（
に
今
熊
野
観
音
寺
で
修
さ
れ
て
い
た
四
条
院
国
忌
御
八
講

が
（﹃
歴
代
編
年
﹄（︑
五
回
忌
の
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
（
正
月
八
日
に
は
泉
涌
寺

に
移
さ
れ
て
い
る
か
ら
（﹃
葉
黄
記
﹄（︑
同
年
を
も
っ
て
四
条
院
法
華
堂
の
成
立（

（
（

と
考
え
て
お
く
︒

　
律
令
天
皇
祭
祀
﹁
荷
前
﹂
は
︑
諸
国
か
ら
貢
納
さ
れ
る
調
（
絹
・
綿
（
の
初

荷
を
伊
勢
神
宮
と
諸
陵
墓
に
奉
幣
す
る
神
道
形
式
の
先
祖
祭
祀
で
あ
る
︒
常
幣

を
受
け
る
遠
陵
（
遠
い
先
祖
（
と
︑
別
貢
幣
を
受
け
る
近
陵
（
近
い
先
祖
（
と
が

あ
り
︑
近
陵
は
十
陵
（
七
帝
三
后（

（1
（

（︑
外
戚
関
係
の
近
墓
は
八
墓
（
五
~
十
三
ま

で
変
動
（
に
限
り
加
除（

（（
（

︑
や
が
て
固
定
化
す
る
の
は
﹁
国
忌
﹂
対
象
と
相
似
す

る（
（（
（

︒
　
一
方
﹁
国
忌
﹂
と
は
︑
廃
朝
・
廃
務
・
神
事
延
期
・
音
曲
停
止
な
ど
で
荘
厳

化
さ
れ
た
仏
教
形
式
の
先
祖
祭
祀
だ
が
︑
や
が
て
対
象
を
﹁
天
智
・
光
仁
・
桓

武
・
仁
明
・
光
孝
・
醍
醐
﹂
六
天
皇
に
固
定
化
す
る
の
は（

（（
（

︑
御
願
寺
な
ど（

（（
（

の
私

的
な
追
善
行
事
を
も
﹁
国
忌
﹂
と
准
称
す
る
よ
う
に
な
り
制
度
が
弛
緩
し
た
か

ら
で
あ
る
︒
ま
さ
に
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
（
に
泉
涌
寺
に
置
か
れ
た
四
条
天

皇
﹁
国
忌
﹂
も
︑
後
者
の
意
味
で
し
か
な
い
︒
国
家
規
模
の
追
善
行
事
か
ら
︑
縁

故
寺
院
で
の
（
女
院
が
沙
汰
す
る
よ
う
な
イ
エ
的
な
（
仏
事
に
移
行
す
る
時
期
に
︑

泉
涌
寺
が
歴
史
に
登
場
す
る
わ
け
で
あ
る
︒
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年表1　四条天皇に関する追善仏事ほか関係年表

崩後　経過日数および忌日 事　　　項
仁治 （年
（（（（（）

（/ （ 白馬節会、而して主上聊か御足を踏違はしめ給ふの間、出御有るべからず（『後中
記』）主上御不予の間、節会出御無し。昨日渡殿に於いて聊か御顛倒（『百錬抄』）

（/ （ （（崩御当日） 夜半より天下物忩、暁更に及びて御絶入（『百錬抄』）
寅刻、崩御閑院殿。崩御の後、清涼殿北庇に移奉る（『四条院葬礼記』）
今日夜に入りて女御（彦子）退出せしめ給ふ、准后（綸子）御同車（『後中記』）
元蔵人頭の中御門宗平、崩御当日に出家（『公卿補任』）

（/（1 （ 剣璽暫く別殿に渡奉る。内侍所は他所に渡奉らず数日御同所（『百錬抄』）

（/（（

（/（（

（

（（初七日）

剣璽・玄上・鈴鹿等、昨日弘御所に渡され了ぬ（『御葬礼記』）
伊勢斎王（昱子）此の御事に因て、御櫛笥殿に退下（『百錬抄』）

（/（（ （（ 摂政直廬に於て旧主の追号を定めらるべし。四条院と号奉るべきの由（『後中記』）

（/（1

（/（（

（（

（（（二七日）

旧主、夜前に入棺し奉る（『御葬礼記』）
今日、承明門院御所（土御門殿）に於て御元服の儀あり、畢りて冷泉萬里小路殿に
行啓。夜深に剣璽を渡さる。剣璽入御、新主かねて出御（『後中記』）
今夜、践祚儀に依り、固関使を遣はさず、宣命無し、親王宣下されず（『御葬礼記』）

（/（（ （（ 今夜、四条院御葬礼、之に供奉すべく秉燭の後、閑院に参る。御車を寄せられ、御
棺を移奉る。泉涌寺に入御し畢ぬ。土を堀り仮屋を搆へ、前は切懸を立て門代と為
す。御前僧十二口参会す。御車の軛を放つの後、御棺を移奉る。御棺を納奉るの
後、人々退出、河原に於て手を拂ふ（『後中記』）

（/（（ （（ 今日、四条院初七日御仏事を行せらる（『後中記』）

（/（（

（/（（

（（

（（（三七日）

三条殿（葬家）、二七日御仏事を修せらる。公卿左大臣（良實）等、
各の簀子座に著く、都護（伊平）一人衣冠、其の外皆な直衣也（『後中記』）

（/ （ （（ 三条殿に参り例講を始めらる。左大臣殿（良實）、前内大臣（兼平）、
吉田中納言（為経）、中御門二位（宗平）、右宰相中將（公光）、右兵衛督（有資）
等、著座す（『後中記』）

（/ （ （（ 先帝遺詔奏。宮内卿藤原朝臣顕嗣を使と為し固関警固、廃朝五ヶ日（『践祚部類抄』）
三条殿に参る。申剋、七箇寺御誦経使を立てらる（『後中記』）

（/ （ （（ 祈年祭を延引、建礼門に於て大祓を行はせらる（『百錬抄』）

（/ （ （（（四七日）

（/（（ （（（五七日） 四条院五七日御仏事、式乾門院、御沙汰され曼陀羅供を行はせられ畢ぬ。
公卿、関白（兼経）、内相（兼平）以下、著座。また簾中に於て聴聞（『後中記』）
今日、五七日也、曼多羅供を行はせらる（『平戸記』）
四条院五七日法事、式乾門院これを修さる（『百錬抄』）

（/（（
（/（（

（（（六七日）
（（ 今日、四条院御仏事を行はせらる（『後中記』『平戸記』）

（/（（ （（（七七日） 今日、四条院御正日、只だ七々日御仏事ばかり行はせらる（『平戸記』）

（/（（ （11（百箇日）

寛元元年
（（（（（）

（/ （
（/ （

（ 周忌
安嘉門院・式乾門院、四天王寺御幸、六日有馬温泉

寛元 （年
（（（（（）

（/ （ （ 回忌 四条天皇「国忌」御八講を観音寺に修す（『歴代編年』）

寛元 （年
（（（（（）

（/ （ （ 回忌 諸寺修正（『平戸記』）

寛元 （年
（（（（（）

（/ （ （ 回忌 四条天皇「国忌」御八講を泉涌寺に修す（『葉黄記』）
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　〈
近
世
霊
明
殿
に
継
承
さ
れ
た
四
条
天
皇
念
持
仏
〉

　
四
条
天
皇
の
念
持
仏
と
伝
承
さ
れ
る
千
手
観
音
立
像
（
平
安
後
期
:
泉
涌
寺
台

帳
番
号B1（1
（
が
伝
存
す
る
︒
千
手
堂
を
擁
す
る
子
院
を
﹁
大
願
院
﹂
と
称
し

た
こ
と
か
ら
本
願
天
皇
の
念
持
仏
と
い
う
伝
承
が
生
じ
︑
こ
の
千
手
堂
像
が
近

世
初
頭
に
成
立
し
た
霊
明
殿
に
本
尊
と
し
て
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
泉

涌
寺
は
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
（
に
後
堀
河
天
皇
の
御
願
寺
と
な
っ
た
わ
け
で（

（（
（

︑

本
願
天
皇
と
は
正
し
く
は
後
堀
河
天
皇
を
い
う
︒
つ
ま
り
四
条
天
皇
再
誕
説
話（

（（
（

を
強
調
し
て
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
（
に
﹃
中
御
門
天
皇
御
宸
翰
（
国
師
号
勅

書
（﹄（
泉
涌
寺
台
帳
番
号E11（

（
を
獲
得
す
る
に
到
る
寺
伝
形
成
の
過
程
に
お
い

て
︑
後
堀
河
↓
四
条
へ
の
伝
承
転
位
が
あ
り
四
条
天
皇
念
持
仏
と
い
う
虚
構
を

生
じ
た
も
の
と
考
証
さ
れ
る（

（（
（

︒
焼
損
痕
の
認
め
ら
れ
る
古
像
で
あ
る
が
︑
少
な

く
と
も
指
図
史
料
﹁
弘
化
三
年
霊
明
殿
配
置
図
﹂（
泉
涌
寺
台
帳
番
号G

（（ -（（ -（

（

に
見
え
る
﹁
四
条
院
御
念
持
仏
﹂
を
本
像
と
み
て
間
違
い
な
い
︒﹁
第
一
次
四
条

院
御
影
堂
（
巽
岳
新
殿
（﹂（
一
七
一
三
~
一
八
四
一
（
か
ら
弘
化
再
建
﹁
第
二
次

霊
明
殿
（
合
祭
殿
（﹂（
一
八
四
五
~
一
八
五
九
（
を
へ
て
文
久
再
建
﹁
第
二
次
四

条
院
御
影
堂
﹂（
一
八
六
一
~
一
八
八
二
（
に
安
置
さ
れ
た
後
︑
明
治
再
建
﹁
近

代
霊
明
殿
﹂
か
ら
仏
体
は
却
け
ら
れ
て
現
在
は
海
会
堂
（
御
黒
戸
（
に
合
祀
さ

れ
て
い
る
︒

（
二
）
北
朝
皇
室
の
葬
送
儀
礼
と
泉
涌
寺

　〈
四
条
天
皇
喪
葬
と
「
如
在
之
儀
」〉

　
天
皇
が
在
位
中
に
死
去
し
た
場
合
の
先
例
﹁
如
在
之
儀
﹂
と
は
︑
喪
を
秘
し

て
受
禅
﹁
譲
位
の
儀
（
譲
位
宣
命
（
↓
践
祚
の
儀
（
剣
璽
渡
御
（﹂
を
敢
行
し
た

後
︑
先
帝
を
上
皇
（
凡
下
人
=
た
だ
人（

（（
（

（
と
み
な
し
て
牛
車（

（（
（

に
乗
せ
て
密
々
に
葬

送
（
こ
れ
を
盗
出
と
い
う
（
す
る
慣
例
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
︒
長
元
九
年

（
一
〇
三
六
（
四
月
十
七
日
の
後
一
条
天
皇
喪
葬
を
先
例（

（1
（

と
し
︑﹃
百
錬
抄
﹄
に

﹁
喪
を
秘
す
る
事
︑
如
在
之
礼
を
以
て
﹂
と
あ
る（

（（
（

︒

　﹃
古
事
類
苑
﹄
帝
王
部
十
・
譲
位
下
﹁
崩
後
譲
位
﹂（
五
四
九
頁
以
下
（
は
︑
後

一
条
天
皇
﹁
長
元
例
﹂（﹃
日
本
紀
略
﹄﹃
一
代
要
記
﹄﹃
栄
花
物
語
﹄﹃
続
世
継
﹄（︑
お

よ
び
後
冷
泉
天
皇
﹁
治
暦
例
﹂（﹃
百
練
抄
﹄（
を
引
き
︑
こ
れ
に
﹃
帝
室
制
度
史
﹄

第
三
巻
（
四
三
八
頁
（
は
堀
河
天
皇
﹁
嘉
承
例
﹂
を
追
加
し
て
い
る
︒
死
者
を
生

者
に
偽
装
す
る
点
に
お
い
て
﹁
如
在
之
儀
﹂﹁
平
生
之
儀
﹂﹁
盗
出
﹂
は
同
義
語

的
に
理
解
さ
れ
︑
そ
こ
に
堀
裕
氏
を
は
じ
め
先
行
研
究
は
一
様
に
﹁
死
穢
﹂
を

強
調
し
て
き
た（

（（
（

︒
し
か
し
﹁
如
在
之
儀
﹂
の
本
質
は
﹁
先
帝
が
生
存
し
て
い
る

う
ち
に
譲
位
さ
れ
た
と
擬
装
す
る
﹂
室
礼
の
謂
い
で
︑﹃
古
事
類
苑
﹄﹃
帝
室
制

度
史
﹄
が
分
類
す
る
よ
う
に
皇
位
継
承
法
﹁
崩
後
の
譲
位
﹂
に
他
な
ら
な
い
︒

　
井
上
正
望
氏
に
よ
る
最
新
の
研
究（

（（
（

は
︑﹁
皇
位
の
空
白
﹂
と
い
う
形
で
顕
在
化

す
る
天
皇
の
個
人
的
側
面
（
生
身
の
人
間
と
し
て
の
個
性
（
を
﹁
隠
蔽
﹂
し
︑
絶

対
的
た
る
べ
き
側
面
（
制
度
化
・
機
関
化
さ
れ
た
天
皇
位
（
か
ら
分
離
す
る
（
皇

位
継
承
法
に
お
け
る
（
便
法
こ
そ
が
﹁
如
在
之
儀
﹂
の
本
質
で
あ
っ
た
と
立
論
し
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て
い
る
︒
十
世
紀
前
半
に
は
成
立
し
て
い
た
天
皇
不
出
御
を
﹁
隠
蔽
﹂
す
る
儀

礼
﹁
如
在（

（（
（

﹂
を
転
用
し
て
︑
出
家
（
花
山
天
皇
（
や
死
（
後
一
条
天
皇
（
と
い
う

天
皇
不
在
を
﹁
隠
蔽
﹂︑
つ
ま
り
天
皇
の
絶
対
的
側
面
の
希
薄
化
を
否
定
す
る

﹁
目
的
﹂
を
達
成
す
る
た
め
の
﹁
手
段
﹂
に
過
ぎ
な
い
︒
生
死
に
関
わ
ら
ず
﹁
天

皇
の
不
在
を
隠
蔽
す
る
﹂
の
が
︑
こ
の
段
階
の
﹁
如
在
之
儀
﹂
で
あ
っ
た
︒
絶

対
的
側
面
を
持
た
な
い
人
物
を
扱
う
葬
送
作
法
﹁
平
生
之
儀
﹂
は
︑
そ
も
そ
も

皇
位
継
承
と
無
関
係
で
あ
る
点
に
お
い
て
別
物
で
あ
る
︒
や
が
て
十
二
世
紀
後

半
以
降
﹁
天
皇
の
死
の
否
定
﹂
に
特
化
さ
れ
た
こ
と
で
﹁
手
段
﹂
か
ら
﹁
目
的
﹂

へ
と
転
換
︑
結
果
論
的
に
中
世
﹁
不
死
の
天
皇
﹂
が
成
立
︑
こ
こ
に
﹁
如
在
之

儀
﹂
と
﹁
平
生
之
儀
﹂
の
混
同
が
生
じ
る
と
い
う
︒

　
同
論
文
は
︑
天
皇
の
個
人
的
ペ
ル
ソ
ナ
と
絶
対
的
ペ
ル
ソ
ナ
と
い
う
二
面
性

の
分
化（

（（
（

︑
つ
ま
り
古
代
の
天
皇
か
ら
中
世
的
天
皇
へ
の
変
遷
過
程
に
つ
い
て
︑

天
皇
の
﹁
隠
蔽
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
広
汎
に
﹁
如
在
﹂
を
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
︑
儀
礼
上
﹁
た
だ
人
﹂
で
あ
る
上
皇
を
論
点
か
ら
除
外
し
て
い
る
︒
し

か
し
︑
天
皇
を
辞
め
て
儀
礼
的
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
意
味
で
は
﹁
凡
下
人
=

た
だ
人
﹂
の
上
皇
も
︑
政
治
的
権
能
ま
で
手
放
し
て
は
い
な
い
か
ら
院
政
が
成

立
す
る
の
で
あ
る
︒
天
皇
を
自
律
的
に
論
ず
る
あ
ま
り
︑
上
皇
に
よ
っ
て
相
対

化
さ
れ
る
側
面
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
憾
み
が
あ
る（

（（
（

︒

　︻
年
表
（
︼
を
見
て
頂
こ
う
︒﹃
帝
王
編
年
記
﹄
は
一
次
史
料
で
は
な
い
が
︑

皇
位
継
承
の
一
般
的
で
平
均
的
な
認
識
を
通
覧
で
き
る
史
籍
で
あ
る
︒
同
書
は

先
帝
か
ら
﹁
譲
位
﹂
さ
れ
て
皇
太
子
（
皇
太
弟
（
が
﹁
受
禅
﹂
す
る
形
式
こ
そ

が
正
統
な
皇
位
継
承
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
︑
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
場
合
を

﹁
践
祚
・
即
位
﹂
と
書
き
分
け
て
峻
別
し
て
あ
る
︒
つ
ま
り
皇
位
継
承
の
必
須
条

件
は
受
禅
﹁
譲
位
儀
礼
（
譲
位
の
宣
命
（﹂
で
あ
り
︑
剣
璽
渡
御
は
結
果
で
あ
っ

た（
（（
（

︒
後
鳥
羽
（
先
帝
は
蒙
塵
（
や
後
堀
河
（
先
帝
は
廃
位
（
の
登
極
を
可
能
に
し

た
の
は
︑
宣
命
の
発
給
者
た
り
え
る
後
白
河
院
や
後
高
倉
院
の
存
在
で
あ
っ
た

か
ら
︑
む
し
ろ
﹁
皇
位
の
空
白
﹂
は
上
皇
不
在
に
お
い
て
深
刻
に
問
題
化
す
る
︒

実
際
﹁
崩
後
の
譲
位
﹂（
=
如
在
之
儀
（
で
あ
る
後
一
条
﹁
長
元
例
﹂・
後
冷
泉

﹁
治
暦
例
﹂・
四
条
﹁
仁
治
例
﹂
は
︑
み
な
天
皇
死
去
時
に
上
皇
不
在
の
事
例
で

あ
る
︒

　
四
条
天
皇
の
喪
葬
は
︑﹃
後
中
記
﹄
資
賴
卿
記
に
﹁
長
元
例
に
准
じ
て（

（（
（

﹂
と
明

記
さ
れ
て
お
り
︑﹃
五
代
帝
王
物
語
﹄
四
条
院
崩
御
事（

（（
（

は
閑
院
の
御
簾
を
下
し
た

室
礼
を
正
し
く
﹁
如
在
之
儀
﹂
と
記
録
し
て
い
る
（
こ
れ
を
﹃
御
葬
礼
記
﹄
仁
治

度
四
条
院（

（1
（

は
﹁
如
法
内
儀
﹂
と
誤
写
（︒﹃
百
錬
抄
﹄
の
一
箇
所
の
み（

（（
（

が
糸
毛
車
に

左
右
大
臣
（
外
戚
の
二
条
良
実
・
一
条
実
経
（
以
下
の
供
奉
す
る
葬
送
儀
礼
に
掛

け
て
﹁
如
在
之
儀
﹂
の
語
彙
を
出
す
か
ら
と
い
っ
て
井
上
説
﹁
如
在
之
儀
は
十

二
世
紀
の
う
ち
に
変
質
し
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
﹂
と
は
な
ら
な
い
︒

　〈
後
嵯
峨
天
皇
へ
の
相
続
「
崩
後
の
譲
位
」〉

　
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
（
正
月
九
日
の
四
条
天
皇
の
死
去
が
ま
さ
に
﹁
如
在
之

儀
﹂
で
あ
る
か
ら
︑
後
嵯
峨
天
皇
の
践
祚
は
︑
四
条
天
皇
か
ら
の
﹁
崩
後
の
譲

位
﹂
で
あ
る
︒
し
か
も
後
高
倉
院
統
の
皇
室
御
領
は
︑
式
乾
門
院
利
子
内
親
王
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年表2　皇位継承と「如在之儀」関係年表
 「如在の儀」＝上皇不在時における緊急避難「崩後の譲位」

即位者 即位事由の発生 『帝王編年記』 摘　　　要
光仁天皇 称徳 （（1 崩御 立太子同日践祚 先帝遺宣・偽作宣命語（『紀略』）

桓武天皇 光仁 （（（ 譲位 皇太子・受禅

平城天皇 桓武 （1（ 崩御 皇太子・即位 璽并剣櫃奉東宮（『後紀』）

嵯峨天皇 平城 （1（ 禅位 皇太弟・受禅

淳和天皇 嵯峨 （（（ 譲位 皇太弟・受禅

仁明天皇 淳和 （（（ 譲位 皇太子・受禅 　　　○嵯峨 （（（ 崩御＝上皇「ただ人」化の画期

文徳天皇 仁明 （（1 出家崩御 皇太子・践祚 左右大臣諸卿以下献天子神璽（『実録』）

清和天皇 文徳 （（（ 崩御 皇太子・受禅 帝病弥劇、言語不通。令草詔書（『実録』）

陽成天皇 清和 （（（ 譲位 皇太子・受禅

光孝天皇 陽成 （（（ 令避帝位 　　　　受禅 　　　○藤原仲平 （（（ 薨去「平生之儀」

宇多天皇 光孝 （（（ 崩御 立太子同日即位 詔為親王、立為皇太子、即日受天祚（『紀略』）

醍醐天皇 宇多 （（（ 譲位 皇太子・受禅

朱雀院 醍醐 （（1 譲位崩御 皇太子・受禅

村上天皇 朱雀 （（（ 譲位 皇太弟・受禅

冷泉院 村上 （（（ 崩御 皇太子・践祚 奉璽剣於皇太子直曹（『紀略』）

円融院 冷泉 （（（ 譲位 皇太弟・受禅

華山院 円融 （（（ 譲位 皇太子・受禅

一条院 花山 （（（ 偸出出家 皇太子・践祚 令書「授位之宣命」尤可有如在礼（『為房卿記』）
偸出禁中、奉剣璽於新皇。翌日、行先帝譲位之礼（『紀略』）
〈冷泉上皇は （1（（ まで在世〉

三条院 一条 （1（（ 譲位崩御 皇太子・受禅

後一条 三条 （1（（ 譲位 皇太子・受禅

後朱雀院 後一条 1036 崩御
〈長元例〉

皇太子・受禅 依有遺詔、暫秘喪事、以如在之儀。譲位皇太弟（『紀略』）
三条上皇 1017 崩【上皇不在】

後冷泉院 後朱雀 （1（（ 遜位崩御 皇太子・受禅

後三条院 後冷泉 1068 崩御
〈治暦例〉

皇太弟・践祚 如在礼也（『百錬抄』）　大略如御譲位（『本朝世記』）
太上皇無之『帝王編年記』【上皇不在】

白河院 後三条 （1（（ 遜位 皇太子・受禅

堀河院 白河 （1（（ 譲位 皇太子・受禅

鳥羽院 堀河 （（1（ 崩御
〈嘉承例〉

皇太子・践祚 時人云、尚以如在之礼、可行譲位之儀歟（『為房卿記』）
〈白河法皇は （（（（ まで在世〉

崇徳院 鳥羽 （（（（ 譲位 皇太子・受禅

近衛院 崇徳 （（（（ 譲位 皇太弟・受禅

後白河院 近衛 （（（（ 崩御 無　　・践祚 皇太子無之『帝王編年記』〈鳥羽法皇は （（（（ まで在世〉

二条院 後白河 （（（（ 譲位 皇太子・受禅

六条院 二条 （（（（ 譲位 立太子・受禅

高倉院 六条 （（（（ 譲位於叔父 皇太子・即位 〈後白河院の院政再開〉

安徳天皇 高倉 （（（1 譲位 皇太子・受禅

後鳥羽院 安徳 （（（（ 蒙塵 立太子并受禅 奉法皇詔、伝国宣命（『百錬抄』）

土御門院 後鳥羽 （（（（ 譲位 　　　・受禅

順徳院 土御門 （（（1 譲位 皇太弟・受禅

後廃帝（仲恭） 順徳 （（（1 譲位 皇太子・受禅

後堀河院 仲恭 （（（（ 廃位 　　　・践祚 後高倉院 （（（（ 奉太上法皇尊号『帝王編年記』

四条院 後堀河 （（（（ 譲位 皇太子・受禅 後高倉院 （（（（ 崩

後嵯峨院 四条 1242 崩御
〈仁治例〉

　　　・践祚 四条院凶礼也。出御、糸毛車。如在之儀也（『百錬抄』）
後堀河院 1234 崩【上皇不在】
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（
四
条
天
皇
の
准
母
皇
后
宮（

（（
（

（
の
相
続
分
﹁
金
剛
勝
院
領
・
六
条
院
領
・
七
条
院

領
・
後
高
倉
院
法
華
堂
領（

（（
（

﹂︑
安
嘉
門
院
邦
子
内
親
王
（
後
堀
河
天
皇
の
准
母
皇

后
宮（

（（
（

（
の
相
続
分
﹁
八
条
女
院
領
﹂
を
あ
わ
せ
て
姪
の
室
町
院
暉
子
内
親
王（

（（
（

が

伝
領
し
て
お
り
︑
こ
の
室
町
院
を
准
母
立
后
し
て
邦
仁
王
が
践
祚
し
た
蓋
然
性

も
想
定
さ
れ
る
︒
つ
ま
り
准
母
﹁
室
町
院
﹂
と
後
宮
﹁
神
仙
門
院（

（（
（

﹂
と
を
通
じ

て
後
高
倉
院
統
を
擬
制
的
血
族
と
見
做
し
た
後
嵯
峨
朝
に
よ
っ
て
︑（
累
代
の
後

院
﹁
高
陽
院
﹂
焼
亡
後
の
院
御
所
と
し
て
（
後
高
倉
院
ゆ
か
り
の
持
明
院
殿
が
相

続
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る（

（（
（

︒
以
下
の
二
寺
院
が
天
皇
家
の
追
善
仏
事
に
深
く
関
与

す
る
の
は
︑
か
か
る
後
院
と
し
て
の
﹁
本
所
﹂
持
明
院
殿
の
後
継
施
設
と
し
て

の
由
緒
を
主
張
し
て
の
こ
と
で
あ
る
︒

　〈
持
明
院
御
所
の
持
仏
堂
「
安
楽
光
院
」
九
体
阿
弥
陀
堂
〉

　
持
明
院
殿
と
は
︑
鎮
守
府
将
軍
・
藤
原
基
頼
の
邸
宅
（
六
町
余
（
を
康
和
三

年
（
一
一
〇
一（

（（
（

（
に
寺
院
化
し
て
家
名
と
し
た
も
の
で
︑
子
息
の
大
蔵
卿
通
基
が

九
体
阿
弥
陀
堂
﹁
安
楽
光
院
﹂
を
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
（
に
建
立
供
養
し
た
の

に
始
原
す
る
（﹃
安
楽
光
院
行
事
﹄
群
書
類
従
第
二
十
四
輯
・﹃
尊
卑
分
脈
﹄
基
頼
条（

（（
（

（︒

持
明
院
基
家
の
娘
・
北
白
川
院
陳
子（

（1
（

を
妃
と
し
た
後
高
倉
院
（
守
貞
入
道
親
王
（

の
院
御
所
と
な
り
︑
や
が
て
持
明
院
統
の
﹁
本
所
﹂
と
な
っ
た
邸
第
で
あ
る
（
京

都
市
上
京
区
安
楽
小
路
町
の
光
照
院
の
地
:﹃
山
州
名
跡
志
﹄
巻
之
二
十
一
（︒
徳
治

二
年
（
一
三
〇
七
（
十
月
三
日
に
は
持
明
院
殿
﹁
安
楽
光
院
﹂
の
鎮
守
社
（
賀

茂
・
春
日
若
宮
・
貴
布
祢
等
宮
（
の
正
遷
宮
し
た
こ
と
が
見
え
る
も
︑
正
平
八
年
・

文
和
二
年
（
一
三
五
三
（
二
月
四
日
深
夜
に
随
身
所
が
放
火
さ
れ
て
持
明
院
殿

は
焼
亡
終
焉
す
る
（﹃
続
史
愚
抄
﹄（︒

　
一
時
荒
廃
し
た
安
楽
光
院
は
延
文
三
年
（
一
三
五
八
（︑
事
実
上
の
北
朝
﹁
治

天
の
君
﹂
広
義
門
院
西
園
寺
寧
子
の
院
宣
に
よ
り
誠
蓮
房
上
人
（
藤
原
俊
経
（
が

入
寺
し
て
北
京
律
で
中
興（

（（
（

︑
応
安
七
年
（
一
三
七
四
（
二
月
二
日
の
後
光
厳
上
皇

の
葬
送
を
泉
涌
寺
と
共
同
執
行
し
て
い
る
︒
そ
の
拾
骨
は
深
草
法
華
堂
の
他
に

も
安
楽
光
院
に
分
骨
さ
れ
（﹃
中
原
帥
夏
記
﹄（︑
位
牌
と
共
に
安
置
さ
れ
た
と
い

う
（﹃
後
深
心
院
関
白
記
﹄（︒

　
同
月
十
五
日
に
前
関
白
・
近
衛
道
嗣
（
一
三
三
二
~
一
三
八
七
（
は
安
楽
光
院

を
参
詣
︑
こ
こ
で
旧
院
つ
ま
り
後
光
厳
上
皇
の
﹁
御
遺
骨
（
筥
に
入
れ
︑
綾
を
以

て
こ
れ
を
裹
む
（﹂
と
﹁
御
位
牌
（
原
文
「
御
位
配
」（﹂
を
目
撃
し
た
と
日
記
﹃
愚

管
記
﹄（﹃
後
深
心
院
記
﹄（
に
記
録
し
て
い
る
︒
安
楽
光
院
長
老
の
見
月
上
人

（
曇
浄
（
は
︑
関
白
道
嗣
の
正
室
と
は
兄
弟
姉
妹
に
あ
た
る
︒
三
月
十
八
日
の

七
々
日
仏
事
﹁
曼
荼
羅
供
﹂
を
理
性
院
の
宗
助
僧
正
（
一
三
四
七
~
一
四
一
八
（

が
旧
院
御
所
﹁
柳
原
殿
﹂
で
厳
修
し
て
い
る
よ
う
に
（﹃
応
安
七
年
曼
荼
羅
供
見

聞
略
記
﹄
続
群
書
類
従
第
二
十
六
輯
下
（︑
院
御
所
に
お
け
る
中
陰
仏
事
は
い
ま
だ

顕
密
僧
の
担
当
で
あ
る（

（（
（

︒
後
述
す
る
後
光
厳
上
皇
の
喪
葬
儀
礼
﹁
応
安
例
﹂
に

見
る
よ
う
に
︑
か
れ
ら
北
京
律
（
泉
涌
寺
の
雲
龍
院
・
安
楽
光
院
（
の
律
僧
が
伝

播
し
た
宋
風
儀
礼
﹁
位
牌
﹂
の
皇
室
祭
祀
へ
の
導
入
時
期
を
示
す
の
が
︑
こ
の

﹁
天
皇
の
位
牌
﹂
初
見
記
事
の
本
質
で
あ
る（

（（
（

︒

　
後
土
御
門
天
皇
の
文
明
七
年
（
一
四
七
五
（
二
月
二
十
日
に
類
焼
で
本
尊
の
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系図1　後高倉院皇統と持明院家
（アミカケは八条女院領の伝領者）
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衛
長
子

崩
後
譲
位

○
鎮
守
府
将
軍
基
頼

大
蔵
卿
通
基

持
明
院
基
家

安
喜
門
院
①
三
条
有
子

新
大
納
言
典
侍

九
条

―

昱
子
内
親
王

後

白

河

院
77

後

堀

河

天

皇

86

観
音
寺
陵

―

室
町
院
暉
子
内
親
王

後
嵯
峨
准
母
か

小
督
局

土
御
門
准
母

神
仙
門
院
軆
子
内
親
王

―

大
宮
院
西
園
寺
姞
子

斎
院

―

坊
門
院
範
子
内
親
王

―

持
明
院
基
宗―

持
明
院
家
行

別
当
典
侍

持
明
院
統

○
上
西
門
院
女
房
因
幡

―

安
嘉
門
院
邦
子
内
親
王

後
堀
河
准
母

―

後

深

草

天

皇
89

―
道
深
法
親
王

仁
和
御
室

―

皇
女

高

倉

天

皇
80

斎
宮

―
式
乾
門
院
利
子
内
親
王

四
条
准
母

―

亀

山

天

皇
90

―

尊
性
法
親
王

天
台
座
主

典
侍
土
御
門
通
子

贈
皇
太
后

大
覚
寺
統

建
春
門
院
平
滋
子

後

高

倉

院

守
貞
親
王

―
―
―
―
―
―
―
―
―

後

嵯

峨

天

皇
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―

安
徳
天
皇
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―

正
親
町
院
覚
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内
親
王

建
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門
院
平
德
子

承
明
門
院
土
御
門
在
子

准
三
宮
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

土

御

門

天

皇
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以
仁
王

宜
秋
門
院
九
条
任
子

―

仙
華
門
院
曦
子
内
親
王

後
深
草
皇
后
宮

殷
富
門
院
亮
子
内
親
王

大
宮
局

源
有
雅
娘

安
徳
・
後
鳥
羽
准
母

斎
宮

―

春
華
門
院
昇
子
内
親
王

順
徳
准
母

督
典
侍

高
倉

後

鳥

羽

院

82

四
辻
宮
善
統
親
王

従
三
位
高
倉
成
子

播
磨
局

―

頼
仁
親
王

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

順

徳

天

皇

84

七
条
院
坊
門
殖
子

―

長
仁
・
道
助
入
道
親
王

―

雅
成
親
王

―

明
義
門
院
諦
子
内
親
王

―

嘉
陽
門
院
禮
子
内
親
王

―

尊
快
法
親
王

―

九
条
廃
帝

仲
恭
天
皇
85

坊
門
局

最
後
の
賀
茂
斎
院

脩
明
門
院
高
倉
重
子

東
一
条
院
九
条
立
子



泉涌寺における位牌堂「霊明殿」の創祀と発展 

197

九
体
阿
弥
陀
像
を
焼
失
︑
最
終
的
に
は
長
享
元
年
（
一
四
八
七
（
に
焼
亡
し
て
北

朝
前
六
代
の
天
皇
位
牌
を
廃
滅
さ
せ
る（

（（
（

︒
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
（
に
泉
涌

寺
山
内
の
頭
塔
と
し
て
再
興
さ
れ
て
江
戸
期
の
天
皇
家
喪
葬
に
関
与
す
る
も
︑

明
治
維
新
で
廃
絶
し
た
（
名
義
は
来
迎
院
に
併
合
︑
跡
地
に
は
善
能
寺
が
移
転
し
て

い
る
（︒
安
楽
光
院
の
旧
本
尊
と
し
て
は
︑
悲
田
院
に
客
仏
と
し
て
安
置
さ
れ

る
快
慶
作
﹁
宝
冠
阿
弥
陀
如
来
坐
像
﹂
を
候
補
に
あ
げ
て
お
く（

（（
（

︒

　〈「
安
楽
行
院
」
法
華
堂
と
伏
見
御
所
「
般
舟
三
昧
院
」〉

　
藤
原
頼
通
の
三
男
・
橘
俊
綱
の
伏
見
荘
﹁
臥
見
亭
﹂
を
起
原
と
す
る
後
白
河

院
﹁
伏
見
離
宮
﹂
は
︑
宣
陽
門
院
﹁
長
講
堂
領
﹂
と
し
て
後
深
草
天
皇
ま
で
伝

領
さ
れ
︑
文
和
二
年
（
一
三
五
三
（
の
﹁
持
明
院
殿
﹂
焼
亡
を
受
け
て
︑
以
後
こ

の
後
深
草
院
仙
洞
﹁
伏
見
殿
﹂
が
持
明
院
統
の
﹁
本
所
﹂
と
な
る
︒
か
ね
て
持

明
院
統
の
離
宮
﹁
伏
見
殿
﹂
内
に
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
（︑
後
深
草
上
皇
の
葬

堂
﹁
後
深
草
院
法
華
堂
﹂
が
建
立
さ
れ
前
年
の
拾
骨
が
納
め
ら
れ
た
︒
こ
れ
が

安
楽
行
院
で
あ
る
︒
や
が
て
泉
涌
寺
で
の
﹁
火
葬
・
拾
骨
﹂︑
深
草
法
華
堂
﹁
納

骨
﹂
が
北
朝
皇
室
の
伝
統
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
︒
持
明
院
殿
﹁
安
楽
光

院
﹂
と
伏
見
殿
﹁
安
楽
行
院
﹂
は
と
き
に
混
同
さ
れ
る
が
︑﹃
お
湯
殿
の
上
の
日

記
﹄
が
両
者
を
書
き
分
け
て
い
る
よ
う
に（

（（
（

︑
別
寺
で
あ
っ
て
後
身
関
係
に
も
な

い
︒
よ
く
似
た
名
称
で
も
︑
安
楽
光
は
浄
土
教
用
語
だ
か
ら
阿
弥
陀
堂
︑
安
楽

行
は
妙
法
蓮
華
経
安
楽
行
品
に
出
典
す
る
か
ら
法
華
堂
の
寺
号
に
こ
そ
相
応
し

い
︒

　
大
覚
寺
統
で
は
後
嵯
峨
院
﹁
浄
金
剛
院
法
華
堂
﹂・
亀
山
院
﹁
同
法
華
堂
﹂・

後
宇
多
院
﹁
蓮
華
峯
寺
八
角
円
堂
﹂
と
個
別
の
葬
堂
を
建
築
し
た
の
に
対
し
て
︑

こ
の
後
深
草
院
﹁
安
楽
行
院
法
華
堂
﹂
を
通
用
し
て
ゆ
く
の
が
持
明
院
統
の

（
と
く
に
後
光
厳
院
流
が
固
執
し
た
（
納
骨
の
慣
例
と
な
る
︒

　
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
（︑
安
楽
行
院
を
ふ
く
む
伏
見
殿
を
後
土
御
門
天
皇

が
勅
願
寺
に
改
め
た
の
が
︑
旧
称
﹁
舟
戸
御
所
﹂（﹃
山
城
志
﹄（
か
ら
命
名
さ
れ

た
般
舟
三
昧
院
で
あ
る
︒
後
光
厳
院
流
の
泉
涌
寺
別
院
﹁
雲
龍
院
﹂
に
対
抗
し

て
︑（
後
花
園
を
継
い
だ
後
土
御
門
の
意
識
と
し
て
（
崇
光
院
流
の
新
た
な
菩
提
所

が
志
向
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る（

（（
（

︒
実
際
︑
長
享
二
年
（
一
四
八
八
（
四
月
二
十
八
日

死
去
の
嘉
楽
門
院
（
後
土
御
門
の
生
母
（
葬
送
を
伏
見
﹁
般
舟
三
昧
院
﹂
に
お
け

る
天
皇
家
喪
葬
の
始
行
と
し
て
（﹃
親
長
卿
記
﹄（︑
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
（
の
庭

田
朝
子
（
後
柏
原
の
生
母
（
葬
送
と
中
陰
仏
事
（﹃
為
学
卿
記
﹄（︑
明
応
九
年
（
一

五
〇
〇
（
四
月
の
嘉
楽
門
院
の
十
三
回
忌
（﹃
和
長
卿
記
﹄（︑
同
年
十
一
月
の
後

土
御
門
天
皇
の
葬
送
儀
礼
（
こ
の
時
の
﹃
和
長
卿
記
﹄
割
註
が
安
楽
行
院
の
初
見
記

事
（
に
伏
見
﹁
般
舟
三
昧
院
﹂
が
特
化
さ
れ
︑
や
が
て
天
皇
家
の
追
善
行
事
（
中

陰
仏
事
・
回
忌
法
要
（
の
主
導
権
を
め
ぐ
り
泉
涌
寺
と
競
合
し
て
紛
争
化
す
る（

（（
（

︒

　
も
と
も
と
中
陰
仏
事
と
は
顕
密
僧
が
﹁
院
御
所
﹂
や
﹁
葬
家
﹂（﹁
如
在
之
儀
﹂

で
院
御
所
に
擬
し
て
指
定
さ
れ
た
臣
下
邸
（
で
営
む
も
の
で
︑
こ
の
伏
見
殿
=
安

楽
行
院
に
継
承
さ
れ
た
﹁
後
院
（
本
所
（﹂
的
な
性
質
を
理
由
に
（
と
く
に
後
院
・

持
明
院
殿
=
安
楽
光
院
の
廃
絶
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
（
違
例
で
あ
る
寺
院
開
催

が
合
理
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
︒
か
か
る
由
来
は
﹃
般
舟
三
昧
院
記
﹄（
群
書
類
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系図2　北朝皇室と陵墓の変遷（十二帝陵から泉涌寺へ）
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従
第
二
十
四
輯
（
に
﹁
毎
事
禁
中
に
模
せ
ら
る
る
故
︑
法
会
は
皆
准
御
斎
会
な

り
﹂
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

︒

　
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
（︑
豊
臣
秀
吉
が
伏
見
指
月
城
を
建
設
す
る
た
め
に
般

舟
三
昧
院
を
陵
墓
ご
と
上
京
西
陣
に
移
転
（
現
在
の
嘉
楽
中
学
校
敷
地
（︑
伏
見

に
は
深
草
法
華
堂
だ
け
が
残
さ
れ
︑
般
舟
院
末
寺
と
し
て
存
続
す
る
（﹃
山
州
名

跡
志
﹄（︒
元
和
三
年
（
一
六
一
七
（
の
後
陽
成
天
皇
の
葬
送
儀
礼
で
は
︑
黎
明
期

の
徳
川
幕
府
は
旧
例
を
勘
考
し
て
泉
涌
寺
﹁
火
葬
・
拾
骨
﹂・
深
草
﹁
納
骨（

（1
（

﹂
方

式
を
墨
守
（﹃
皇
年
私
記
﹄﹃
続
史
愚
抄
﹄（︑
南
光
坊
天
海
を
導
師
と
す
る
追
善
仏

事
の
会
場
と
な
っ
た
上
京
移
転
﹁
般
舟
院
﹂
も
︑
こ
の
頃
ま
で
に
天
台
系
兼
学

寺
院
と
し
て
寺
観
が
整
備
さ
れ
た
ら
し
い
︒

（
三
）
月
輪
陵
墓
と
十
六
観
堂
院
の
関
係

　〈
泉
涌
寺
創
建
伽
藍
の
基
本
設
計
〉

　
天
皇
喪
葬
の
儀
礼
空
間
と
し
て
︑
泉
涌
寺
創
建
伽
藍
の
構
造
を
把
握
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
︒
ま
ず
太
田
博
太
郎
﹃
寺
社
建
築
の
研
究
﹄
に
文
献
的
考
証
は

尽
く
さ
れ
て
お
り（

（（
（

︑
地
政
学
的
に
は
西
田
直
二
郎
﹁
法
性
寺
旧
領
地
域
と
現
状

の
対
応
図
（
正
安
年
中
注
進
古
図
に
よ
る
（﹂
が
基
本
と
な
る（

（（
（

︒
こ
れ
ら
先
行
研

究
に
依
拠
し
な
が
ら
︑
古
伽
藍
図
の
情
報
と
並
行
文
献
（﹃
造
泉
涌
寺
勧
縁
疏
﹄

﹃
泉
涌
寺
殿
堂
房
寮
式
目
﹄﹃
造
東
林
十
六
観
堂
勧
進
疏
﹄﹃
不
可
棄
法
師
伝
﹄﹃
南
山
北

義
見
聞
﹄（
を
対
応
一
覧
表
︻
表
（
︼
に
整
理
し
て
お
い
た
の
で
伽
藍
復
元
図

︻
図
版
（
︼
と
併
覧
さ
れ
た
い
︒

　
観
音
寺
大
路
を
北
辺
と
し
た
一
〇
〇
丈
四
方
を
寺
地
︑
そ
れ
を
南
北
二
分
す

る
東
西
線
が
﹁
創
建
伽
藍
﹂
中
心
軸
で
あ
る
こ
と
は
現
状
も
変
わ
ら
な
い
︒
そ

の
中
央
部
に
主
要
伽
藍
が
南
北
二
〇
丈
・
東
西
三
〇
丈
規
模
の
回
廊
で
区
画
さ

れ
て
お
り
︑
西
表
か
ら
﹁
三
門
（
三
門
閣
（
Ｉ
﹂﹁
法
堂
（
法
雨
堂
（
Ｄ
﹂﹁
仏
殿

（
三
尊
殿
（
Ａ
﹂﹁
善
本
院
（
舎
利
殿
（
Ｋ
﹂
が
中
軸
上
に
並
び
︑﹁
回
廊
Ｊ
﹂
で

連
結
さ
れ
て
﹁
目
﹂
字
状
を
呈
し
て
い
る
︒
南
回
廊
は
﹁
三
十
来
間
僧
房
Ｐ
﹂

を
兼
ね
︑
北
回
廊
に
は
西
か
ら
﹁
僧
堂
（
青
雲
堂
（
Ｅ
﹂﹁
修
懺
殿
（
釈
迦
堂
（

Ｈ
﹂﹁
方
丈
Ｌ
﹂﹁
庫
院
（
香
積
院
（
Ｆ
﹂
が
並
ぶ
︒
右
後
方
（
現
在
の
月
輪
陵
墓

の
所
在
地
（
に
﹁
十
六
観
堂
院
Ｂ
﹂
と
い
う
別
区
画
が
見
え
る
︒

　〈
十
六
観
堂
院
の
特
殊
構
造
〉

　
泉
涌
寺
開
山
の
俊
芿
律
師
に
よ
っ
て
建
保
三
年
（
一
二
一
五
（
八
月
撰
上
さ

れ
た
﹃
造
東
林
十
六
観
堂
勧
進
疏
﹄
は
︑
中
国
浄
土
教
﹁
十
六
観
堂
﹂
を
南
宋

寺
院
か
ら
初
導
入
す
る
企
図
で
あ
っ
た
︒
古
伽
藍
図
に
よ
れ
ば
弥
陀
殿
は
︑
桁

行
柱
間
三
間
︑
梁
行
柱
間
三
間
︑
組
物
は
詰
組
で
寄
棟
造
の
本
瓦
葺
︑
宋
代
仏

堂
ら
し
い
外
観
で
あ
る
︒
こ
れ
を
中
心
に
十
六
禅
室
（
各
室
に
阿
弥
陀
如
来
﹁
三

尺
立
像（

（（
（

﹂
を
安
置
（
を
回
廊
と
す
る
一
院
で
あ
る
︒
月
翁
智
鏡
﹁
観
堂
長
期
修
懺

規
式
﹂
の
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
（
に
は
機
能
し
て
い
た
建
築
空
間
で
あ
る
（
文

献
的
に
は
﹁
十
六
観
堂
﹂
で
あ
る
が
︑
そ
の
建
築
空
間
を
﹁
十
六
観
堂
院
﹂
と
本
稿
で

は
表
現
す
る
（︒

　﹃
造
観
堂
疏
﹄﹁
宝
殿
の
後
に
池
を
鑿
つ
﹂︑﹃
殿
堂
式
目
﹄﹁
前
に
蓮
池
を
鑿
ち
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図版1　泉涌寺創建伽藍の想定復元図案
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表1　『東山泉涌律寺図（古伽藍図）』と並行史料との対応整理一覧表

勧縁疏 古伽藍図 『式目』 『殿堂房寮式目』附則 その他の諸記録

三門Ｉ
（羅漢殿）

三門 三門閣 顕二金剛神之衛護也。
〈→鐘楼〉

『再興日次記』
羅漢木像六躯（古山門）

両廊Ｊ Ｐ三十来
間僧房

右僧房者、十方雲会之海衆、
差身学道処也。毎房安二三、
令不修学退転之処也。

『薩戒記』西廊
『称光天皇御葬礼記』南廊
（南回廊を兼ねる）

法堂Ｄ 法雨堂
（法雲堂）

講堂 右講堂者、両半之布薩説戒、毎日之講経律
論、奉祝主上之法堂也。故謂之祝聖講堂也。
又於毎月朔望両日、長老昇高座敬開経題、
奉祈皇帝万歳之講堂也。

→指図『南山北義見聞』
『不可棄法師伝』重閣講堂
嘉禄 （年（（（（（）春末完成
『薩戒記』有二層、上奉安置
→楊柳観音
円通閣『南山北義見聞』
『補陀海山円通宝閣』扁額

仏殿Ａ 三尊殿 大仏殿 右仏殿者、安置釈迦・弥陀・彌勒、三世之
教主。以為一寺崇仰之本尊也。日々三時、
修懺諷経、一月日之間、日々集衆、諷経持
咒開講、恭祝聖壽無彊、亦於此仏殿也。

→指図『南山北義見聞』

『薩戒記』
又此寺仏殿在如法堂之後。

教庠Ｋ 善本院 法輪宝蔵 右輪蔵者、安置唐本一切経於八角輪層之
中、若有一転此蔵、則擬転読一切経一蔵也。
〈→経蔵〉

『造十六観堂勧進疏』
傍有教庠之護繞、正勉観衆之怠慢、瞻覩
之者無不発心乎。
嘉禄 （年（（（（（）春　完成？
　　　『泉涌寺遺嘱誥文』

僧堂Ｅ 清雲堂 僧堂 右僧堂者、僧衆毎日晨朝粥、午飯並在此喫
也。二時坐禅亦此修也。

→指図『南山北義見聞』

行者堂
堂司

右奉事衆僧之童行、共住此処者也。
右維那之居処也。維那者、知一寺之僧、次
令安慰衆僧之人也。

→維那寮

　　Ｈ 修懺殿 祖師堂 右祖師堂者、天台九代之祖師、南山九代之
律祖、並安置此堂。修香火之礼、敬報祖徳
者也。又値毎年祖諱之日、広設斎会、用伸
礼供也。

『南山北義見聞私記』
　以北廊釈迦堂擬祖堂

庫院Ｆ 香積院 庫院堂 右知事為供衆、毎日設粥飯、執務世事処也。

〈韋天〉 此天殊有護持律範之願、大宋諸寺安置此
天、以為擁護仏法之大将軍者也。毎月初二
日十六日、衆集此所、持諷消災陀羅尼等、
而祈除障安寧也。

→韋陀尊天

→檀越の位牌所

「土地堂諷誦文」伽藍神
〈大帝〉照烈大帝
〈大権〉大権修利菩薩
〈韋陀尊天〉→韋天
〈訶利帝南〉稲荷女神
〈摩訶迦羅〉監斎使者

祠堂 右崇檀越之霊祠、為香火廻向之処也。

〈大帝〉 右大帝者、供給衆僧之神明、擁護伽藍之大
菩薩也。故大宋諸寺禅教律三寺、共崇此大
権為守護之神明也。毎月初三日十七日、集
衆持諷祈祷之処也。

倉廩 右為供十方現前僧、納置常住之穀米等処也。

舂磨房 右治穀之所也。

人力堂 右採柴作食之浄人、共住此処也。

十六観堂
Ｂ

十六観堂 十六観院 右此院者、念仏三昧之寂室、深禅観恵之道
場也。
中立弥陀殿、以為此之主尊、周有十六観、
以為行者之所居。毎観安弥陀三尺之立像、
幷有一人之行者、要期三年不出寺門。春秋
則六時修懺、四時坐禅、夏冬則三時修懺、
二時坐禅、随時不退者也。
前鑿蓮池、表浄土之宝池、後崇聖像、祈行
法之堅固也。（委曲在十六観堂勧進疏）

『造十六観堂勧進疏』
随室居乎一人之行者、而六時之経懺、四
時之繋念、未曽暫捨、毎人克于三年之要
期、道場之為体、良以壮観哉。中構弥陀
宝殿、環有十六之観堂。　宝殿之後、鑿
池栽蓮。
観堂之壁間有彩画、所以現金渠宝池於眼
前、表浄妙刹土於此処者也。
建長 （年（（（（1）「観堂規式」
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勧縁疏 古伽藍図 『式目』 『殿堂房寮式目』附則 その他の諸記録

（経蔵） （経蔵） 教蔵 右教蔵者、安置大宋伝来律宗台教等之教
乗、永備学道之亀鑑、為令法久住広答四恩
也。〈→教庠Ｋ〉

（鐘楼） （鐘楼） 三門閣 今門閣上擬懸大鐘、
即是者略別立鐘楼之意也。〈→三門Ｉ〉

真言院Ｃ 灌頂院 真言院 右或長日修瑜伽法、或随時受法灌頂等、並
在此院可行者也。

→指図（金沢文庫資料）

方丈Ｌ 方丈 方丈 右方丈者、長老主人之居処也。或亦謂之函
丈

承久 （年（（（（（）までに竣工
　　　　「清衆規式追録」
『薩戒記』至方丈謁長老首座寮 右除長老外、任為衆首之居処也。首座之

位、居衆僧之首、而代長老為衆開導者也。

侍者寮 右侍者寮者、常事長老、不離左右者之居処
也。

賓司 右知客之居処也。知客者、接遠近之人也。

布金 右布金者、貴族高官之檀那若入寺、則令安
下此処也。

Ｍ 東司 後架 又云東司。右後架者、衆僧上厠坌土洗浄之
処也。

Ｎ 浴室 門外温室 右温室者、聖凡沐浴之所、常途則雖置浴室
於門内、今此寺門内狭窄故、安浴室於門外
者也。

（千手堂）大願院Ｏ 本願院か

（法華堂）（宝塔）
童真院Ｇ

『九条道家処分状』
　四條院新御堂

後
に
聖
像
を
崇
む
﹂
と
一
見
矛
盾
す
る
の
は
︑
弥
陀
殿
が
後
向
き
だ
か
ら
で
あ

る
︒
つ
ま
り
重
源
が
建
久
八
年
（
一
一
九
七
（
に
造
営
し
た
浄
土
寺
浄
土
堂
の

よ
う
に
︑
逆
手
の
阿
弥
陀
如
来
が
東
庭
の
池
に
面
し
て
東
向
き
に
立
ち
︑
後
戸

の
西
庭
を
隔
て
た
西
門
か
ら
夕
日
が
差
し
込
む
設
計
で
あ
ろ
う
︒

　
と
く
に
弥
陀
殿
﹁
後
戸
﹂
は
︑
南
山
道
宣
撰
﹃
四
分
律
行
事
鈔
﹄
瞻
病
送
終

篇
で
は
臨
終
行
儀
の
空
間
で
あ
る
（
同
書
﹁
安
置
処
所
﹂
に
は
臨
終
間
際
の
病
人

を
仏
像
の
背
後
に
寝
か
せ
る（

（（
（

（︒
つ
ま
り
後
戸
西
庭
が
亡
僧
の
葬
送
空
間
と
看
做

さ
れ
た
よ
う
で
︑
こ
れ
が
準
用
さ
れ
た
天
皇
喪
葬
に
お
い
て
十
六
観
堂
院
﹁
中

庭
（
後
戸
の
西
庭
（﹂
が
荼
毘
所
と
し
て
特
化
さ
れ
た
空
間
に
な
る
の
で
あ
る
︒

上
皇
は
﹁
平
生
之
儀
﹂
に
よ
り
︑
在
位
の
天
皇
も
﹁
如
在
之
儀
﹂
で
譲
位
後
の

上
皇
に
擬
制
さ
れ
︑
生
き
て
い
る
上
皇
の
泉
涌
寺
御
幸
と
し
て
葬
送
儀
礼
は
演

出
さ
れ
︑
賓
客
の
訪
問
を
迎
え
る
か
の
よ
う
に
﹁
法
堂
﹂
で
饗
応
さ
れ
た
後
︑
宝

龕
（
棺
（
は
荼
毘
所
﹁
中
庭
﹂
に
導
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
︒

（
四
）
泉
涌
寺
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
の
実
態

　〈
中
世
葬
送
に
お
け
る
僧
俗
分
業
〉

　
大
石
雅
章
氏
に
よ
れ
ば
︑
中
世
前
期
の
葬
送
で
は
︑
俗
人
（
公
家
で
は
家
司
な

ど
親
昵
な
人
々
︑
王
家
で
は
近
習
（
が
遺
骸
・
遺
骨
に
触
れ
る
儀
礼
を
行
い
︑
顕

密
僧
（
顕
教
・
密
教
の
中
核
的
寺
院
に
所
属
す
る
僧
綱
所
の
官
僧
（
が
呪
的
職
分

﹁
導
師
呪
願
の
儀
﹂
を
担
当
す
る
分
業
体
制
で
あ
っ
た
︒
延
文
二
年
（
一
三
五

七
（
広
義
門
院
西
園
寺
寧
子
の
喪
葬
を
画
期
と
し
て
︑
中
世
後
期
に
は
﹁
一
向
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僧
沙
汰
﹂（﹃
師
守
記
﹄（
と
言
わ
れ
る
禅
律
念
仏
僧
（
禅
師
・
律
師
・
聖
な
ど
の
非

官
僧
（
に
よ
る
葬
送
の
請
負
体
制
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る（

（（
（

︒
島
津
毅
氏
に
よ
れ

ば
︑
実
際
に
は
入
棺
な
ど
を
禅
律
僧
が
︑
相
続
慣
行
に
関
わ
る
下
火
・
拾
骨
は

俗
人
親
族
が
分
担
す
る
か
ら
︑
重
層
的
な
運
営
体
制
で
あ
る（

（（
（

︒
か
か
る
分
業
体

制
の
変
化
は
︑
触
穢
を
忌
避
し
た
顕
密
僧
が
喪
葬
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
に
原
因

が
求
め
ら
れ
て
き
た
︒
し
か
し
顕
密
僧
も
依
然
と
し
て
中
陰
仏
事
（
葬
家
に
お

け
る
御
前
僧
・
護
摩
衆
に
よ
る
籠
僧
も
触
穢
の
対
象
（
は
継
続
し
て
い
る
か
ら
︑
触

穢
と
は
分
離
し
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
︒

　
授
戒
に
よ
り
結
ば
れ
た
師
檀
関
係
︑
も
し
く
は
近
習
層
の
遁
世
僧
化
も
﹁
一

向
僧
沙
汰
﹂
の
背
景
に
は
実
例
が
あ
り
︑
宋
代
仏
教
か
ら
継
受
し
た
亡
僧
作
法

が
﹁
出
家
し
た
上
皇
﹂
に
準
用
さ
れ
た
事
情
も
あ
る
︒
実
際
︑
嘉
元
二
年
（
一

三
〇
四
（﹃
後
深
草
院
崩
御
記
﹄（
史
料
纂
集
﹃
公
衡
公
記
﹄（
ま
で
顕
密
僧
が
担
当

し
て
い
た
﹁
導
師
呪
願
の
儀
﹂
は
︑
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
（
の
﹃
亀
山
院
崩
御

記
﹄（
群
書
類
従
第
二
十
九
輯
（・
文
保
元
年
（
一
三
一
七
（
の
﹃
伏
見
上
皇
御
中

陰
記
﹄（
同
上
（
で
は
浄
金
剛
院
僧
衆
（
浄
土
僧（

（（
（

（
に
交
替
し
て
い
る
︒
こ
れ
が

泉
涌
寺
律
僧
の
役
割
と
な
る
の
は
︑
安
楽
光
院
の
曇
浄
（
洞
院
公
為
（
を
介
し
て

の
こ
と
で
応
安
七
年
（
一
三
七
四
（
の
後
光
厳
上
皇
の
喪
葬
﹁
応
安
例
﹂
を
画
期

と
す
る（

（（
（

︒
一
方
︑
将
軍
家
で
は
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
（
の
足
利
義
満
の
葬
送

で
五
山
禅
寺
（
幕
府
指
定
の
新
官
寺
制
度
﹁
五
山
十
刹
﹂（
に
収
斂
さ
れ
て
ゆ
く

（﹃
鹿
苑
院
殿
薨
葬
記
﹄
同
上
（︒

　〈
山
作
所
作
法
か
ら
龕
前
堂
・
山
頭
儀
礼
へ
〉

　
火
葬
塚
の
慣
習
も
あ
る
の
で
︑
土
葬
に
限
ら
ず
葬
儀
場
を
﹁
山
作
所
﹂
と
称

す
る
︒
二
重
区
画
の
構
造
で
︑
荒
垣
は
三
十
六
丈
四
方
︑
内
垣
は
二
十
四
丈
四

方
︑
垣
内
に
は
白
砂
が
敷
か
れ
︑
南
面
し
て
内
外
の
鳥
居
門
を
開
い
て
い
る
︒

外
門
を
入
っ
た
西
腋
の
四
間
平
屋
が
﹁
葬
場
殿
﹂︑
内
院
中
央
に
﹁
竈
所
（
火

屋
（﹂
が
建
設
さ
れ
て
い
る
（
後
一
条
天
皇
の
長
元
例
﹃
類
聚
雑
例
﹄
同
上
（︒
天
皇

葬
送
儀
礼
は
︑
こ
の
火
葬
儀
﹁
長
元
例
﹂
が
踏
襲
さ
れ
て
い
く
︒
葬
場
殿
を
﹁
清

庭
御
所
﹂︑
火
屋
を
﹁
貴
所
屋
﹂
と
呼
ぶ
の
は
︑
あ
え
て
触
穢
を
憚
っ
た
忌
詞
の

類
で
あ
ろ
う
︒
垣
外
の
七
丈
幄
に
控
え
て
い
る
顕
密
僧
（
御
前
僧
（
は
︑
棺
の

発
車
・
着
到
な
ど
の
要
所
で
﹁
導
師
呪
願
の
儀
﹂
を
奉
仕
し
て
い
た
︒
初
期
仏

教
の
律
典
﹃
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
﹄
が
規
定
し
た
亡
僧
作
法
﹁
呪
願
﹂

で
あ
っ
て
︑
い
わ
ゆ
る
引
導
作
法
に
展
開
す
る
未
然
状
態
で
あ
る（

（（
（

︒

　
や
が
て
禅
律
僧
は
︑
か
か
る
儀
礼
空
間
を
大
枠
で
継
承
し
な
が
ら
︑
こ
れ
を

宋
風
な
禅
律
様
式
に
変
容
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
︒
法
堂
を
葬
場
殿
（
着
到
殿
（

に
あ
て
た
﹁
龕
前
堂
儀
礼
﹂︑
貴
所
屋
（
火
葬
場
（
に
お
け
る
﹁
山
頭
儀
礼
﹂
が

そ
れ
で
あ
る
︒

　〈
十
六
観
堂
院
中
庭
で
の
火
葬
儀
礼
〉

　
応
安
七
年
（
一
三
七
四
（
二
月
二
日
の
後
光
厳
上
皇
の
喪
葬
を
画
期
と
し
て
︑

泉
涌
寺
創
建
伽
藍
を
儀
礼
空
間
と
す
る
天
皇
葬
送
儀
礼
が
︑
後
円
融
・
称
光
・

後
小
松
と
北
朝
四
代
の
常
例
と
な
る（

（1
（

︒
た
だ
し
中
陰
仏
事
は
︑
い
ま
だ
顕
密
僧
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に
よ
る
籠
僧
体
制
（
護
持
僧
体
制
と
ほ
ぼ
同
じ
寺
院
構
成（

（（
（

（
が
共
存
し
て
い
る

（﹃
後
光
厳
院
御
中
陰
以
下
御
仏
事
記
﹄
同
上
（︒

　
そ
こ
で
応
安
度
の
葬
送
儀
礼
を
﹁
伽
藍
復
元
図
﹂
に
沿
っ
て
詳
細
に
見
て
み

よ
う
︒
本
文
は
﹃
凶
事
部
類
﹄（
続
群
書
類
従
第
三
十
三
輯
下
（
に
依
拠
し
︑﹃
明

応
凶
事
記
﹄（
同
上（

（（
（

（・﹃
称
光
天
皇
御
葬
礼
記
﹄（
泉
涌
寺
文
書
資
料
篇
翻
刻
二
九

号
（
を
参
照
し
て
括
弧
内
に
用
語
を
補
足
し
て
あ
る（

（（
（

︒

○ 

泉
涌
寺
の
儀
式
︒
御
車
を
大
門
よ
り
入
て
法
堂
の
前
に
寄
︒
法
堂
の
仏
前

に
置
て
供
具
を
供
ふ
︒
鐘
鼓
を
う
け
蝋
燭
を
数
し
れ
ず
と
も
す
︒
昼
の
ご

と
し
︒
御
前
に
御
位
牌
を
立
︒
供
具
の
上
に
錦
（
錦
蓋
（
を
か
ざ
る
︒
玉

の
御
輿
（
宝
龕
（
を
す
ゑ
︑
四
方
に
錦
の
旗
（
錦
幡
（
を
立
︒
御
車
に
安
楽

光
院
僧
二
人
参
せ
ら
る
︒
さ
る
ほ
ど
に
御
車
よ
り
錦
に
て
つ
つ
み
た
る
御

桶
（
棺
（
を
お
ろ
し
た
て
ま
つ
り
て
︑
彼
の
御
輿
に
入
た
て
ま
つ
る
︒
此

の
時
は
供
奉
の
人
々
外
に
立
給
ふ
︒
ひ
と
へ
に
今
度
は
僧
沙
汰
と
也
︒

○ 

さ
て
両
寺
（
泉
涌
寺
・
安
楽
光
院
（
の
長
老
︑
焼
香
し
て
後
︑
僧
﹁
疏
﹂
を

よ
む
︒
大
衆
﹁
楞
厳
咒
﹂
一
巻
読
終
て
︑
御
輿
を
力
者
︑
舁
た
て
ま
つ
る
︒

衆
僧
六
人
左
右
の
腋
に
参
︒
光
明
真
言
也
︒
歩
儀
の
卿
相
雲
客
な
く
な
く

（
泣
々
（
御
供
申
さ
る
︒
南
の
廊
下
（
南
回
廊
（
を
へ
て
（
経
て
（
彼
（
十
六

観
堂
院
の
中
庭
（
火
屋
（
貴
所
屋
（
へ
入
た
て
ま
つ
る
︒

○ 

火
屋
に
は
︑
ま
は
り
に
（
廻
に
（
か
り
い
が
き
を
つ
み
（
仮
桧
墻
を
築
（
其

中
に
幔
を
引
︒
火
屋
は
う
え
桧
皮
也
︒
御
前
に
鳥
居
を
立
︒
御
棚
あ
り
御

位
牌
を
立
︒
両
の
腋
に
大
香
炉
に
沈
を
た
く
（
焚
く
（︒
す
ぐ
に
穴
に
御
棺

を
入
た
て
ま
つ
り
て
御
輿
を
ば
と
り
の
け
︑
長
老
よ
り
（
寄
り
（
て
又
焼

香
し
て
︑
薪
に
火
を
た
い
松
（
松
明
（
に
て
つ
け
ら
れ
給
ぬ
︒
そ
の
間
又

﹁
楞
厳
咒
﹂
一
巻
を
は
り
て
光
明
真
言
也
︒
さ
て
供
奉
の
人
々
︑
火
の
も
ゆ

る
程
に
な
く
な
く
（
泣
々
（
か
え
ら
れ
（
帰
ら
れ
（
け
る
に
や
︒

○ 

同
三
日
︑
御
骨
を
当
寺
の
僧
の
沙
汰
に
て
拾
た
て
ま
つ
る
︒
藤
中
納
言

（
忠
光
（︑
頚
に
か
け
て
︑
深
草
の
法
華
堂
に
を
さ
め
（
納
め
（
て
︑
な
く
な

く
（
泣
々
（
京
へ
ぞ
帰
給
け
る
︒

　
死
去
の
直
前
︑
泉
涌
寺
長
老
で
雲
龍
院
開
山
の
竹
巖
聖
皐
（
一
三
二
四
~
一
四

〇
二
（
を
戒
師
に
︑
安
楽
光
院
長
老
の
見
月
房
曇
浄
（
一
三
四
二
~
一
三
七
八（

（（
（

（

を
剃
手
と
し
て
落
飾
し
た
後
光
厳
上
皇
は
︑
四
条
天
皇
を
先
例
と
し
て
泉
涌
寺

に
葬
送
さ
れ
た
（﹃
続
史
愚
抄
﹄（︒
葬
車
に
は
﹁
後
乗
僧
﹂（
曇
浄
長
老
（
が
陪
乗（

（（
（

︑

泉
涌
寺
の
大
門
を
入
り
︑
葬
車
を
法
堂
の
基
壇
に
寄
せ
て
棺
を
降
ろ
す
︒
須
弥

壇
前
の
宝
輿
に
棺
を
積
み
替
え
る
間
︑
屏
風
を
立
て
て
遮
蔽
す
る
︒
屏
風
を
撤

し
て
九
備
菜
（
百
味
供
（
を
供
進
︑
泉
涌
寺
と
安
楽
光
院
の
長
老
が
焼
香
礼
拝

す
る
︒
宣
疏
お
わ
れ
ば
（
以
上
﹁
龕
前
堂
儀
礼
﹂（
宝
輿
を
力
者
（
三
井
寺
力
者
︑

八
瀬
童
子
で
は
な
い
（
が
奉
舁
︑
南
回
廊
を
へ
て
葬
場
殿
へ
向
か
う
︒﹁
十
六
観

堂
の
中
殿
の
前
︑
右
腋
に
其
の
幄
を
構
え
﹂（﹃
称
光
天
皇
御
葬
礼
記
﹄（
つ
ま
り

観
堂
中
庭
の
右
側
に
幄
舎
が
仮
設
さ
れ
て
い
る
︒
桧
皮
葺
で
四
柱
の
仮
屋
（
火

葬
の
煙
が
天
上
世
界
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
屋
内
で
荼
毘
︑
簡
略
で
も
天
幕
で
覆
う
（︑
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中
に
は
白
塗
の
六
角
地
炉（

（（
（

が
築
か
れ
て
い
る
︒
周
囲
に
荒
垣
を
廻
ら
し
︑
四
面

の
鳥
居
門
に
懸
額
︑
東
か
ら
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
と
金
字
で
書
く
（
金

紙
墨
書
を
貼
る
（︒
宝
輿
は
北
面
の
涅
槃
門
か
ら
入
り
︑
火
炉
を
三
匝
し
て
か
ら

棺
の
み
を
火
炉
に
降
ろ
す
︒
こ
の
間
︑
衆
僧
は
光
明
真
言
を
不
断
に
唱
え
︑﹁
下

火
の
儀
﹂
以
降
は
楞
厳
咒
を
諷
経
行
道
す
る
（
以
上
﹁
山
頭
儀
礼
﹂（︒

　
宝
輿
は
八
角
葱
花
輦
で
︑
八
面
に
唐
錦
を
張
り
︑
四
方
に
鳥
居
形
が
付
き
︑

白
木
の
轅
な
が
え
は
生
絹
で
包
ま
れ
て
い
る
︒
唐
錦
の
大
幡
四
基
︑
龍
頭
に
吊
っ
た
天

蓋
も
唐
錦
で
あ
る
︒
法
堂
か
ら
宝
輿
を
舁
出
さ
ん
と
す
る
頃
︑
火
炉
に
据
置
く

頃
︑
火
葬
の
煙
が
上
が
る
頃
の
三
度
︑
三
人
の
勅
使
が
参
向
し
て
凶
事
奉
行
と

問
答
す
る
︒
山
作
所
御
使
は
蔵
人
頭
以
下
の
三
名
︑
近
世
に
は
葬
場
使
・
山
頭

使
の
二
名
に
な
る
︒
院
執
権
の
柳
原
忠
光
が
奉
行
（
忠
光
邸
﹁
柳
原
殿
﹂
は
後
光

厳
上
皇
崩
御
の
﹁
院
御
所
﹂
で
あ
り
中
陰
仏
事
の
会
場
﹁
葬
家
﹂
で
あ
る
（︑
拾
骨
お

よ
び
深
草
法
華
堂
へ
の
納
骨
ま
で
を
奉
仕
し
て
い
る
︒

　
つ
ま
り
応
安
例
と
は
︑
泉
涌
寺
創
建
伽
藍
の
法
堂
﹁
龕
前
堂
儀
礼
﹂︑
十
六
観

堂
院
の
中
庭
﹁
山
頭
儀
礼
（
火
葬
儀
（
~
拾
骨
﹂︑
そ
し
て
深
草
法
華
堂
（
安
楽

行
院
（﹁
納
骨
﹂
と
い
う
三
部
構
成
で
あ
り
（
こ
れ
に
葬
家
や
安
楽
光
院
で
の
追
善

仏
事
も
加
わ
る
（︑
以
後
こ
れ
が
北
朝
皇
室
（
後
光
厳
院
流
（
の
喪
葬
伝
統
を
形
成

す
る
の
で
あ
る
︒
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
﹁
御
棚
あ
り
御
位
牌
を
立
て
︑
両
の

腋
に
大
香
炉
に
沈
を
焚
く
﹂（﹃
凶
事
部
類
﹄（
と
あ
る
よ
う
に
︑
こ
の
火
葬
儀
礼

の
祭
祀
対
象
と
し
て
後
光
厳
上
皇
の
﹁
御
位
牌
﹂
が
立
て
ら
れ
て
い
る
事
象
で

あ
る
︒

　〈
近
世
の
龕
前
堂
・
山
頭
儀
礼
〉

　
泉
涌
寺
文
書
﹃
後
水
尾
院
御
葬
礼
并
御
中
陰
記
﹄（﹃
泉
涌
寺
史
﹄
資
料
篇
・
翻

刻
二
二
三
号
（・
御
一
会
史
料
﹁
指
図
﹂（
泉
涌
寺
台
帳
番
号G

（（ -（（

・（（

（
に
依
っ

て
︑
近
世
﹁
龕
前
堂
・
山
頭
儀
礼
﹂
を
図
解
し
て
お
こ
う
︒﹁
龕
前
堂
﹂
の
規
模

は
桁
行
東
西
十
一
間
・
梁
行
南
北
五
間
︑
そ
の
西
四
間
に
葬
車
を
引
入
れ
て
棺

を
宝
龕
に
積
み
替
え
る
︒
こ
の
と
き
勅
使
（
葬
場
使
:
持
明
院
中
将
基
輔
（
が

﹁
唯
今
は
何
等
の
御
事
の
候
哉
﹂
と
問
い
︑
凶
事
伝
奏
（
清
閑
寺
大
納
言
熈
房
（

が
﹁
唯
今
は
霊
柩
を
宝
輿
に
移
し
奉
る
﹂
と
勅
答
す
る
︒
惣
柱
二
〇
本
（
桧
木

丸
柱
（
は
堀
立
︑
屋
根
は
桧
皮
葺
︑
柱
ご
と
に
幡
二
旒
︑
柱
間
に
華
鬘
代
を
懸

け
︑
堂
内
四
方
に
金
襴
水
引
を
引
廻
ら
せ
る
︒
中
央
机
に
位
牌
（
第
十
七
皇
子
・

青
蓮
院
宮
尊
証
親
王
の
染
筆
（
を
立
て
︑
左
右
の
百
味
棚
に
は
盛
物
百
三
十
合
・

九
備
菜
百
三
十
台
が
彩
色
を
放
ち
︑
金
燭
台
四
十
八
本
が
昼
間
の
ご
と
く
照
ら

し
て
い
る
︒﹁
龕
前
堂
儀
礼
﹂
が
終
れ
ば
︑
讃
頭
が
四
智
讃
を
発
音
︑
鉢
を
撞
き

大
衆
同
音
に
光
明
真
言
を
唱
え
て
次
第
行
列
し
て
出
堂
す
る
︒
龕
前
堂
か
ら
山

頭
場
へ
の
行
路
に
は
﹁
筵
道
（
三
枚
幅
の
薦
筵
（﹂
上
に
﹁
敷
絹
（
五
本
幅
の
反

物
（﹂
が
敷
設
さ
れ
︑
左
右
を
燭
台
四
〇
〇
本
・
大
提
灯
一
三
〇
・
庭
燎
一
〇
余

箇
処
が
照
ら
し
て
い
る
︒

　
山
頭
場
は
東
西
五
〇
間
・
南
北
二
五
間
︑
奧
に
は
荒
垣
（
東
西
一
三
間
・
南
北

一
五
間
（
を
廻
立
︑
四
面
に
鳥
居
を
開
き
（
額
字
は
同
じ
く
青
蓮
院
宮
染
筆
（︑
白

綾
幕
（
五
幅
（
四
張
で
引
廻
し
て
あ
る
︒
そ
の
中
に
建
て
ら
れ
た
﹁
山
頭
仮
屋
﹂

三
間
四
方
を
白
綾
幕
（
十
三
幅
（
で
五
間
四
方
に
引
回
し
て
あ
る
︒
こ
れ
が
貴
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図版2　龕前堂・山頭場について儀礼空間の図解
（『後水尾院御葬礼御中陰記』および御一会史料G45-24・25により総合的に作図）

仮屋 宝窟 3間四方

月輪陵墓 白綾幕2張 御影堂 雲龍院

御廟所 仮門 巽岳新殿

東西50間・南北25間 発心門 五幅綾幕4張 四方

本坊 御位牌 霊明殿 山 頭 場 荒垣 東西13間

（百箇日終れば遷座） （御位牌堂） 幡 幡 南北15間

来 御法事堂 ■ ■ 十三幅白綾幕四方

迎 出口 涅槃門 宝龕 修行門 5間四方

院 御密行 山 ■ ■

御棺を宝龕から轅に移して 頭 勅 幡 幡 山頭仮屋3間四方

舎利殿 鈍色を着た従僧十余人で奉舁 使 使 菩提門

廟所に到り石槨に奉納 掩土 道具机 御位牌 道具机 女中方輿

大 行灯 花 燭 行灯 金 行者

安 臣 行灯 香 行灯 宮

楽 仏殿 方 持衣 大燭 作 大燭 方

光 持香□導師 ● 法 ● 前住□侍者

院 公 持香□奠茶 場 前住□侍者

家 侍者□奠湯 挙経□侍者

衆 侍者□宣疏 ● ● 葬主□侍者

東山門 維那 武

番 所 蔵主 家

三井寺力者60人

・・・・・・・公卿 法事奉行 奠茶 挙経 焼香（大衆）威儀師 維那 茶 華 鐃 鉢 鈴 酒水 幡2 行灯2
奉舁 奉舁 持香 鈍色 同 同 同 行

天蓋 宝龕 御位牌 導師 葬主 香炉 列

奉舁 奉舁 持衣 鈍色 同 同 同 図

・・・武家 諸門跡 法事奉行 奠湯 宣疏 焼香（大衆）威儀師 蔵主 湯 燭 鐃 鉢 鈴 酒水 幡2 行灯2

赤堂 使僧 使僧 番 所

行者 行者

華瓶 金 御車宿

香炉 鐃 鐃 燭

茶 鈸 鈸 湯 寿命院 法安寺

威儀師 鈴 鈴 威儀師

焼香 酒水 酒水 焼香

曲彔椅子 蔵主 女中方輿

維那

北京大衆 侍者□宣疏 葬主□侍者 南都大衆

侍者□奠湯 挙経□侍者

天蓋役□ 侍者□奠茶 ● ● 前住□侍者

御位牌役□ 持衣□導師 作 前住□侍者

持香 大燭● 法 ●大燭

場

新 宮 行灯 湯 茶 行灯 大

善 御 方 行灯 香 行灯 臣 御

光 共 幡 花 燭 燭 花 幡 方 共 悲田院

寺 幡 幡

● ● 堂 御

●百 百● 上 共

●味 御膳 味● 方

●檀 御位牌 檀● 地下役人中

● ● 盛物130合

● 御宝龕 ● 九備菜130
● ● 勅 葬

● ● ● ● 使 場 三具足（御位牌前）

● ● 使 御膳 七五三・二点心

御車入口 御車舎 南北5間・東西11間

戒 ● ● ● ● ● ● 龕 前 堂

光

寺 法音院 西

総 門

出口道具机道具机 道具机道具机

日光宮御代僧日光宮御代僧

所司代所司代

町奉行町奉行

目附

御目附御目附

大樹御名代大樹御名代

入口
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所
屋
（
火
葬
場
（
に
相
当
す
る
建
物
で
︑
元
来
は
火
葬
作
法
﹁
山
頭
儀
礼
﹂
の

た
め
の
施
設
で
あ
っ
た
︒
奠
湯
・
奠
茶
の
後
︑
導
師
は
﹁
木
鋤
子
﹂（
土
葬
は

﹁
鋤
子
﹂・
火
葬
は
﹁
秉
炬
﹂（
を
取
っ
て
法
語
を
唱
え
る
︒
最
後
に
梵
網
経
十
重

禁
を
読
経
し
お
え
て
廻
向
文
ま
で
唱
え
る
と
︑
勅
使
（
山
頭
使
:
蔵
人
卜
部
兼

充
（
が
﹁
唯
今
は
何
等
の
御
事
の
候
哉
﹂
と
問
い
凶
事
伝
奏
が
（
土
葬
だ
か
ら（

（（
（

（

﹁
唯
今
は
掩
土
の
事
終
ぬ
﹂
と
勅
答
す
る
の
で
︑
こ
こ
で
葬
送
儀
礼
は
完
了
す
る
︒

こ
れ
以
後
を
密
行
と
称
し
て
︑
棺
を
宝
龕
か
ら
﹁
轅
（
手
輿
（﹂
に
移
し
て
鈍
色

を
着
た
従
僧
十
余
人
で
担
ぎ
︑
廟
所
に
到
り
石
槨
に
密
々
に
埋
納
す
る
（
廟
所

儀
礼
（︒

　〈
位
牌
―
―
宋
礼
祭
祀
の
原
理
主
義
〉

　
後
光
厳
院
喪
葬
の
応
安
七
年
（
一
三
七
四
（
か
ら
新
待
賢
門
院
喪
葬
の
安
政

三
年
（
一
八
五
六
（
ま
で
︑
中
世
か
ら
近
世
に
到
る
四
八
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
踏

襲
さ
れ
た
の
が
﹁
龕
前
堂
・
山
頭
儀
礼
﹂
で
あ
る
（
実
際
に
は
明
治
三
十
年
の
英

照
皇
太
后
大
喪
儀
ま
で
龕
前
堂
会
場
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
か
ら
五
二
〇
年
間
あ
ま
り
（︒

そ
の
宋
代
仏
教
と
し
て
の
特
徴
は
︑
位
牌
（﹃
朱
子
家
礼
﹄
木
主
（
を
祭
祀
対
象

と
す
る
朱
子
学
的
な
原
理
主
義
で
あ
る
︒
龕
前
堂
・
行
列
・
山
頭
場
み
な
必
ず

﹁
宝
龕
（
魄
（﹂
の
前
面
に
例
外
な
く
﹁
位
牌
（
魂
（﹂
を
立
て
る
︒

　
後
水
尾
院
の
場
合
︑
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
（
八
月
十
九
日
に
死
去
︑
同
二
十

二
日
に
泉
涌
寺
僧
が
入
棺
を
勤
仕
︑
同
二
十
九
日
か
ら
肖
像
画
（
御
影
（
の
霊

明
殿
へ
の
掲
揚
が
寺
門
伝
奏
の
勧
修
寺
家
か
ら
指
示
さ
れ
︑
本
葬
が
閏
八
月
八

日
で
あ
っ
た
︒﹁
龕
前
堂
・
山
頭
儀
礼
﹂
以
後
︑
位
牌
は
﹁
御
法
事
堂
（
海
会

堂
（﹂
に
立
て
ら
れ
て
中
陰
仏
事
の
祭
祀
対
象
に
な
る
が
︑
御
影
は
霊
明
殿
を
動

か
な
い
（
祀
る
べ
き
は
位
牌
の
﹁
魂
﹂
で
あ
っ
て
︑
肖
像
画
も
ま
た
﹁
魄
﹂
に
過
ぎ

な
い
（︒
十
月
二
十
三
日
の
石
塔
開
眼
供
養
で
は
︑
先
ず
﹁
廟
所
（
魄
（﹂
で
開

眼
作
法
︑
次
に
御
法
事
堂
﹁
位
牌
（
魂
（﹂
の
前
で
梵
網
講
讃
を
修
し
て
い
る
︒

同
二
十
九
日
の
百
箇
日
を
終
え
る
と
︑
よ
う
や
く
位
牌
は
遷
座
式
の
形
式
を

も
っ
て
霊
明
殿
に
移
さ
れ
る
の
で
あ
る
（﹃
後
水
尾
院
御
葬
礼
并
御
中
陰
記
﹄（︒

　﹃
淮
南
子
﹄
主
術
訓
・
許
慎
﹃
説
文
解
字
﹄
が
陰
陽
二
元
論
的
に
解
釈
し
た

﹁
魂
・
魄
﹂
は
︑﹃
礼
記
﹄
郊
特
牲
﹁
魂
気
は
天
に
帰
り
︑
形
魄
は
地
に
帰
る
﹂

を
経
由
し
て
祭
祀
論
に
応
用
さ
れ
て
ゆ
く
︒
形
魄
の
留
ま
る
墳
墓
は
本
来
的
な

祭
祀
対
象
で
は
な
く
（﹃
漢
官
儀
﹄・
蔡
邕
﹃
独
断
﹄﹁
古
は
墓
祭
せ
ず
﹂（︑
魂
気
を

憑
依
さ
せ
た
木
主
（
位
牌
（
を
中
心
と
し
た
祠
堂
（
宗
廟
（
制
が
朱
子
学
の
祭
祀

プ
ラ
ン
と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

︒
こ
こ
に
古
代
の
山
陵
祭
祀
と
は
異
な

る
要
素
と
し
て
︑
中
世
後
期
以
降
は
宋
礼
を
継
受
し
た
﹁
位
牌
﹂
が
祭
祀
主
体

と
し
て
登
場
す
る
わ
け
で
あ
る
︒
泉
涌
寺
﹁
月
輪
陵
墓
（
魄
（﹂
の
成
立
に
対
応

し
て
︑（
中
世
天
皇
の
葬
堂
・
御
影
堂
・
納
骨
堂
で
は
な
く
（
新
形
式
﹁
位
牌
堂

（
魂
（﹂
が
創
建
さ
れ
る
理
由
は
︑
こ
う
し
た
宋
礼
継
受
の
二
元
論
﹁
魂
・
魄
﹂

ま
で
遡
及
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
︒
や
が
て
宮
中
三
殿
に
（
律
令
制
の
山

陵
祭
祀
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
（
皇
霊
殿
が
追
加
さ
れ
る
の
も
︑
そ
の
間
に
お
け

る
祭
祀
概
念
の
変
位
︑
つ
ま
り
近
世
霊
明
殿
の
創
祀
を
遠
因
と
す
る
も
の
で
あ

る（
（（
（

︒



208

第
二
章
　
泉
涌
寺
月
輪
陵
の
形
成
過
程

（
一
）
北
朝
「
荼
毘
所
」
旧
跡
の
陵
墓
化

　〈
灰
塚
と
い
う
形
式
の
陵
墓
〉

　
北
朝
皇
室
の
荼
毘
所
﹁
十
六
観
堂
院
﹂
中
庭
か
ら
は
︑
南
腋
門
を
出
れ
ば
丘

陵
上
に
北
朝
三
代
﹁
雲
龍
院
灰
塚
（
小
松
谷
称
光
廟
所
（﹂
が
︑
北
腋
門
の
外
側

に
は
﹁
後
土
御
門
帝
以
下
の
灰
塚
﹂
が
位
置
す
る
︒
現
行
の
灰
塚
・
陵
と
い
う

陵
墓
管
理
上
の
区
分
に
つ
い
て
︑
両
者
を
共
に
﹁
廟
﹂
と
呼
称
し
た
近
世
人
︑
つ

ま
り
造
築
当
時
の
感
覚
と
乖
離
し
て
い
た
可
能
性
を
︑
的
場
匠
平
氏
が
指
摘
し

て
い
る（

（1
（

︒
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
（
霊
元
天
皇
陵
の
治
定
に
関
す
る
﹁
御
廟
所

等
図
﹂（G

（（ -（ -（

・（

（
に
よ
れ
ば
︑
後
土
御
門
﹁
椿
﹂・
後
柏
原
﹁
椿
﹂・
後
奈

良
﹁
松
﹂・
正
親
町
﹁
椿
﹂
の
植
樹
さ
れ
た
四
灰
塚
が
一
区
を
形
成
し
て
お
り
︑

こ
れ
ら
戦
国
期
天
皇
の
灰
塚
が
月
輪
陵
に
先
行
し
て
存
在
し
て
い
た
︒

　〈
四
条
院
陵
「
宝
塔
」
の
類
例
〉

　
原
初
の
四
条
天
皇
陵
は
月
輪
山
中
腹
︑
現
在
の
英
照
皇
太
后
陵
遙
拝
所
の
あ

た
り
に
︑
お
そ
ら
く
木
造
宝
塔
を
鞘
堂
と
し
て
屋
内
に
石
造
九
重
塔
を
築
造
し

て
い
た
と
復
元
考
証
さ
れ
る
︒
類
例
に
は
親
鸞
（
一
一
七
三
~
一
二
六
二
（
大
谷

廟
堂
の
絵
画
史
料
が
あ
り
︑
重
文
﹃
善
信
上
人
絵
（
琳
阿
本
（﹄（
西
本
願
寺
蔵
・

詞
書
覚
如
筆
:
十
四
世
紀
（
は
︑
木
造
六
角
堂
を
鞘
堂
と
し
た
石
造
五
輪
塔
（
宝

幢
の
形
式
か
（
を
描
写
し
て
お
り
︑
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
（
の
高
田
本
（
重
文

﹃
善
信
聖
人
親
鸞
絵
伝
﹄
専
修
寺
蔵
（
で
は
正
面
に
影
像
を
安
置
し
た
詳
細
ま
で
見

え
る
︒
鳥
辺
野
の
大
谷
墳
墓
を
改
葬
し
て
文
永
九
年
（
一
二
七
二
（
に
吉
水
北

辺
に
創
建
さ
れ
た
大
谷
廟
堂
の
︑
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
（﹁
唯
善
破
却
事
件
﹂

以
前
の
記
録
で
あ
る
︒
ま
た
︑
大
覚
寺
殿
（
後
宇
多
法
皇
の
院
御
所
（
に
建
立
し

た
木
造
八
角
堂
を
鞘
堂
と
し
て
屋
内
に
石
造
五
輪
塔
を
安
置
し
て
い
た
後
宇
多

院
陵
﹁
蓮
華
峯
寺
八
角
円
堂
﹂
の
形
式
（
大
覚
寺
所
蔵
の
国
宝
﹃
後
宇
多
天
皇
宸

翰
御
手
印
遺
告
﹄
建
立
蓮
華
峯
寺
縁
起
第
十
五（

（（
（

（
も
︑
四
条
院
宝
塔
の
参
考
資
料
で

あ
る
︒

　〈
四
条
院
陵
「
九
重
石
塔
」
の
移
築
再
建
〉

　
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
（
八
月
二
十
六
日
﹁
応
仁
の
乱
﹂
で
泉
涌
寺
は
全
焼

（﹃
大
乗
院
日
記
目
録
﹄（︑
四
条
天
皇
陵
（
新
御
堂
（
も
被
災
し
て
焼
損
し
た
九
重

石
塔
が
崖
下
の
灰
塚
近
辺
に
石
材
を
散
乱
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
文
明
二

年
（
一
四
七
〇
（
後
花
園
喪
葬
の
荼
毘
所
に
悲
田
院
が
代
用
さ
れ
る
ほ
ど
泉
涌

寺
は
荒
廃
し
て
い
た
（﹃
応
仁
記
﹄﹃
後
花
園
天
皇
御
葬
送
記（

（（
（

﹄（︒
明
応
九
年
（
一

五
〇
〇
（
後
土
御
門
﹁
明
応
例
﹂
を
画
期
と
し
て
︑
仮
仏
殿
で
の
﹁
龕
前
堂
儀

礼
﹂︑
山
門
（
三
門
（
跡
の
西
南
方
向
つ
ま
り
雲
龍
院
前
の
広
場
で
の
仮
設
建
物

で
代
用
さ
れ
た
﹁
山
頭
儀
礼
（
火
葬
儀
（﹂
が
後
柏
原
・
後
奈
良
・
正
親
町
・
後

陽
成
ま
で
式
微
五
代
の
慣
例
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
（﹃
明
応
凶
事
記（

（（
（

﹄（︒

　
元
和
三
年
（
一
六
一
七
（
九
月
二
十
日
葬
送
の
後
陽
成
天
皇
﹁
灰
塚
﹂
は
︑
は
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じ
め
て
九
重
石
塔
の
形
式
を
採
用
す
る
（
十
一
月
三
日
に
塔
供
養
:﹃
代
々
先
皇
法

語
集
﹄
続
群
書
類
従
第
二
十
八
輯
下
﹁
後
陽
成
院
石
塔
供
養
﹂（︒
月
輪
陵
域
内
に
お

け
る
近
世
天
皇
石
塔
の
初
例
で
あ
る
同
塔
の
形
態
が
︑
先
行
す
る
四
条
陵
の
九

重
石
塔
に
由
来
し
︑
後
光
明
陵
以
降
の
石
塔
形
式
に
継
承
さ
れ
た
可
能
性
に
つ

い
て
は
︑
は
や
く
和
田
軍
一
氏
の
指
摘
が
あ
る（

（（
（

︒
だ
が
︑
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
後

陽
成
灰
塚
に
模
倣
さ
れ
る
た
め
に
は
︑
四
条
陵
石
塔
が
移
築
再
建
さ
れ
て
同
域

内
で
規
範
性
の
高
い
建
造
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
前
提
と
な
る
︒

本
稿
は
般
舟
三
昧
院
と
の
相
論
を
背
景
と
し
て
︑
こ
の
四
条
陵
石
塔
が
移
築
再

建
さ
れ
た
蓋
然
性
を
も
っ
て
︑
北
朝
﹁
荼
毘
所
﹂
で
あ
る
十
六
観
堂
旧
跡
が
︑
や

が
て
月
輪
陵
墓
を
形
成
す
る
画
期
と
な
っ
た
こ
と
を
提
起
し
て
お
き
た
い
︒

　
つ
ま
り
︑
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
（
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
四
条
天
皇
陵
は
︑
月

輪
山
中
腹
を
原
位
置
と
す
る
﹁
木
造
宝
塔
を
鞘
堂
と
す
る
九
重
石
塔
﹂
が
原
初

形
態
で
あ
っ
た
︒﹁
応
仁
の
乱
﹂
で
損
壊
し
た
九
重
石
塔
の
石
材
が
崖
下
の
灰

塚
近
辺
に
散
乱
し
て
い
た
の
を
︑
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
（
後
土
御
門
天
皇
﹁
明

応
例
﹂
か
ら
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
北
朝
荼
毘
所
﹁
十
六
観
堂
院
の
中
庭
﹂
の

地
下
構
造
物
（
火
葬
炉
（
を
再
利
用
し
て
移
築
再
建
さ
れ
た
の
が
四
条
陵
石
塔

の
現
状
と
思
わ
れ
︑
こ
れ
が
規
範
性
の
高
い
建
造
物
と
し
て
元
和
三
年
（
一
六

一
七
（
後
陽
成
天
皇
﹁
灰
塚
﹂
に
形
式
模
倣
さ
れ
た
と
考
証
し
て
お
く
︒
お
そ

ら
く
﹁
十
六
観
堂
院
の
中
庭
﹂
の
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
た
火
葬
炉
の
位
置
が
︑

現
状
で
は
再
建
四
条
陵
と
後
陽
成
﹁
灰
塚
﹂
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒

　
十
六
観
堂
院
旧
跡
が
月
輪
陵
墓
に
相
当
す
る
物
証
と
し
て
は
︑
宝
永
七
年

（
一
七
一
〇
（
東
山
天
皇
陵
の
造
成
地
か
ら
木
造
仏
像
一
〇
体
が
一
括
出
土
し
て

い
る
（﹃
続
史
愚
抄
﹄（︒
観
堂
十
六
室
に
各
々
三
尺
阿
弥
陀
像
が
奉
安
さ
れ
て
お

り
︑
そ
の
焼
損
像
の
埋
納
坑
か
ら
の
出
土
と
思
わ
れ
る
︒

（
二
）
泉
涌
寺
陵
墓
の
成
立
と
御
位
牌
堂
「
霊
明
殿
」
の
創
建

　︿
後
水
尾
院
統
の
家
族
墓
と
し
て
の
月
輪
陵
﹀

　
承
応
三
年
（
一
六
五
四
（
十
月
十
五
日
葬
送
の
後
光
明
天
皇
陵
（
十
二
月
十
四

日
﹁
後
光
明
天
皇
御
尊
影
﹂
開
眼
供
養（

（（
（

（︑
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
（
閏
八
月
八
日

葬
送
の
後
水
尾
院
陵
︑
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
（
三
月
七
日
葬
送
の
後
西
院
陵
は
︑

い
ず
れ
も
灰
塚
西
側
に
外
か
ら
順
番
に
築
造
さ
れ
て
い
る
︒
十
六
観
堂
院
旧
跡

を
回
避
す
る
特
徴
が
︑
こ
の
江
戸
初
期
の
三
天
皇
陵
に
認
め
ら
れ
る
︒
以
下
︑

十
六
観
堂
院
旧
跡
を
回
避
す
る
も
の
を
﹁
避
観
堂
﹂︑
回
避
し
な
い
も
の
を
﹁
非

避
観
堂
﹂
と
仮
称
す
る
（︻
図
版
（
︼
Ａ
グ
ル
ー
プ（（（（ –（（（（

﹁
避
観
堂
﹂（︒

　
一
方
︑
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
（
六
月
二
十
六
日
葬
送
の
東
福
門
院
徳
川
和
子

陵
︑
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
（
十
一
月
二
十
五
日
葬
送
の
明
正
院
陵
は
︑
反
対
に

十
六
観
堂
院
旧
跡
を
回
避
し
な
い
︒
同
様
に
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
（
二
月
二

十
三
日
葬
送
の
壬
生
院
園
光
子
墓
（
後
光
明
の
生
母
（︑
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
（

七
月
十
六
日
葬
送
の
新
広
義
門
院
園
国
子
墓
（
霊
元
の
生
母
（︑
貞
享
二
年
（
一

六
八
五
（
六
月
二
日
葬
送
の
逢
春
門
院
櫛
笥
隆
子
墓
（
後
西
院
の
生
母
（
も
十
六

観
堂
院
旧
跡
に
築
造
さ
れ
て
い
る
︒
遡
れ
ば
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
（
八
月

十
日
葬
送
の
誠
仁
親
王
（
陽
光
院
贈
太
上
天
皇
（
と
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
（
三
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1813

Ｅグルプ

塔1823-1847

山贈皇后繫子陵巽岳新殿旧地

開新皇嘉門院1823四条院御影堂

師園天皇陵1779

大仁孝天皇陵1846

輪Ｃグルプ

月1710-1813皇太后維子陵1783
盛化門院

桜町天皇陵1750
1795皇太后祺子陵新朔平門院1847

皇太后舎子陵1790

青綺門院中宮欣子内親王陵

桃園天皇陵1762東山天皇陵1710新清和院1846

七重石塔改作1870

中宮和子陵

再建四条皇陵1242

中御門天皇陵1737中宮幸子女王陵

承秋門院1720女帝明正天皇1696

壬生院光子墓

中宮房子陵中和門院前子1630

新上西門院1712Ｂグルプ

贈皇太后尚子陵1586-1685

霊元天皇陵新中和門院1720同

門

新上東門院晴子1620唐

新待賢門院雅子墓安仁親王墓新広義門院子墓1677

妙荘厳院1821後陽成皇灰塚1617

光格天皇陵逢春門院隆子1685

Dグルプ1800-1821

山上1821
1593温仁親王墓成不動院1800

孝明天皇陵1867
1557陽光太上天皇陵誠仁親王1586

英照皇太后陵1897

後西天皇陵1685

後土御門天皇灰塚1500

後水尾天皇陵1680

凡例灰塚

後光明天皇陵1654

九重石塔

宝篋印塔

Ａグルプ

無縫石塔数字は崩薨年1654-1685

後桜桜町 町天 天皇 皇陵 陵

女帝 帝
後桃桃

皇太后富富子 子陵 陵

恭礼門院 院

東福門門院 院

1656 1656

1732 1732

1856 1856

1840 1840

悦悦仁 仁親親王 王墓 墓瑠瑠璃光院

正正親 親町 町天皇灰塚

後奈良天皇 皇灰 灰塚 塚

十六観堂

創建伽藍
院跡

後柏原天皇灰塚1526 1526

北朝荼毘所
中庭

1678 1678

天天
陵陵

墓墓
墓墓

天 天

国国
墓墓

図
版
3　
四
条
天
皇
以
下
月
輪
陵
の
全
域
略
図
（
十
六
観
堂
院
「
中
庭
」
旧
跡
）　
二
五
陵
・
五
灰
塚
・
九
墓
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系図3　江戸時代の皇室と月輪陵墓（泉涌寺陵墓の成立）

中
宮

東
福
門
院

徳
川
和
子

泉
涌
寺
奉
葬

月
輪
陵

宝
篋
印
塔

―

高
仁
親
王

真
照
院

般
舟
三
昧
院
墓

宝
篋
印
塔

明
正
天
皇

109
女
帝

泉
涌
寺
奉
葬

月
輪
陵

九
重
石
塔

後

水

尾

天

皇

108

泉
涌
寺
奉
葬

月
輪
陵

九
重
石
塔

―

後
光
明
天
皇

110

礼
成
門
院

孝
子
内
親
王

般
舟
三
昧
院
墓

宝
篋
印
塔

壬
生
院

園
光
子

※
東
福
門
院
御
養
子

泉
涌
寺
奉
葬

月
輪
陵

九
重
石
塔

典
侍

月
輪
墓

無
縫
塔

後
西
天
皇

111

泉
涌
寺
奉
葬

月
輪
陵

九
重
石
塔

逢
春
門
院

櫛
笥
隆
子

典
侍

月
輪
墓

無
縫
塔

霊
元
天
皇

112

泉
涌
寺
奉
葬

月
輪
陵

九
重
石
塔

新
広
義
門
院

園
国
子

生
母

敬
法
門
院

松
木
宗
子

清
浄
華
院
墓

無
縫
塔

典
侍

月
輪
墓

無
縫
塔

養
母

東
山
天
皇

113

泉
涌
寺
奉
葬

月
輪
陵

九
重
石
塔

中
宮

新
上
西
門
院

鷹
司
房
子

生
母

新
崇
賢
門
院

櫛
笥
賀
子

盧
山
寺
墓

無
縫
塔

月
輪
陵

無
縫
塔

養
母

中
御
門
天
皇

114

泉
涌
寺
奉
葬

月
輪
陵

九
重
石
塔

中
宮

承
秋
門
院

有
栖
川
宮
幸
子
女
王

月
輪
陵

無
縫
塔

桜
町
天
皇

115

泉
涌
寺
奉
葬

月
輪
陵

九
重
石
塔

贈
皇
太
后

新
中
和
門
院

近
衛
尚
子

月
輪
陵

無
縫
塔
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月
十
二
日
葬
送
の
新
上
東
門
院
勧
修
寺
晴
子
の
夫
妻
︑
元
和
三
年
（
一
六
一
七
（

九
月
二
十
日
葬
送
の
後
陽
成
天
皇
と
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
（
七
月
二
十
八
日

葬
送
の
中
和
門
院
近
衛
前
子
の
夫
妻
も
同
域
に
陵
墓
が
あ
る（

（（
（

︒
つ
ま
り
後
水
尾

院
統
の
先
祖
二
代
と
後
宮
（
嫡
后
と
天
皇
生
母
（
は
︑﹁
家
族
墓
﹂
と
し
て
の
特

異
態
を
形
成
し
て
い
る
（︻
図
版
（
︼
Ｂ
グ
ル
ー
プ（（（（ –（（（（

﹁
非
避
観
堂
﹂（︒
幕

府
と
の
血
脈
を
誇
示
す
べ
く
東
福
門
院
陵
と
明
正
院
陵
が
︑
移
築
再
建
さ
れ
た

四
条
陵
石
塔
の
傍
隣
を
占
地
し
て
い
る
の
は
優
れ
て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
作
為
性

と
い
え
よ
う
︒

　〈
天
皇
喪
葬
の
儀
礼
的
転
換
〉

　﹁
高
仁
親
王
事
件
﹂
に
発
端
し
て
﹁
後
光
明
天
皇
葬
送
﹂
に
帰
結
す
る
喪
葬
儀

礼
の
転
換
に
つ
い
て
は
︑
お
も
に
野
村
玄
氏
﹃
日
本
近
世
国
家
の
確
立
と
天

皇（
（（
（

﹄
に
導
か
れ
て
論
述
し
た
拙
稿
﹁
旧
稿
（
補
注
（
（﹂
の
要
点
を
抄
出
し
て
お

く
︒

①
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
（
六
月
十
一
日
︑
東
福
門
院
（
徳
川
和
子
（
所
生
の
二

品
高す
け

仁ひ
と

親
王
が
三
歳
で
夭
折
（
真
照
院
（︑
翌
十
二
日
に
般
舟
院
に
直
葬
さ
れ
る

と
︑
そ
の
薄
礼
待
遇
が
朝
幕
間
で
問
題
化
す
る
（
野
村
﹃
同
﹄
一
四
七
~
一
五
六

頁
（︒
死
穢
に
過
敏
な
朝
廷
（
し
か
も
七
歳
以
前
に
葬
儀
な
し
（
と
︑
朱
子
学
（
儒

教
に
は
死
穢
観
が
な
い
（
の
幕
府
と
で
は
︑
三
歳
児
の
葬
送
に
つ
い
て
儀
礼
感
覚

を
共
有
で
き
る
は
ず
も
な
い
︒
妊
娠
中
の
中
宮
和
子
が
九
月
二
十
八
日
に
出
産

し
た
皇
子
も
︑
翌
月
六
日
に
夭
折
し
て
廬
山
寺
に
直
葬
さ
れ
る
（
光
融
院
（︒
般

舟
院
や
廬
山
寺
に
対
し
て
︑
幕
府
所
司
代
が
泉
涌
寺
サ
イ
ド
に
傾
く
心
理
的
な

遠
因
は
こ
こ
に
あ
る
︒

②
こ
の
朝
幕
間
の
礼
制
問
題
は
︑
承
応
三
年
（
一
六
五
四
（
後
光
明
天
皇
喪
葬
に

集
約
さ
れ
る
（
野
村
﹃
同
﹄
二
一
六
~
二
二
八
頁
（︒
同
天
皇
が
東
福
門
院
御
養
子

と
し
て
即
位
し
て
い
た
の
を
名
分
に
天
皇
家
の
葬
送
儀
礼
に
幕
府
が
介
入
で
き

た
の
は
︑
元
和
三
年
（
一
六
一
七
（
後
陽
成
天
皇
喪
葬
に
お
い
て
黎
明
期
幕
府
が

旧
例
墨
守
に
専
心
（
野
村
﹃
同
﹄
二
一
〇
~
二
一
六
頁
（
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の

に
比
べ
て
︑
す
で
に
朝
廷
を
圧
倒
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒

③
承
応
例
（
火
葬
儀
﹁
明
応
例
﹂
を
実
質
的
な
土
葬
儀（

（（
（

へ
と
入
句
な
ど
を
改
編
し
た

も
の
（
は
︑
寛
永
寺
な
ど
の
将
軍
家
葬
法（

（（
（

と
均
一
化
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
︒

元
来
︑
原
始
仏
教
と
相
容
れ
な
い
先
祖
祭
祀
に
つ
い
て
︑
宋
代
仏
教
が
儒
仏
習

合（
（1
（

し
て
創
案
し
た
の
が
﹁
仏
葬
﹂﹁
位
牌
﹂
形
式
で
あ
る
︒

④
朱
子
学
を
応
用
し
て
︑
泉
涌
寺
﹁
月
輪
陵
墓
﹂
は
（
東
山
天
皇
以
降
（
庶
嫡
身

分
を
厳
正
化
す
る
こ
と
で
︑
般
舟
院
・
廬
山
寺
等
と
の
差
別
化
に
成
功
す
る
︒

実
際
︑
中
陰
仏
事
に
お
け
る
般
舟
院
の
優
位
性
も
宝
永
期
の
東
山
天
皇
喪
葬
を

画
期
と
し
て
解
消
さ
れ
て
い
る（

（（
（

︒

　
後
桃
園
天
皇
の
葬
具
に
関
す
る
﹁
御
棺
︑
今
度
は
大
略
︑
朱
子
家
礼
に
拠
ら

る
（
中
略
（
蓋
し
是
れ
承
応
例
か
﹂（﹃
柳
沢
紀
光
日
記
﹄（
を
明
証
と
し
て
︑
後
光

明
﹁
承
応
例
﹂
以
降
の
天
皇
喪
葬
は
事
実
上
﹃
朱
子
家
礼
﹄
が
典
拠
と
な
る（

（（
（

︒
従

来
︑
研
究
者
の
視
点
は
﹁
朝
廷
vs
幕
府
﹂﹁
火
葬
vs
土
葬
﹂﹁
般
舟
三
昧
院
vs
泉

涌
寺
﹂
の
対
立
概
念
に
立
脚
し
て
き
た
が
︑
こ
の
葬
制
改
革
の
根
本
命
題
は
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﹃
朱
子
家
礼
﹄
の
採
用
に
あ
る
︒
か
か
る
実
践
的
な
朱
子
学
の
影
響
力
を
︑
近
世

史
家
は
軽
視
し
て
き
た
向
き
が
あ
る（

（（
（

︒
か
ね
て
中
世
後
期
﹁
応
安
例
﹂
に
受
容

さ
れ
て
い
た
宋
礼
継
受
の
位
牌
祭
祀
が
︑
さ
ら
に
近
世
初
頭
﹁
承
応
例
﹂
に
お

い
て
朱
子
説
で
増
強
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
︒

　〈『
朱
子
家
礼
』
と
「
承
応
例
」〉

　
朱
子
学
と
は
︑
近
世
の
東
ア
ジ
ア
世
界
を
席
巻
し
た
新
儒
教
哲
学
で
あ
る
︒

契
丹
（
遼
（
の
外
圧
に
よ
っ
て
中
華
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
醸
成
さ
れ
た
北
宋
で

は
︑
思
想
的
に
伝
統
回
帰
し
て
新
儒
教
・
新
道
教
が
形
成
さ
れ
︑
し
か
も
﹁
仏
・

儒
・
道
﹂
三
教
混
交
の
傾
向
に
あ
っ
た（

（（
（

︒
か
か
る
宋
学
は
︑
南
宋
の
朱
熹
（
一

一
三
〇
~
一
二
〇
〇
（
に
よ
り
大
成
︑
そ
の
実
践
書
と
し
て
広
汎
に
受
容
さ
れ
た

﹃
朱
子
家
礼
﹄
は
︑
遅
く
と
も
室
町
中
期
に
は
完
本
が
伝
来
し
て
い
る
︒
実
際
︑

吉
田
神
道
﹃
唯
一
神
道
葬
祭
次
第
﹄
も
﹃
家
礼
﹄
喪
礼
篇
の
翻
案
に
す
ぎ
な
い

か
ら
︑
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
（
秀
吉
﹁
豊
国
廟（

（（
（

﹂︑
元
和
二
年
（
一
六
一
六
（

家
康
﹁
久
能
山
東
照
宮
﹂
も
﹁
朱
子
の
祠
堂
﹂
が
内
実
で
あ
る
︒
幕
府
の
朱
子

学
者
で
あ
っ
た
林
羅
山
が
︑
長
男
叔
勝
の
葬
儀
を
﹃
朱
子
家
礼
﹄
で
行
っ
た
の

が
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
（︑
子
息
の
林
鵞
峰
が
母
堂
の
儒
葬
を
記
録
し
た
﹃
泣

血
餘
滴
﹄
二
巻
を
著
わ
し
た
の
が
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
（
で
あ
る
︒
尾
張
藩
主

の
徳
川
義
直
が
寛
永
年
間
に
孔
子
廟
と
祖
廟
を
つ
く
り
︑
水
戸
藩
主
の
徳
川
光

圀
も
万
治
元
年
（
一
六
五
八
（
に
正
室
泰
姫
︑
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
（
に
父
頼

房
の
儒
葬
を
﹃
朱
子
家
礼
﹄
で
行
っ
て
い
る
︒
こ
の
二
人
自
身
も
儒
式
土
葬
さ

れ
祠
廟
に
木
主
が
祀
ら
れ
て
い
る（

（（
（

︒
か
か
る
思
想
潮
流
の
中
︑
宮
廷
に
お
け
る

﹃
朱
子
家
礼
﹄
受
容
が
承
応
三
年
（
一
六
五
四
（
後
光
明
天
皇
喪
葬
を
画
期
と
す

る
の
は
合
理
的
で
あ
る
︒

　
こ
の
﹁
承
応
例
﹂
は
︑
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
（
の
式
正
﹁
仏
殿
﹂
再
建
前
で

あ
る
た
め
仮
設
建
物
で
挙
行
さ
れ
た
︒
こ
れ
が
幕
政
下
の
規
範
と
さ
れ
た
た
め

に
︑
敢
え
て
復
興
伽
藍
を
使
用
し
な
い
仮
設
建
物
﹁
龕
前
堂
儀
礼
﹂﹁
山
頭
儀
礼

（
土
葬
儀
（﹂︑
こ
れ
に
火
葬
場
の
役
割
を
終
え
た
十
六
観
堂
院
旧
跡
を
陵
墓
と
し

た
﹁
廟
所
儀
礼
（
実
質
的
な
埋
葬
（﹂
を
加
え
た
三
部
構
成
が
定
着
す
る
︒
あ
た

か
も
大
嘗
宮
の
よ
う
に
度
毎
に
新
設
さ
れ
撤
却
さ
れ
る
葬
場
殿
は
︑
古
代
﹁
殯

宮
﹂
か
の
ご
と
く
明
治
以
降
の
近
代
大
喪
儀
に
も
踏
襲
さ
れ
る
わ
け
で
︑
そ
の

雛
型
は
泉
涌
寺
の
宋
風
儀
礼
な
の
で
あ
る
︒

　〈
寛
文
新
造
「
霊
明
殿
」
の
創
祀
〉

　﹁
応
仁
の
乱
﹂
で
創
建
伽
藍
を
全
焼
し
た
泉
涌
寺
は
︑
後
水
尾
天
皇
の
庇
護
︑

徳
川
将
軍
家
の
外
護
に
よ
り
慶
長
~
寛
文
年
間
に
寺
容
を
恢
復
さ
せ
る
︒
泉
涌

寺
所
蔵
﹁
四
条
天
皇
御
尊
影
（
泉
涌
寺
台
帳
番
号C

11（

（﹂
裏
書
に
依
れ
ば
︑
新

御
堂
本
尊
で
あ
っ
た
御
影
が
応
仁
の
乱
で
焼
失
し
た
ら
し
く
︑
四
条
天
皇
四
〇

〇
回
忌
に
あ
た
る
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
（
正
月
三
日
︑
中
院
通
村
（
一
五
八

八
~
一
六
五
三
（
が
勅
許
を
得
て
﹁
官
庫
本
﹂（
近
似
構
図
の
﹃
天
子
摂
関
御
影
﹄

か（
（（
（

（
の
模
写
を
奉
納
し
て
い
る
︒

　
こ
の
通
村
奉
納
﹁
御
影
﹂
と
は
別
に
︑
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
（
七
月
に
後
水
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尾
法
皇
発
願
で
七
条
仏
師
﹁
康
乗
﹂（
　
~
一
六
八
九
（
が
﹁
四
条
院
坐
像
﹂（
泉

涌
寺
台
帳
番
号B1（（

（
を
造
顕
（
四
条
天
皇
坐
像
﹁
雛
形
裏
銘
墨
書（

（（
（

﹂（︑
同
年
十
一

月
十
九
日
に
完
成
す
る
（﹃
泉
涌
寺
再
興
日
次
記
﹄
泉
涌
寺
文
書
﹁
資
料
篇
翻
刻
二

二
二
号
﹂:
泉
涌
寺
台
帳
番
号F（（（

（︒
改
め
て
式
正
﹁
宸
儀
﹂
の
造
像
が
議
論
と

な
っ
た
の
は
︑
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
（
十
一
月
二
十
日
に
﹁
御
位
牌
堂
（
霊
明

殿
（﹂
が
新
築
さ
れ
た
か
ら
で
（﹃
泉
涌
寺
再
興
日
次
記
﹄（︑﹃
泉
涌
寺
殿
堂
并
什

物
式
目
﹄（
泉
涌
寺
文
書
﹁
資
料
篇
翻
刻
二
三
三
号
﹂:
泉
涌
寺
台
帳
番
号F（（（

・

（（（

（
に
﹁
寛
文
営
造
の
大
挙
は
︑
元
と
此
殿
に
起
こ
る
﹂
と
あ
る
よ
う
に
霊
明

殿
（
=
四
条
院
御
影
堂
﹁
新
御
堂
﹂
の
再
建
（
が
復
興
造
営
の
発
端
で
あ
っ
た
︒
寛

文
八
年
（
一
六
六
八
（
十
一
月
︑
幕
府
直
営
の
再
建
工
事
﹁
仏
殿
﹂
が
上
棟
し
て

（
奉
行
は
京
都
所
司
代
の
牧
野
親
成
︑
大
工
は
中
井
正
知
（︑
こ
こ
に
慶
長
~
寛
文
の

復
興
事
業
が
完
遂
さ
れ
た
（﹁
仏
殿
棟
札
銘
﹂
泉
涌
寺
台
帳
番
号F1（（

（︒

　
と
こ
ろ
が
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
（
六
月
に
は
東
山
天
皇
旧
殿
を
拝
領
し
て

﹁
四
条
院
御
影
堂
﹂
が
別
殿
で
復
興
（﹃
続
史
愚
抄
﹄（︑
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
（

三
月
九
日
に
﹁
宸
儀
﹂
が
遷
座
さ
れ
て
御
位
牌
堂
﹁
霊
明
殿
﹂
か
ら
分
離
独
立

す
る
︒
こ
れ
が
第
一
次
四
条
院
御
影
堂
（
巽
岳
新
殿
（
で
あ
る
︒
つ
ま
り
位
牌

﹁
四
条
院
尊
儀
（
魂
（﹂
を
御
位
牌
堂
に
残
留
し
た
ま
ま
︑
坐
像
﹁
四
条
院
宸
儀

（
魄
（﹂
の
み
を
放
出
す
る
ほ
ど
に
︑
創
建
霊
明
殿
が
﹁
位
牌
祭
祀
の
空
間
﹂
と

し
て
精
鋭
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
承
応
三
年
（
一
六
五
四
（
後
光
明
天
皇

喪
葬
か
ら
﹃
朱
子
家
礼
﹄
を
典
拠
と
し
た
こ
と
で
︑
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
（
創

建
の
後
水
尾
院
統
﹁
家
廟
﹂
も
ま
た
朱
子
﹁
祠
堂
﹂
制
を
内
実
と
し
て
展
開
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
︒

　〈
後
水
尾
院
統
の
家
廟
「
霊
明
殿
」
の
成
立
〉

　
寛
文
六
年
新
造
﹁
御
位
牌
堂
（
霊
明
殿
（﹂
に
つ
い
て
﹃
泉
涌
寺
新
伽
藍
絵

図
﹄（
別
所
如
閑
筆
:
泉
涌
寺
台
帳
番
号C

1（（

（
は
︑
陵
所
に
正
中
し
て
正
面
柱

間
が
五
間
︑
梁
行
柱
間
が
三
間
（
実
際
に
は
柱
間
四
間
:﹃
新
中
和
門
院
尊
儀
御
葬

礼
御
中
陰
等
記
﹄
所
収
﹁
霊
明
殿
御
牌
前
図
﹂
泉
涌
寺
台
帳
番
号G

（（ -（ -（

（︑
階
隠

向
拝
を
附
加
し
た
桧
皮
葺
殿
舎
を
描
写
し
て
い
る
︒﹁
七
間
半
四
方
（
約
（（
ｍ
四

方
（﹂（﹃
泉
涌
寺
再
興
日
次
記
﹄（
と
い
う
正
方
形
の
平
面
を
内
中
外
陣
に
三
分
し

て
︑
は
じ
め
内
陣
に
﹁
四
条
院
の
聖
影
﹂﹁
先
皇
累
葉
の
御
位
牌
﹂
が
共
存
し
て

い
た
（﹃
泉
涌
寺
殿
堂
并
什
物
式
目
﹄（︒
雲
龍
院
蔵
﹁
泉
涌
寺
絵
図
﹂
に
よ
れ
ば

（
正
確
に
は
梁
行
は
六
間
六
寸
（
室し
つ

中ち
ゆ
うは
拭
板
敷
で
︑
た
だ
内
中
陣
の
南
北
廂
に

六
帖
と
七
帖
半
の
畳
敷
部
屋
（
御
聴
聞
所
（
が
あ
る
︒
内
陣
の
奥
三
間
に
は
造

付
の
三
厨
子
（
右
龕
・
中
央
龕
・
左
龕
（
が
三
つ
の
唐
破
風
を
見
せ
て
い
る
︒
こ

れ
が
後
西
院
宸
筆
﹁
霊
明
勅
額
﹂（
泉
涌
寺
台
帳
番
号D

（（（

:﹁
勅
額
題
字
﹂
同

E1（（

（
の
懸
額
さ
れ
た
創
建
霊
明
殿
で
あ
る
︒

　
創
建
霊
明
殿
の
内
陣
の
様
子
を
窺
う
こ
と
の
出
来
る
史
料
が
︑
紀
年
闕
﹁
霊

明
殿
内
陣
御
尊
牌
配
置
図
（
切
紙
一
紙
（﹂（
御
一
会
史
料
:
泉
涌
寺
台
帳
番
号G

（（ -

（（ -（
（
で
あ
る
︒
元
文
二
年
（
一
七
三
七
（
葬
送
の
﹁
中
御
門
院
尊
儀
﹂
位
牌
の

安
置
場
所
を
﹁
御
治
定
﹂
す
る
た
め
に
朝
廷
に
提
出
さ
れ
た
︑
当
時
現
状
﹁
御

位
牌
堂
﹂
指
図
に
相
当
す
る
（
故
に
門
院
方
が
省
略
さ
れ
て
い
る
（︒
内
陣
の
中
央
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図版4　霊明殿の建物平面変遷図
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創建霊明殿復元図霊明殿内陣御尊牌配置図盛化門院尊儀御一会之記霊明殿内陣御尊牌配置図G45-29-1

寛文六年1666元文二年1737G45-29-2天明三年1783G31-1-1弘化三年1846

●●●●●●●●

↓※新開

後小松院④後陽成院⑪新上東門院尊儀④新朔平門院尊儀広明

新皇嘉門院尊儀義門

後土御門院⑥後光明院⑫後光明院尊儀⑫盛化門院尊儀門院

Ｂ恭礼門院尊儀院

後奈良院⑧明正院⑮子後西院尊儀⑭青綺門院尊儀Ｅ

子新中和門院尊儀南二

後柏原院⑦Ｂ後西院⑭左Ｂ厨明正院尊儀⑮承秋門院尊儀

厨新上西門院尊儀

後花園院⑤東山院⑯南後陽成院尊儀⑪東福門院尊儀

南

称光院③正親町院⑩正親町院尊儀⑩

後光厳院①後光厳院①円花柏後光厳院尊儀①円光小●●

※新清和院尊儀

●●●●●●※東福門院尊儀

後光明院⑫中御門院尊儀⑱東山院尊儀⑯

霊元院尊儀⑰

後陽成院⑪東山院尊儀⑯後西院尊儀⑭

後水尾院⑬Ａ後光明院尊儀⑫Ｃ

四条院尊牌子霊元院尊儀⑰儀儀明正院尊儀⑮南一

東福門院⑥↓子後水尾院尊儀⑬

四条院尊像Ａ中央Ａ厨後桃園院尊儀㉑後陽成院尊儀⑪

霊元院⑰厨正親町院尊儀⑩

藻璧門院尊牌中桃園院尊儀⑳

陽光院⑨中

正親町院⑩桜町院尊儀⑲●●

東福門院御念持仏

陽光院⑨後水尾院尊儀⑬

●●●●●●藻璧門院尊牌

壬生院⑵嘉楽門院②壬生院尊儀⑵四条院尊像Ａ

崇賢門院①新上東門院④中和門院尊儀⑤四条院尊牌

Ｃ

豊楽門院③新上西門院⑦子新中和門院尊儀⑧四条院御念持仏

子●●

中和門院⑤Ｃ承秋門院⑨右Ｃ厨新上西門院尊儀⑦

厨後光厳院尊儀①

新上東門院④新中和門院⑧北承秋門院尊儀⑨後円融院尊儀②

北後小松院尊儀④

嘉楽門院②中和門院⑤逢春門院尊儀⑷称光院尊儀③

後華園院尊儀⑤北一

贈皇太后宮⑴豊楽門院③新広義門院尊儀⑶後土御門院尊儀⑥Ｂ

後柏原院尊儀⑦

●●●●●●後奈良院尊儀⑧

※正親町院尊儀

●●

●●

中和門院尊儀中御門院尊儀⑱

新上西門院尊儀桜町院尊儀⑲

承秋門院尊儀桃園院尊儀⑳

新中和門院尊儀後桜町院尊儀㉒北二

青綺門院尊儀後桃園院尊儀㉑Ｄ

恭礼門院尊儀光格天皇尊儀㉓

新上東門院尊儀仁孝天皇尊儀㉔

中和門院尊儀⑤

●●●●

※
『

新
朔

平
門

院
尊

儀
御

一
会

記
』

G
35-2-3

弘
化

4
年

(1847)奉
遷
を

（
）

内
に

注
記

称
光

院
③

後
円

融
院

②

後
花

園
院

⑤

後
柏

原
院

⑦

④
院

松
小

後

⑧
院

良
奈

後

⑥
院

門
御

土
後

敬
法

門
院

尊
儀

(6)
豊

楽
門
院

尊
儀

③

嘉
楽

門
院

尊
儀

②

贈
皇

太
后

宮
(1)

儀
尊

院
門
璧

藻

①
儀

尊
院

門
賢

崇

(5)儀
尊
院

門
成

礼

東
福

門
院

尊
儀
⑥←

⑨
儀

尊
院

光
陽

儀
尊

院
条

四

後
円

融
院

尊
儀

②

称
光

院
尊

儀
③

後
小

松
院

尊
儀

④

⑧
儀

尊
院

良
奈

後

⑤
儀

尊
院

園
華

後

⑦
儀

尊
院

原
柏

後

⑥
儀

尊
院

門
御

土
後

嘉
楽

門
院

尊
儀

贈
皇

太
后

宮
儀

尊
院
門

賢
崇

儀
尊

院
門

楽
豊

陽
光

院
尊

儀
儀

尊
院
門

成
礼

成
不

動
院

尊
儀

妙
荘

厳
院

尊
儀

新
上

東
門

院
尊

儀

逢
春

門
院

尊
儀

敬
法

門
院

尊
儀

儀
尊
院

生
壬

儀
尊

院
義

広
新

儀
尊

院
門

明
開

儀
尊

院
光

璃
瑠

（
贈

皇
太

后
宮

(1)）
（

新
広
義

門
院

(3)）
（

礼
成
門

院
(5)）

（
①

院
門

賢
崇

）

（
(2)院

生
壬
）

（
(4)院

門
春
逢

）

（
(6)院

門
法
敬

）

後
円

融
院

②

儀
尊

院
厳

荘
妙

儀
尊

院
光

璃
瑠

儀
尊

院
動

不
成

（
儀

尊
院

門
化

盛
）

（
儀

尊
院

門
璧

藻
）

（
儀

尊
院

門
賢

崇
）

（
儀

尊
院

門
成

礼
）

（
敬

法
門

院
尊

儀
）

（
逢

春
門

院
尊

儀
）

（
新

広
義

門
院

尊
儀

）

（
壬

生
院

尊
儀

）

（
豊

楽
門

院
尊

儀
）

（
嘉

楽
門

院
尊

儀
）

（
贈

皇
太

后
宮

）

文
政

4
年

(1821)～
文
政

6
年

(1823)
年

紀
闕
「

御
尊

牌
安

置
覚

」
F992

北
厨

子
（

省
略

部
分

）
を

復
元

図
版
5　「

霊
明
殿
」
尊
牌
配
置
の
変
遷
図

（
1666

年
～
1847

年
）
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厨
子
に
は
始
祖
・
陽
光
院
誠
仁
親
王
︑
家
祖
・
後
水
尾
院
と
東
福
門
院
徳
川
和

子
の
夫
妻
お
よ
び
霊
元
天
皇
の
四
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
お
り
︑
後
水
尾
院
統
の

﹁
家
廟
﹂（﹁
イ
エ
﹂
の
祠
堂
（
と
し
て
の
性
格
が
指
摘
さ
れ
る
︒

　〈『
朱
子
家
礼
』
と
四
代
奉
祀
〉

　
こ
の
四
座
を
祭
祀
す
る
礼
制
は
︑
ま
さ
に
﹃
朱
子
家
礼
﹄
巻
第
一
﹁
祠
堂
﹂

で
あ
る
︒
典
型
的
な
宗
族
制
度
で
﹁
祠
堂
（
家
廟
（﹂
に
は
四
龕
（
四
室
（
が
並

び
︑
西
側
（
右
側
:
向
か
っ
て
左
（
か
ら
﹁
高
祖
・
曾
祖
父
・
祖
父
・
父
﹂
の
順

番
で
四
代
の
﹁
木
主
（
位
牌
（﹂
を
祀
る
︒
四
代
を
超
え
た
場
合
︑
始
祖
を
残
し

て
﹁
親
の
尽
き
た
（
遠
い
先
祖
（﹂
か
ら
木
主
を
撤
去
し
て
繰
り
上
げ
︑
虚
座
と

な
っ
た
東
側
一
龕
に
新
た
な
木
主
を
祀
る
（﹃
家
礼
﹄
巻
第
四
﹁
大
祥
﹂（︒

　
国
忌
の
加
除
は
別
の
問
題
と
し
て
︑
天
皇
の
先
祖
祭
祀
に
﹁
毀
廟（

（（
（

﹂
の
概
念

は
な
い
か
ら
︑
四
代
を
超
え
た
位
牌
は
廃
祀
せ
ず
に
脇
壇
に
移
さ
れ
る
︒
本
史

料
（G

（（ -（

（
が
省
略
す
る
北
厨
子
﹁
門
院
方
﹂
に
つ
い
て
は
補
完
史
料
が
あ
る
︒

天
明
三
年
（
一
七
八
三
（﹃
盛
化
門
院
尊
儀
御
一
会
之
記
﹄（
泉
涌
寺
台
帳
番
号

G
（（ -（ -（

（
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
位
牌
は
︑
お
よ
そ
死
去
の
順
に
安
置
さ
れ
て
い
る

が
︑
正
位
を
七
座
に
限
る
の
は
天
子
七
廟
説
（﹃
礼
記
﹄
王
制
篇
・﹃
春
秋
左
氏

伝（
（1
（

﹄（
が
念
頭
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
︒
紀
年
闕
﹁
霊
明
殿
内
陣
御
尊
牌
配
置
図

（
折
帳
三
紙
紙
縒
綴
（﹂（
御
一
会
史
料
:
泉
涌
寺
台
帳
番
号G

（（ -（（ -（

（
は
︑
弘
化

三
年
（
一
八
四
六
（
葬
送
の
﹁
新
清
和
院
尊
儀
﹂
位
牌
の
安
置
場
所
を
﹁
御
治

定
﹂
す
る
た
め
の
当
時
現
状
﹁
霊
明
殿
﹂
指
図
で
あ
る
か
ら
︑
幕
末
頃
の
様
子

も
知
る
こ
と
が
出
来
る
︒
こ
れ
ら
三
史
料
を
中
心
に
比
較
し
た
図
版
を
用
意
し

た
の
で
︑
霊
明
殿
の
建
築
的
変
遷
と
併
覧
さ
れ
た
い
（︻
図
版
（
︼︻
図
版
（
︼（︒

　﹁
木
主
（
位
牌
（﹂
の
起
原
は
︑
象
形
文
字
﹁
祖
﹂
に
遡
及
す
る
︒
許
慎
﹃
説

文
解
字
﹄
は
会
意
兼
形
声
に
解
し
て
︑﹁
且
﹂
を
﹁
物
を
重
ね
た
様
子
﹂
と
考
え

た
︒
供
物
台
に
祭
肉
が
積
み
重
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
︑
祭
肉
﹁
胙
﹂
は
神
籬
（
神

霊
の
憑
代
（
で
あ
る
（﹃
色
葉
字
類
抄
﹄（︒
偏
﹁
示
﹂（
祭
壇
（
が
付
加
さ
れ
て
先

祖
を
意
味
す
る
﹁
祖
﹂
字
が
形
成
さ
れ
る
が
︑
原
初
形
の
甲
骨
文
字
・
金
文

﹁
且
﹂
を
郭
沫
若
﹃
卜
辞
通
纂
﹄
は
男
性
生
殖
器
と
解
釈
し
た（

（（
（

︒﹁
リ
ン
ガ
﹂
男

根
の
崇
拝
は
漢
籍
世
界
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
︑
む
し
ろ
﹁
且
﹂
は
木
主
（
位

牌
（
で
あ
り
︑﹁
祖
﹂
は
宗
廟
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
︒

　
儒
家
で
は
﹁
古
は
墓
（
魄
（
を
祭
ら
ず
﹂（﹃
漢
官
儀
﹄・
蔡
邕
﹃
独
断
﹄（
で
あ

る
か
ら
︑﹃
朱
子
家
礼
﹄
の
祭
祀
対
象
は
﹁
木
主
（
魂
（﹂
に
限
定
さ
れ
る
︒
宋

代
仏
教
に
受
容
さ
れ
た
位
牌
祭
祀
は
︑
鎌
倉
期
渡
来
の
律
禅
僧
が
導
入
し
た
新

文
物
で
あ
っ
た
︒
特
に
﹁
承
応
例
﹂
以
降
の
天
皇
家
喪
葬
の
典
拠
が
﹃
朱
子
家

礼
﹄
で
あ
る
以
上
︑
位
牌
祭
祀
の
空
間
﹁
霊
明
殿
﹂
も
礼
制
上
は
朱
子
﹁
祠
堂
﹂

と
見
做
さ
れ
る
︒
皇
室
祭
祀
令
（
明
治
四
十
一
年
・
皇
室
令
第
一
号
（
第
十
一
条

が
︑
先
祖
祭
祀
を
﹁
先
帝
以
前
の
三
代
﹂（
前
四
代
（
に
限
定
的
で
あ
る
法
源
も

﹃
朱
子
家
礼
﹄
で
あ
る
︒
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（
三
）
嫡
流
陵
墓
と
し
て
の
成
立
時
期

　〈
厳
正
に
運
用
さ
れ
た
皇
室
の
嫡
流
陵
墓
〉

　
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
（
正
月
十
日
葬
送
の
東
山
陵（

（（
（

︑
享
保
十
七
年
（
一
七
三

二
（
八
月
二
十
九
日
葬
送
の
霊
元
陵
︑
元
文
二
年
（
一
七
三
七
（
五
月
八
日
葬
送

の
中
御
門
陵
︑
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
（
五
月
十
八
日
葬
送
の
桜
町
陵
︑
宝
暦
十

二
年
（
一
七
六
二
（
八
月
二
十
三
日
葬
送
の
桃
園
陵
（
九
月
十
二
日
﹁
桃
園
天
皇

御
尊
影
﹂
奉
納（

（（
（

（︑
安
永
八
年
（
一
七
七
九
（
十
二
月
十
日
葬
送
の
後
桃
園
陵
︑
文

化
十
年
（
一
八
一
三
（
十
二
月
十
七
日
葬
送
の
後
桜
町
陵
が
位
置
す
る
の
は
︑
十

六
観
堂
院
旧
地
の
東
裏
側
で
あ
る
︒
ほ
ぼ
死
去
の
順
に
交
互
に
︑
山
端
を
開
拓

し
な
が
ら
左
右
二
列
に
造
築
さ
れ
て
い
く
︒
東
山
陵
塔
が
後
水
尾
陵
塔
と
ほ
ぼ

同
一
規
模
（
正
規
型
（
で
あ
る
の
は
︑
中
継
的
天
皇
（
普
及
型
（
で
は
な
い
と
い

う
皇
統
意
識
の
明
徴
で
あ
る
︒
同
じ
﹁
正
規
型
﹂
系
譜
に
霊
元
・
中
御
門
・
桜

町
の
天
皇
塔
が
位
置
し（

（（
（

︑
さ
ら
に
後
桜
町
・
光
格
を
加
え
た
五
天
皇
陵
の
石
塔

は
﹁
犬
走
﹂（
基
壇
敷
石
と
石
冊
基
礎
と
が
離
れ
て
い
る
隙
間
（
を
特
徴
と
す
る

﹁
准
正
規
型
﹂
で
あ
る
︒
後
桜
町
女
帝
が
中
継
的
天
皇
で
な
か
っ
た
こ
と
は
宮

中
祭
祀
の
実
例
な
ど
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
お
り（

（（
（

︑
天
皇
陵
塔
の
系
譜
分
類
と
も

整
合
す
る
︒

　
後
宮
と
し
て
は
︑
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
（
五
月
十
二
日
葬
送
の
新
上
西
門
院

鷹
司
房
子
（
霊
元
の
中
宮
（︑
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
（
二
月
六
日
葬
送
の
新
中
和

門
院
近
衛
尚
子
（
中
御
門
の
女
御
・
贈
皇
太
后
（︑
同
年
三
月
五
日
葬
送
の
承
秋
門

院
幸
子
女
王
（
東
山
の
中
宮
（︑
天
明
三
年
（
一
七
八
三
（
十
一
月
十
三
日
葬
送
の

盛
化
門
院
近
衛
維
子
（
後
桃
園
の
女
御
・
尊
称
皇
太
后
（︑
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
（

二
月
二
十
二
日
葬
送
の
青
綺
門
院
二
条
舎
子
（
桜
町
の
女
御
・
尊
称
皇
太
后
（︑
寛

政
七
年
（
一
七
九
五
（
十
二
月
二
十
九
日
葬
送
の
恭
礼
門
院
一
条
富
子
（
桃
園
の

女
御
・
尊
称
皇
太
后
（
で
︑
こ
れ
ら
の
中
宮
陵
・
皇
太
后
陵
も
同
域
に
配
置
さ
れ

て
い
る
︒
新
上
西
門
院
塔
は
中
和
門
院
塔
に
準
拠
し
︑
承
秋
門
院
塔
は
新
上
西

門
院
塔
に
準
拠
し
て（

（（
（

︑
新
上
西
・
新
中
和
・
承
秋
の
三
門
院
塔
は
無
縫
塔
（
正

規
型
（
の
形
式
が
採
用
さ
れ
た
︒
す
で
に
新
上
西
門
院
塔
の
治
定
で
話
題
に

上
っ
て
い
た
宝
篋
印
塔
（
正
規
型
（
が
︑
盛
化
門
院
塔
を
画
期
と
し
て
嫡
后
の

陵
塔
形
式
と
な
る（

（（
（

（
後
述
（︒

　
十
六
観
堂
院
旧
跡
を
避
け
る
こ
と
で
は
︻
図
版
（
︼
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
継
承
し

つ
つ
︑
敷
地
を
求
め
て
旧
跡
の
裏
側
に
ま
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
特
に
江
戸
中

期
一
〇
〇
年
間
こ
の
月
輪
陵
の
瑩
域
は
天
皇
・
嫡
后
だ
け
に
占
有
さ
れ
︑
天
皇

の
生
母
（
東
山
の
敬
法
門
院
︑
中
御
門
の
新
崇
賢
門
院
︑
桃
園
の
開
明
門
院
（
も
除

外
さ
れ
る
ほ
ど
厳
格
な
﹁
天
皇
家
の
嫡
流
陵
墓
﹂
を
成
立
さ
せ
た
（︻
図
版
（
︼

Ｃ
グ
ル
ー
プ（（（1 –（（（（

﹁
避
観
堂
﹂（︒

　〈
皇
位
継
承
問
題
と
後
月
輪
陵
〉

　
江
戸
後
期
に
は
皇
位
継
承
上
の
危
機
的
状
況
が
惹
起
し
た
︒
東
山
流
の
閑
院

宮
家
か
ら
入
婿
的
に
む
か
え
た
の
が
光
格
天
皇
で
︑
後
桃
園
皇
女
の
中
宮
・
欣よ
し

子こ

内
親
王
と
の
嫡
出
子
に
期
待
し
た
婚
姻
政
策
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
儲
君
の
温ま
す

仁ひ
と

親
王
（
一
歳
（︑
つ
い
で
悦と
し

仁ひ
と

親
王
（
六
歳
（
も
夭
折
︑
後
桃
園
統
は
断
絶
す
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る
︒
そ
こ
で
東
山
流
の
皇
別
摂
家
か
ら
鷹
司
繋つ
な

子こ

を
女
御
に
冊
立
︑
庶
出
の
仁

孝
天
皇
を
血
脈
的
に
補
強
し
よ
う
と
企
図
し
た
が
︑
こ
こ
で
も
安し
づ

仁ひ
と

親
王
（
二

歳
（
は
夭
折
︑
つ
い
で
女
御
繋
子
ま
で
皇
女
（
慈
悲
心
院
（
産
褥
で
死
去
す
る

（
翌
年
﹁
皇
后
﹂
を
贈
位
（︒
妹
の
鷹
司
祺や
す

子こ

も
入
内
す
る
が
結
局
こ
の
皇
別
姉
妹

の
婚
姻
政
策
は
成
果
を
う
ま
ず
︑
庶
出
の
孝
明
天
皇
は
女
御
祺
子
を
養
母
（
嫡

母
・
皇
太
后
（
と
し
て
即
位
し
た（

（（
（

︒

　〈
後
月
輪
王
家
の
夭
折
皇
子
た
ち
〉

　
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
（
四
月
二
十
二
日
葬
送
の
温
仁
親
王
（
成
不
動
院
（︑

文
政
四
年
（
一
八
二
一
（
二
月
二
十
七
日
葬
送
の
悦
仁
親
王
（
瑠
璃
光
院
（︑
文

政
四
年
（
一
八
二
一
（
六
月
二
十
一
日
葬
送
の
安
仁
親
王
（
妙
荘
厳
院
（
は
︑
み

な
宝
篋
印
塔
（
普
及
型
（
が
造
築
さ
れ
た
︒
前
二
者
の
葬
地
に
誠
仁
親
王
陵
の

傍
隣
が
選
択
さ
れ
た
の
は
︑
皇
位
継
承
者
で
あ
っ
た
嫡
出
子
へ
の
配
慮
で
あ
ろ

う
（︻
図
版
（
︼
Ｄ
グ
ル
ー
プ（（11 –（（（（

﹁
非
避
観
堂
﹂（︒
天
保
十
一
年
（
一
八
四

〇
（
十
二
月
二
十
日
葬
送
の
光
格
天
皇
陵
が
︑
安
仁
親
王
墓
と
と
も
に
霊
元
陵

の
隣
地
に
造
築
さ
れ
た
の
も
同
様
で
あ
る
︒

　
一
方
︑
文
政
六
年
（
一
八
二
三
（
五
月
二
日
葬
送
の
新
皇
嘉
門
院
鷹
司
繋
子
︑

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
（
三
月
四
日
葬
送
の
仁
孝
天
皇
︑
弘
化
三
年
（
一
八
四

六
（
七
月
二
十
三
日
葬
送
の
新
清
和
院
欣
子
内
親
王
︑
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
（

十
一
月
十
二
日
葬
送
の
新
朔
平
門
院
鷹
司
祺
子
に
つ
い
て
は
︑
十
六
観
堂
院
旧

跡
の
南
辺
を
拡
張
し
た
敷
地
に
︑
ま
と
ま
っ
て
造
陵
さ
れ
た
︒
仁
孝
天
皇
陵
塔

の
形
式
は
︑
後
光
明
陵
塔
の
相
似
形
で
︑
桃
園
・
後
桃
園
の
両
天
皇
塔
に
も
共

通
す
る
﹁
高
格
式
化
﹂
で
あ
る（

（（
（

︒

　
こ
の
時
期
︑
嫡
后
の
中
宮
塔
は
宝
篋
印
塔
（
正
規
型
（
移
行
を
完
了
し
て
お

り
︑
新
皇
嘉
門
院
・
新
朔
平
門
院
の
姉
妹
に
も
適
応
さ
れ
た（
（11
（

︒
こ
こ
で
問
題
に

な
る
の
が
新
清
和
院
の
場
合
で
あ
る
︒
光
格
天
皇
の
中
宮
・
欣
子
内
親
王
は
後

桃
園
統
の
正
嫡
で
あ
る
︒
天
皇
陵
な
み
に
石
冊
を
囲
繞
さ
せ
る
の
は
︑
東
福
門

院
塔
と
新
清
和
院
塔
の
み
で
︑
そ
の
特
異
な
形
式
は
月
輪
陵
で
も
異
形
で
あ
る
︒

　
旧
稿
の
補
注
（（
で
は
新
清
和
院
塔
に
つ
い
て
﹁
い
わ
ば
中
継
ぎ
の
女
帝
に
ち

か
い
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
い
︒
そ
の
証
拠
に
︑
陵
墓
形
式
は
天
皇
「
九
重
石

塔
」
と
皇
后
「
宝
篋
印
塔
」
の
中
間
的
な
特
徴
を
も
つ
「
七
重
石
塔
」
と
い
う

特
異
な
形
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
﹂
と
述
べ
た
が
︑
こ
こ
に
史
実
の
見
落
と
し

が
あ
っ
た
︒
的
場
匠
平
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
︑
元
来
の
新
清
和
院
塔
は
﹁
宝

篋
印
塔
﹂
で
あ
り
︑
二
十
五
回
忌
の
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
（
に
な
っ
て
か
ら
現

在
の
﹁
七
重
石
塔
﹂
に
改
造
さ
れ
た
︒
た
し
か
に
京
都
留
守
官
で
あ
っ
た
中
御

門
経
之
に
宛
て
た
明
治
三
年
四
月
六
日
付
け
三
条
実
美
・
岩
倉
具
視
・
徳
大
寺

実
則
の
連
名
の
書
簡
に
︑
こ
の
御
陵
改
造
一
件
に
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
（﹃
中
御

門
家
文
書
﹄
上
巻
二
九
一
頁
・
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
（︒

前
の
新
清
和
院
︑
当
年
廿
五
回
ニ
相
成
り
候
得
ば
︑
皇
孫
（
天
皇
（
別
段

の
　
思
召
ヲ
以
て
御
塔
七
重
ニ
御
改
ニ
相
成
候
間
︑
御
忌
日
御
間
ニ
合
せ

候
様
︑
御
取
計
こ
れ
有
べ
く
候
︒
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系図4　幕末までの皇室と月輪陵墓（後月輪陵の成立）
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仁
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縫
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司
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委
細
ハ
坊
城
（
俊
政
カ
（
よ
り
申
入
れ
ら
る
べ
く
候
︒

　
そ
の
経
過
は
﹃
泉
涌
寺
日
並
記
﹄
に
も
供
養
関
係
文
書
が
併
存
し
て
お
り
︑

こ
の
時
期
に
新
清
和
院
を
﹁
大
皇
后
﹂
と
特
称
す
る
特
徴
も
認
め
ら
れ
る
︒
泉

涌
寺
所
蔵
の
﹁
新
清
和
院
尊
儀
御
一
会
記
録
﹂
石
塔
図
（G

（（ -（（

（
に
は
何
故

か
石
塔
全
図
が
欠
失
し
て
お
り
︑
宝
篋
印
塔
で
は
用
い
な
い
﹁
四
仏
種
子
﹂
墨

書
下
図
が
含
ま
れ
る
な
ど
の
不
審
が
あ
る
︒
当
初
か
ら
﹁
高
格
式
化
﹂
の
企
図

が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
︑
や
は
り
皇
統
上
特
殊
な
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
︒

　
光
格
天
皇
陵
以
降
を
﹁
後
月
輪
陵
﹂
と
称
す
る
の
は
︑
皇
統
の
転
位
を
認
め

て
の
こ
と
で
あ
る
（︻
図
版
（
︼
Ｅ
グ
ル
ー
プ（（（（ –（（（（
﹁
避
観
堂
﹂（︒
泉
涌
寺

廟
所
の
最
後
の
被
葬
者
が
︑
安
政
三
年
（
一
八
五
六
（
七
月
二
十
三
日
葬
送
の
新

待
賢
門
院
正
親
町
雅な
ほ

子こ

で
あ
る
︒
非
嫡
后
の
天
皇
生
母
が
埋
葬
さ
れ
た
の
は
逢

春
門
院
以
来
一
七
〇
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
︒
仁
孝
天
皇
の
生
母
で
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
（
四
月
二
十
五
日
葬
送
の
東
京
極
院
勧
修
寺
婧た
だ

子こ

（
雲
遊
院（
（1（
（

（
と
違

い
︑
孝
明
天
皇
の
生
母
で
あ
る
正
親
町
雅
子
は
存
命
中
す
で
に
准
三
后
・
女
院

で
あ
っ
た
︒
東
京
極
院
が
雲
龍
院
墓
に
︑
新
待
賢
門
院
が
後
月
輪
陵
墓
に
と
待

遇
が
異
な
っ
た
原
因
で
も
あ
る（
（1（
（

︒

終
章
　
明
治
十
七
年
「
霊
明
殿
」
と
宮
中
三
殿
「
皇
霊
殿
」

〈
明
治
六
年
の
恭
明
宮
「
御
黒
戸
」
奉
遷
と
明
治
九
年
「
尊
牌
合
併
令
」〉

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
（
三
月
十
七
日
︑
京
都
御
所
﹁
御
黒
戸
﹂
が
恭
明
宮
か

ら
泉
涌
寺
に
奉
遷
さ
れ
る
︒
こ
の
御
黒
戸
処
分
と
し
て
の
恭
明
宮
﹁
御
霊
殿
﹂

奉
祀
品
の
顚
末
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁
新
稿
（
補
注
（
（﹂
に
詳
論
し
て
あ
る
︒

従
来
﹁
京
都
御
所
の
神
仏
分
離
﹂
と
い
う
視
点
で
し
か
見
ら
れ
て
い
な
い
御
黒

戸
処
分
問
題
に
つ
い
て
は
︑
維
新
期
施
策
に
お
け
る
広
汎
な
宗
教
制
度
改
革
の

一
端
と
し
て
解
明
す
る
必
要
が
あ
る（

（1（
（

︒

　
先
行
研
究
で
は
﹁
御
黒
戸
に
奉
祀
さ
れ
て
い
た
（
歴
代
天
皇
の
（
位
牌
﹂
と
い

う
曖
昧
で
︑
あ
り
も
し
な
い
概
念
の
ま
ま
︑
こ
れ
が
﹁
維
新
後
に
霊
明
殿
に
合

祀
さ
れ
た
﹂
と
無
批
判
に
理
解
さ
れ
て
き
た
︒
し
か
も
︑
こ
の
誤
解
さ
れ
た
御

黒
戸
祭
祀
を
﹃
延
喜
式
﹄
諸
陵
寮
式
﹁
近
陵
﹂
規
定
（
荷
前
﹁
別
貢
幣
﹂
対
象
の

天
智
~
醍
醐
七
天
皇
陵
＋
三
母
后
陵
の
十
陵
制
（
に
重
ね
合
せ
る
こ
と
で
﹁
天
智

系
の
祖
霊
﹂
だ
け
が
宮
廷
祭
祀
の
対
象
で
あ
っ
た
と
す
る
岡
田
精
司
氏
の
定
説

は
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（1（
（

︒
前
述
し
て
き
た
と
お
り
古
代
律
令
制
﹁
山

陵
﹂
の
祭
祀
概
念
と
︑
宋
礼
継
受
の
﹁
位
牌
﹂
祭
祀
の
実
態
と
で
は
︑
木
に
竹

を
接
い
だ
よ
う
な
理
論
的
飛
躍
が
あ
る
︒
こ
の
間
の
議
論
に
お
い
て
︑
宋
礼
継

受
の
祭
祀
的
﹁
魂
・
魄
﹂
二
元
論
︑
中
世
的
天
皇
論
﹁
二
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
﹂
が

考
慮
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
︒
し
か
も
︑
証
拠
品
﹁
天
智
天
皇
の
位
牌
﹂
な
る
存
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在
も
明
治
六
年
﹁
御
黒
戸
処
分
﹂
で
は
な
く
︑
明
治
九
年
﹁
尊
牌
合
併
令
﹂
の

所
産
で
あ
る
︒
宮
内
省
が
峻
別
し
た
両
者
を
︑
あ
え
て
混
同
し
た
と
こ
ろ
に
先

行
研
究
の
陥
穽
が
あ
っ
た
︒

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
（
六
月
一
日
付
の
宮
内
省
通
達
（
泉
涌
寺
文
書

FM
（（（

・
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
名
（
で
﹁
京
都
府
下
各
寺
院
之
尊
牌
・
尊
像
﹂
の

泉
涌
寺
合
併
が
仰
出
さ
れ
︑
般
舟
三
昧
院
を
標
的
と
し
て
歴
代
天
皇
の
位
牌
が

回
収
さ
れ
る
︒
か
か
る
明
治
九
年
﹁
尊
牌
合
併
令
﹂
に
よ
る
泉
涌
寺
﹁
霊
明
殿
﹂

一
元
化
は
︑
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
（
制
定
﹁
春
秋
二
季
皇
霊
祭
﹂
へ
の
階
梯

で
あ
っ
た
と
考
え
る
︒
実
際
に
︑
創
建
霊
明
殿
は
後
水
尾
院
統
﹁
家
廟
﹂
で

あ
っ
て
︑﹁
天
皇
家
の
嫡
流
陵
墓
﹂
月
輪
陵
墓
と
の
対
応
で
霊
明
殿
の
位
牌
も
対

象
が
絞
ら
れ
（
雲
龍
院
灰
塚
の
後
光
厳
院
が
最
古
︑
門
院
で
は
崇
賢
門
院
・
嘉
楽
門

院
・
豊
楽
門
院
か
ら（
（1（
（

（︑
そ
の
例
外
は
数
例
（
礼
成
門
院
・
敬
法
門
院
・
開
明
門
院
（

の
み
で
あ
る
︒
明
治
九
年
﹁
尊
牌
合
併
令
﹂
の
意
義
は
︑
泉
涌
寺
月
輪
陵
墓
に

お
け
る
限
定
を
完
全
解
除
し
て
︑
祭
祀
対
象
を
歴
代
天
皇
（
後
光
厳
院
以
前
の
位

牌
を
捜
索
（︑
后
妃
（
光
範
門
院
・
敷
政
門
院
・
新
崇
賢
門
院
を
追
加
（︑
皇
族
（
法

親
王
か
ら
尼
門
跡
︑
夭
折
皇
子
女
ま
で
回
収
（
を
無
制
限
に
拡
大
し
て
﹁
皇
室
の

宗
廟
﹂
を
企
図
し
た
点
に
あ
る
︒
注
意
す
べ
き
こ
と
は
︑
こ
の
明
治
九
年
尊
牌

合
併
令
に
﹁
天
武
系
の
排
除
﹂
の
文
言
が
確
認
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
︒
こ
の

合
併
令
に
よ
っ
て
泉
涌
寺
塔
頭
の
法
安
寺
か
ら
奉
遷
さ
れ
た
の
が
本
願
天
皇
牌

﹁
天
智
天
皇（
（1（
（

﹂
で
あ
る
が
︑
そ
の
存
在
が
独
歩
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
︒
事
実
と

し
て
︑
宮
中
﹁
御
黒
戸
﹂
か
ら
近
代
霊
明
殿
に
合
祀
さ
れ
た
﹁
天
皇
位
牌
﹂
な

ど
は
実
在
し
な
い
︒

　
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
（
焼
失
を
好
機
と
し
て
︑
明
治
十
六
年
（
一
八
八

三
（
五
月
十
一
日
付
﹁
被
仰
出
﹂
に
よ
り
（
宮
内
省
庶
務
課
第
九
一
六
号
:
宮
内

卿
徳
大
寺
実
則
名
﹁
霊
明
殿
等
再
建
御
達
﹂FM

-（（（

（︑
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
（

十
月
十
五
日
に
宮
内
省
造
営
で
近
代
﹁
霊
明
殿
﹂
が
成
立
す
る
︒
同
時
期
に
完

成
さ
れ
た
近
代
霊
明
殿
と
宮
中
三
殿
と
は
共
に
皇
霊
祭
祀
の
成
立
要
件
で
あ
っ

て
︑
こ
れ
ら
に
明
治
宮
殿
を
含
め
た
造
営
事
業
は
︑
故
実
大
工
家
の
木
子
清
敬

（
一
八
四
五
~
一
九
〇
七
（
の
設
計
に
な
る
一
連
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ

た
︒

〈
宮
中
三
殿
「
皇
霊
殿
」
と
近
代
「
霊
明
殿
」
の
関
係
〉

　
荷
前
・
国
忌
な
ど
律
令
祭
祀
が
弛
緩
廃
絶
し
て
以
来
︑
陵
墓
寺
院
が
代
行
し

て
き
た
山
陵
祭
祀
を
神
道
形
式
に
復
旧
す
る
方
策
と
し
て
︑
御
黒
戸
四
箇
院
な

ど
か
ら
仏
教
式
﹁
位
牌
﹂
を
回
収
し
て
（
山
陵
祭
祀
で
い
え
ば
寝
廟
﹁
陵
寝
﹂
に

相
当
す
る
（
泉
涌
寺
﹁
霊
明
殿
﹂
に
統
合
す
る
の
が
︑
明
治
九
年
（
一
八
七
六
（

宮
内
省
通
達
﹁
尊
牌
合
併
令
﹂
で
あ
っ
た
︒
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
（
創
始
さ

れ
る
春
秋
二
季
皇
霊
祭
を
前
提
と
し
た
明
治
政
府
（
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
（
の
施

策
で
あ
っ
た
︒
本
稿
の
論
旨
か
ら
ま
と
め
れ
ば
後
光
厳
院
流
﹁
安
楽
光
院
＋
泉

涌
寺
（
北
京
律
（﹂
系
と
︑
か
つ
て
の
崇
光
院
流
﹁
安
楽
行
院
＋
般
舟
三
昧
院
（
天

台
兼
学
（﹂
系
と
い
う
中
世
後
期
以
降
二
系
統
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
天
皇
家
の

先
祖
祭
祀
を
︑
泉
涌
寺
一
元
化
に
大
き
く
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
さ
せ
た
の
が
明
治



泉涌寺における位牌堂「霊明殿」の創祀と発展 

223

九
年
﹁
尊
牌
合
併
令
﹂
の
本
質
で
あ
る
︒
実
際
︑
般
舟
三
昧
院
は
事
実
上
解
消

さ
れ（

（1（
（

︑
深
草
法
華
堂
﹁
安
楽
行
院
﹂
も
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
（
に
廃
寺
さ

れ
て
﹁
深
草
北
陵
﹂
と
改
称
さ
れ
る
︒

　
古
代
律
令
の
山
陵
祭
祀
と
は
異
な
る
要
素
と
し
て
︑
中
世
以
降
は
宋
礼
を
継

受
し
た
﹁
位
牌
（
朱
子
学
の
木
主
（﹂
が
祭
祀
主
体
と
し
て
登
場
し
た
︒
泉
涌
寺

﹁
月
輪
陵
墓
（
魄
（﹂
成
立
に
対
応
し
て
︑（
中
世
以
前
の
法
華
堂
﹁
葬
堂
・
御
影

堂
・
納
骨
堂
﹂
で
は
な
く
（
新
た
に
﹁
御
位
牌
堂
（
魂
（﹂
が
創
祀
さ
れ
た
わ
け
で
︑

つ
ま
り
宮
中
三
殿
に
（
律
令
時
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
（
皇
霊
殿
が
追
加
さ
れ

た
遠
因
は
近
世
霊
明
殿
（
後
水
尾
院
統
﹁
家
廟
﹂（
に
始
原
す
る（
（1（
（

︒

　
事
実
︑
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
（
成
立
﹁
宮
中
三
殿
﹂
に
つ
い
て
︑﹁
賢

所
（
神
鏡
の
写
し
（﹂
に
は
﹁
伊
勢
神
宮
（
八
咫
鏡
オ
リ
ジ
ナ
ル
（﹂︑﹁
神
殿
（
天

神
地
祇
（﹂
に
は
﹁
律
令
制
の
神
祇
官
八
神
殿
（
白
川
伯
家
・
吉
田
太
元
宮
か
ら
回

収
（﹂
と
い
う
古
代
権
威
の
裏
付
け
が
存
在
し
た
︒
こ
れ
に
対
比
し
て
﹁
皇
霊

殿
﹂
の
場
合
︑
明
治
二
年
（
一
八
六
九
（
六
月
二
十
八
日
に
再
興
神
祇
官
﹁
仮
神

殿
﹂
で
急
造
さ
れ
た
﹁
霊
代
﹂（
匿
名
の
歴
代
々
皇
霊
（
の
正
真
性
を
裏
付
け
る

に
は
︑
旧
来
の
位
牌
が
相
応
し
く
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
（
担
保
さ
れ
る
必
要
性

が
実
感
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る（
（1（
（

︒
し
か
も
宮
廷
仏
教
の
系
譜
を
引
く
持
仏
堂

﹁
御
黒
戸
﹂
で
は
な
く
︑
後
水
尾
院
統
﹁
家
廟
﹂
に
発
端
し
て
江
戸
期
に
成
立
し

て
い
た
泉
涌
寺
霊
明
殿
﹁
位
牌
﹂
の
方
に
︑
よ
り
正
統
な
﹁
皇
霊
﹂
の
所
在
を

認
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
（
朱
子
﹁
祠
堂
制
﹂
木
主
で
あ
れ
ば
︑
も
は
や
神
道
式

﹁
霊
代
﹂
と
祭
祀
概
念
に
差
異
は
な
い
（︒
維
新
期
の
制
度
改
革
に
よ
っ
て
成
立
し

た
現
行
の
皇
室
祭
祀
か
ら
演
繹
さ
れ
る
と
こ
ろ
︑
宮
中
三
殿
﹁
賢
所
﹂
の
本
所

が
伊
勢
神
宮
で
あ
る
の
と
同
様
に（

（（1
（

︑
宮
中
三
殿
﹁
皇
霊
殿
﹂
の
雛
型
が
泉
涌
寺

﹁
霊
明
殿
﹂
な
の
で
あ
る
︒

ま 

と
め
に
か
え
て 

〈
石
塔
形
式
の
系
譜
を
読
む
―
―
可
視
化
さ
れ
た
近
世
皇
統
意
識
〉

　
陵
墓
の
格
式
（
規
模
と
形
式
（
は
︑
朝
廷
内
の
意
思
疎
通
と
朝
幕
間
の
儀
礼
的

交
渉
を
へ
て
治
定
さ
れ
る
︒
天
皇
陵
の
格
式
は
死
去
時
の
身
分
﹁
天
皇
・
上

皇
﹂
で
左
右
さ
れ
︑
在
位
の
天
皇
陵
に
は
高
格
式
化
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う

（
的
場
氏
前
掲
論
文
・
上
野
竹
治
郎
﹃
山
陵（
（（（
（

﹄（︒
一
方
で
野
村
玄
氏
は
埋
葬
時
の
服

飾
﹁
天
皇
・
上
皇
﹂
差
が
死
後
身
分
に
継
続
さ
れ
る
と
い
う
か
ら（

（（（
（

︑
こ
ち
ら
は

反
対
に
上
皇
を
優
位
に
見
て
い
る
︒
後
一
条
天
皇
﹁
長
元
例
﹂
の
﹁
如
在
之
儀
﹂

以
降
︑
天
皇
喪
葬
は
例
外
な
く
﹁
上
皇
の
格
式
﹂
で
執
行
さ
れ
る
か
ら
︑
両
説

の
拘
泥
す
る
よ
う
な
﹁
天
皇
・
上
皇
﹂
の
身
分
差
は
（
少
な
く
と
も
安
永
期
に
疑

義
が
出
さ
れ
る
ま
で
（
礼
制
上
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
︒
そ
こ
で
本
稿
で
は
︑

的
場
匠
平
氏（

（（（
（

に
よ
る
月
輪
陵
墓
に
お
け
る
近
世
皇
族
塔
に
つ
い
て
の
営
建
方
針

の
変
遷
﹁
形
態
差
の
整
理
﹂
に
導
か
れ
な
が
ら
︑
表
（
︻
月
輪
陵
に
お
け
る
陵

墓
石
塔
の
系
譜
︼・
図
版
（
︻
月
輪
陵
に
お
け
る
陵
墓
石
塔
タ
イ
プ
の
比
較
図
︼

を
作
成
し
た
︒
以
下
︑
そ
の
要
点
を
あ
げ
て
本
稿
﹁
ま
と
め
﹂
に
か
え
た
い
と

思
う
︒
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①
九
重
石
塔
の
採
用
（
四
条
陵
「
本
歌
」
を
模
倣
し
た
後
陽
成
「
祖
型
」
の
展
開
）

　
移
築
再
建
さ
れ
た
四
条
陵
石
塔
が
同
域
内
で
規
範
性
の
高
い
建
造
物
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
︑
こ
れ
を
模
倣
し
た
後
陽
成
灰
塚
﹁
九

重
石
塔
﹂
を
﹁
祖
型
﹂
と
し
て
︑
さ
ら
に
高
格
式
化
し
た
も
の
が
後
光
明
陵
石

塔
で
あ
る
︒
四
条
陵
﹁
本
歌
﹂
に
無
か
っ
た
二
重
基
壇
を
採
用
し
た
の
が
後
陽

成
灰
塚
﹁
祖
型
﹂
で
あ
っ
た
が
︑
後
光
明
陵
で
は
二
重
基
壇
の
両
方
に
格
狭
間

を
入
れ
る
（
高
格
式
化
（︒
後
水
尾
陵
で
は
下
壇
の
格
狭
間
が
省
略
さ
れ
て
い
る
︒

こ
れ
を
﹁
正
規
型
﹂
と
し
て
︑
さ
ら
に
小
規
模
化
し
た
も
の
が
後
西
院
陵
・
明

正
陵
の
石
塔
﹁
普
及
型
﹂（
中
継
ぎ
的
な
天
皇
タ
イ
プ
（
で
あ
る
︒

　
②
天
皇
石
塔
形
式
の
「
高
格
式
化
」（
院
・
天
皇
の
格
差
論
）

　
在
位
中
の
死
去
（
天
皇
の
葬
送
（
で
あ
る
桃
園
・
後
桃
園
・
仁
孝
の
三
天
皇
陵

石
塔
は
︑
後
光
明
陵
を
規
範
と
し
た
﹁
高
格
式
化
﹂（
石
冊
に
石
門
扉
が
付
く
（

を
示
し
て
い
る
︒
野
村
玄
・
久
水
俊
和
両
氏
の
指
摘（

（（（
（

を
受
け
た
か
た
ち
で
佐
藤

一
希
氏
は
︑
安
永
期
の
後
桃
園
天
皇
喪
葬
を
画
期
と
し
て
従
前
の
（
仙
洞
御
所

役
人
の
準
備
・
供
奉
す
る
（﹁
院
の
葬
送
﹂
か
ら
本
来
の
（
禁
裏
御
所
役
人
が
準
備
・

供
奉
す
る
（﹁
天
皇
の
葬
送
﹂
へ
と
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
史
料
か
ら
跡
づ
け
た
︒

た
し
か
に
近
世
天
皇
喪
葬
は
︑
財
政
支
出
と
皇
室
統
制
と
い
う
近
世
朝
幕
間
の

基
本
的
関
係
に
規
定
さ
れ
つ
つ
︑
中
世
以
来
の
泉
涌
寺
・
般
舟
院
と
の
関
係
を

前
提
と
し
て
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
段
階
的
に
成
立
し
た
儀

礼
体
制
で
あ
っ
た
︒
幕
府
に
よ
る
皇
位
継
承
と
葬
送
儀
礼
へ
の
統
制
は
︑
十
一

世
紀
以
来
の
﹁
如
在
之
儀
﹂
つ
ま
り
擬
制
的
﹁
院
の
葬
送
﹂
の
本
質
（
天
皇
不

在
の
﹁
隠
蔽
﹂・
皇
位
空
白
の
忌
避
（
を
形
骸
化
さ
せ
︑
安
永
期
の
考
証
を
契
機
と

し
て
禁
裏
御
所
を
主
体
と
し
た
﹁
天
皇
の
葬
送
﹂
へ
と
回
帰
す
る（

（（（
（

︑
そ
の
傾
向

は
認
め
て
も
よ
い
︒
と
こ
ろ
が
陵
墓
形
式
と
し
て
見
た
と
き
︑﹁
天
皇
の
葬
送
﹂

に
回
帰
し
た
は
ず
の
安
永
期
以
降
も
︑
上
皇
と
し
て
死
去
し
た
後
桜
町
（
中
継

ぎ
的
天
皇
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
先
述
（・
光
格
の
二
天
皇
陵
石
塔
は
﹁
准
正
規

型
﹂（
石
門
扉
が
な
く
︑
石
冊
内
の
敷
石
に
﹁
犬
走
り
﹂
が
あ
る
（
つ
ま
り
﹁
院
（
上

皇
（
の
葬
送
﹂
に
類
型
化
さ
れ
る
タ
イ
プ
の
ま
ま
造
営
さ
れ
て
お
り
︑
現
役
天

皇
と
し
て
埋
葬
さ
れ
た
仁
孝
天
皇
陵
石
塔
の
﹁
高
格
式
化
﹂
規
模
と
は
隔
絶
し

た
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
︒
安
永
期
の
転
換
は
︑
十
九
世
紀
以
降
に
具
体
化

す
る
復
古
的
な
天
皇
観
念（

（（（
（

の
嚆
矢
で
は
あ
る
が
︑
い
ま
だ
多
面
的
な
様
相
の
ひ

と
つ
の
変
化
に
過
ぎ
な
い
︒

　
③
無
縫
石
塔
の
採
用
（
俊
芿
墓
「
本
歌
」
を
模
倣
し
た
陽
光
院
「
祖
型
」
の
展
開
）

　
一
方
︑
月
輪
陵
に
お
け
る
天
皇
以
外
の
陵
墓
は
﹁
無
縫
塔
﹂
形
式
を
規
範
と

す
る
︒
泉
涌
寺
式
石
塔
を
採
用
し
た
も
の
で
︑
俊
芿
律
師
（
一
一
六
六
~
一
二
二

七
（
の
開
山
塔
（
重
文
（
に
起
原
す
る（

（（（
（

︒
こ
れ
を
﹁
本
歌
﹂
に
陽
光
院
（
誠
仁
親

王
（
陵
と
新
上
東
門
院
陵
が
無
縫
石
塔
﹁
祖
型
﹂
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
は
︑
後

陽
成
灰
塚
に
四
条
陵
を
模
倣
し
て
九
重
石
塔
が
採
用
さ
れ
た
同
企
画
で
あ
ろ
う
︒

つ
い
で
女
御
・
中
和
門
院
陵
も
無
縫
石
塔
が
築
造
さ
れ
て
い
る
︒
無
縫
石
塔
の

展
開
は
︑
八
角
基
壇
を
二
重
に
し
て
上
層
の
み
格
狭
間
を
付
し
た
﹁
正
規
型
﹂
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図
版
6　
月
輪
陵
に
お
け
る
陵
墓
石
塔
タ
イ
プ
の
比
較
図
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表
2　
月
輪
陵
に
お
け
る
陵
墓
石
塔
の
系
譜

 
（
紀
年
は
奉
葬
年
＝
石
塔
築
造
年
代
）　
総
高
は
㎝
単
位

A　
九
重
石
塔
の
系
譜

本
歌

塔
身
四
方
四
仏
：
単
基
壇

祖
型

塔
身
四
方
種
子
：
二
重
基
壇

高
格
式
化

塔
身
四
方
種
子
：
二
重
基
壇
の
両
方
に
格
狭
間

正
規
型

准
正
規
型

普
及
型

同
前
の
小
規
模
化

同
前
：
二
重
基
壇
の
上
層
の
み
格
狭
間

　
石
冊
あ
り
：
敷
石
な
し

　
石
冊
：
敷
石
：
石
門
・
石
扉
あ
り

　
石
冊
：
敷
石

　
石
冊
：
敷
石
：
犬
走
あ
り

　
石
冊
：
敷
石

四
条
院
塔
（
（（（（）

 総
高

 （（（
後
陽
成
院
塔
（
（（（（）

　
総
高

 （（1
後
光
明
院
塔

（
（（（（）
総
高

 （1（

後
水
尾
院
塔
（
（（（1）

　
総
高

 （（（
後
西
院
塔
（
（（（（）  

（（（
明
正
院
塔
（
（（（（）  

（（（
東
山
院
塔
（
（（1（）

　
総
高

 （（（
霊
元
院
塔
（
（（（（）  

（（（

中
御
門
院
塔
（
（（（（）  

（（（
桜
町
院
塔
（
（（（1）  

（（（
後
桜
町
院
塔
（
（（（（）  

（（（
桃
園
院
塔
（
（（（（）  

（1（
光
格
天
皇
塔
（
（（（（）  

（1（
後
桃
園
院
塔
（
（（（（）  

（（（
仁
孝
天
皇
塔
（
（（（（）  

（（（
本
願
天
皇

家
祖
的
な
存
在

現
役
天
皇
と
し
て
の
埋
葬

院
・
上
皇
と
し
て
の
埋
葬

中
継
的
な
天
皇

B　
無
縫
石
塔
の
系
譜

本
歌

八
角
基
壇
な
し

祖
型

八
角
基
壇
に
格
狭
間

高
格
式
化

八
角
基
壇
に
格
狭
間
：
石
冊
あ
り

正
規
型

准
正
規
型

普
及
型

同
前
の
小
規
模
化

八
角
二
重
基
壇
の
上
層
の
み
格
狭
間

俊
芿
塔
（
（（（（）

〈
重
文
〉
総
高

 （（（
陽
光
院
塔
（
（（（（）　

総
高

 （（（

新
上
西
門
院
塔
（
（（（（）

　
総
高

 （（1

壬
生
院
塔
（
（（（（）  

（（1
新
上
東
門
院
塔
（
（（（1）  （（（

新
広
義
門
院
塔
（
（（（（）

中
和
門
院
塔
（
（（（1）  

（（（
新
中
和
門
院
塔
（
（（（1）  

（（（
逢
春
門
院
塔
（
（（（（）  

（（（
承
秋
門
院
塔
（
（（（1）  

（1（
新
待
賢
門
院
塔
（
（（（（）

本
願
天
皇
の
前
身

家
祖
的
な
存
在

嫡
后
系
の
中
宮
・
女
御
（
前
期
）

非
嫡
后
系
の
天
皇
生
母

C
　
宝
篋
印
塔
の
系
譜
（
般
舟
院
陵
墓
か
ら
流
入
し
た
形
式
か
）

本
歌

祖
型

高
格
式
化

下
成
基
壇
つ
き
宝
篋
印
塔
：
石
冊
あ
り

正
規
型

准
正
規
型

普
及
型

同
前
の
小
規
模
化
　
参
考

（
礼
仁
親
王
塔
：
般
舟
院
）

同
前
：
石
冊
な
し

な
し

な
し
　
　
参
考

（
高
仁
親
王
塔
：
般
舟
院
）

東
福
門
院
塔
（
（（（（）　

総
高

 （（（
盛
化
門
院
塔
（
（（（（）

青
綺
門
院
塔
（
（（（1）  

（（（

恭
礼
門
院
塔
（
（（（（）  

（（（
成
不
動
院
塔
（
（（11）  

（（（

新
清
和
院
塔
（
（（（（）　

　
→
　
改
造
（
（（（1）　

総
高

 （（（
新
皇
嘉
門
院
塔
（
（（（（）  

（（1
瑠
璃
光
院
塔
（
（（（（）  

（1（

新
朔
平
門
院
塔
（
（（（（）  

（（（
妙
荘
厳
院
塔
（
（（（（）  

（（（

皇
統
意
識
上
と
く
に
優
遇
す
べ
き
中
宮

嫡
后
系
の
中
宮
・
女
御
（
後
期
）

嫡
出
の
親
王
・
儲
君
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と
︑
や
や
小
ぶ
り
な
﹁
普
及
型
﹂
と
に
分
派
す
る
︒
後
者
は
天
皇
生
母
（
典
侍

身
分
（
に
幕
末
ま
で
適
用
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
︒
一
方
︑
前
者
は
嫡
后
（
中
宮
身

分
（
に
適
用
さ
れ
て
江
戸
中
期
に
到
る
︒
た
だ
し
無
縫
石
塔
の
系
譜
に
は
高
格

式
化
が
存
在
せ
ず
︑
そ
の
代
用
に
選
択
さ
れ
た
の
が
東
福
門
院
の
下
成
基
壇
つ

き
宝
篋
印
塔
で
あ
っ
た
（
天
皇
陵
級
の
石
冊
ま
で
設
備
さ
れ
る
（︒

　
④ 

宝
篋
印
石
塔
の
採
用 

（
中
宮
陵
「
高
格
式
化
」
と
親
王
墓
「
普
及
型
」
の
展
開
）

　
決
定
に
到
る
経
緯
は
不
明
な
が
ら
︑
月
輪
陵
域
内
に
前
例
の
な
い
宝
篋
印
塔

形
式
を
東
福
門
院
塔
が
初
採
用
し
た
理
由
は
︑
高
仁
親
王
（
真
照
院
（
般
舟
院

墓
の
影
響
と
私
考
さ
れ
る
︒
般
舟
院
陵
墓
と
の
有
機
的
な
繋
が
り
は
︑
温
仁
親

王
の
場
合
（
初
め
て
の
親
王
墓
（
に
も
見
ら
れ
る
現
象
だ
か
ら
で
あ
る
︒
実
際
︑

盛
化
門
院
を
嚆
矢
と
し
て
宝
篋
印
塔
﹁
正
規
型
﹂
が
採
用
さ
れ
︑
青
綺
門
院
・

恭
礼
門
院
・
新
皇
嘉
門
院
・（
新
清
和
院
陵
に
つ
い
て
は
前
述
（・
新
朔
平
門
院
と

嫡
后
系
の
中
宮
・
女
御
の
陵
形
式
に
踏
襲
さ
れ
︑
こ
れ
を
小
型
化
し
た
﹁
普
及

型
﹂
は
（
や
は
り
般
舟
院
の
礼
仁
親
王
墓
の
影
響
と
思
わ
れ
る（
（（（
（

（
成
不
動
院
（
温
仁

親
王
（・
瑠
璃
光
院
（
悦
仁
親
王
（・
妙
荘
厳
院
（
安
仁
親
王
（
の
親
王
墓
に
継
承

さ
れ
て
い
く
︒

　
⑤
近
世
後
期
の
月
輪
陵
墓
に
お
け
る
般
舟
院
墓
制
と
の
均
一
化

　
十
六
世
紀
以
降
︑
泉
涌
寺
と
般
舟
院
は
天
皇
家
の
追
善
行
事
（
中
陰
仏
事
・
回

忌
法
要
（
の
主
導
権
を
め
ぐ
り
対
立
し
て
き
た
︒
承
応
期
の
土
葬
転
換
に
よ
っ

て
葬
送
儀
礼
を
泉
涌
寺
が
独
占（

（（（
（

す
る
に
到
る
が
︑（
顕
密
僧
﹁
御
前
僧
・
籠
僧
﹂

体
制
の
崩
壊
以
降
は
（
後
土
御
門
天
皇
の
安
楽
行
院
以
来
の
先
例
に
よ
っ
て
中

陰
仏
事
の
執
行
権
は
般
舟
院
が
専
管
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
︒
佐
藤
一
希
氏
の
最

新
の
研
究
に
よ
れ
ば（
（（1
（

︑
こ
う
し
た
般
舟
院
の
優
位
性
は
先
ず
東
福
門
院
の
喪
葬

を
契
機
に
突
破
口
が
で
き
る
︒
中
陰
仏
事
の
う
ち
開
白
・
中
日
・
結
願
の
三
座

の
み
と
は
い
え
着
座
公
卿
が
泉
涌
寺
に
も
派
遣
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
︒
詳
細
は

高
論
に
譲
る
が
︑
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
（
の
東
山
天
皇
の
中
陰
仏
事
か
ら
両
寺

の
格
式
差
は
完
全
に
解
消
さ
れ
る
︒
ひ
と
つ
に
は
天
皇
の
被
葬
寺
院
の
泉
涌
寺

へ
の
一
元
化
が
︑（
朝
廷
に
主
導
権
が
残
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
（
幕
府
所
司
代
の

一
貫
し
た
方
針
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
か
か
る
平
均
化
の
潮
流
を
受
け
て
般

舟
院
の
墓
制
﹁
宝
篋
印
塔
﹂
形
式
が
︑
は
や
く
も
翌
々
年
の
新
上
西
門
院
の
正

徳
二
年
（
一
七
一
二
（
に
は
候
補
に
あ
が
り（

（（（
（

︑
十
八
世
紀
後
半
に
遅
れ
て
月
輪
陵

墓
に
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
︒

　
再
建
四
条
院
陵
と
俊
芿
開
山
塔
を
本
歌
と
し
て
形
成
さ
れ
た
︑
ふ
た
つ
の
形

式
の
﹁
祖
型
﹂（
後
陽
成
天
皇
灰
塚
・
陽
光
院
陵
（
は
︑
天
皇
陵
の
表
示
と
し
て
石

冊
を
囲
繞
す
る
始
原
で
も
あ
る
︒
こ
れ
ら
祖
型
陵
墓
が
十
六
観
堂
院
旧
跡
の
中

心
部
分
を
占
地
し
て
列
立
し
て
い
る
姿
こ
そ
︑
黎
明
期
月
輪
陵
の
原
風
景
で

あ
っ
た
︒

　
近
代
成
立
の
皇
霊
殿
祭
祀
に
包
含
さ
れ
る
皇
統
意
識
は
︑
復
古
さ
れ
た
山
陵

祭
祀
の
そ
れ
で
は
な
く
︑
む
し
ろ
中
世
・
近
世
天
皇
家
の
﹁
イ
エ
﹂
的
な
先
祖
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祭
祀
（
廟
所
と
し
て
の
﹁
月
輪
陵
墓
﹂・
家
廟
と
し
て
の
泉
涌
寺
﹁
霊
明
殿
﹂（
を
内

実
と
し
て
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
︒
朝
廷
内
の
意
思
疎
通
と
朝
幕
間
の
儀
礼
的

交
渉
を
へ
て
治
定
さ
れ
た
泉
涌
寺
﹁
月
輪
陵
墓
﹂
の
規
模
と
形
式
に
は
︑
ま
さ

に
近
世
皇
統
意
識
が
可
視
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
︒
な
お
︑
か
か
る
陵
墓

タ
イ
プ
分
析
論
と
は
対
応
関
係
（
宋
礼
継
受
の
祭
祀
的
﹁
魂
・
魄
﹂
二
元
論
︑
中
世

的
天
皇
﹁
二
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
論
﹂
と
対
応
し
て
議
論
さ
れ
う
る
（
が
想
定
さ
れ
る
の

が
︑
も
う
一
方
の
天
皇
家
の
位
牌
形
式
で
あ
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
続
篇
を
準

備
し
て
い
る
︒

注（
（
（ 

明
治
四
十
一
年
九
月
十
八
日
制
定
の
皇
室
令
第
一
号
﹃
皇
室
祭
祀
令
﹄
は
︑
毎
年
の

先
帝
祭
（
崩
御
日
に
相
当
す
る
日
=
忌
日
（
を
﹁
大
祭
﹂︑
先
帝
以
前
三
代
・
先
后
（
先

帝
の
配
偶
者
（・
皇
妣
（
天
皇
の
生
母
（
の
例
祭
（
毎
年
の
忌
日
（
を
﹁
小
祭
﹂
と
規
定

し
て
い
る
︒
か
か
る
皇
霊
殿
祭
祀
お
よ
び
陵
墓
祭
祀
と
関
連
し
て
︑
泉
涌
寺
﹁
霊
明
殿
﹂

に
お
け
る
仏
教
法
要
と
し
て
の
年
間
行
事
が
慣
例
的
な
宮
内
庁
職
員
（
勅
使
（
の
参
向

を
う
け
て
継
続
さ
れ
て
い
る
（
年
間
十
四
度
（︒
前
四
代
（
先
帝
以
前
三
代
と
先
后
・
皇

妣
（
の
国
忌
法
要
（
天
皇
﹁
御
例
祭
﹂・
皇
后
﹁
御
祥
忌
﹂（
な
ど
で
あ
る
︒
明
治
四
十

二
年
二
月
十
一
日
公
布
の
皇
室
令
第
一
号
﹃
登
極
令
﹄（
お
よ
び
附
式
（
に
関
連
し
て
は
︑

即
位
礼
・
大
嘗
祭
を
終
え
た
こ
と
を
奉
告
す
る
﹁
親
謁
の
儀
﹂
に
お
い
て
︑
孝
明
天
皇

陵
親
謁
に
引
き
続
い
て
の
霊
明
殿
親
拝
が
近
代
皇
室
の
慣
例
で
あ
る
（
令
和
元
年
六
月

十
二
日
﹁
退
位
奉
告
﹂︑
同
十
一
月
二
十
七
日
﹁
即
位
奉
告
﹂（︒
現
行
の
宮
内
庁
﹁
御
供

物
料
﹂
対
象
は
︑
前
四
代
﹁
天
皇
・
皇
后
﹂
は
じ
め
﹁
四
条
天
皇
御
尊
牌
﹂﹁
天
智
天
皇

御
尊
牌
﹂﹁
歴
代
天
皇
御
尊
牌
﹂﹁
門
院
様
御
尊
牌
﹂﹁
宮
様
方
御
尊
牌
﹂（
以
上
﹁
霊
明

殿
﹂
奉
奠
（︑﹁
御
黒
戸
様
御
尊
牌
﹂﹁
中
山
一
位
局
位
牌
﹂（
以
上
﹁
海
会
堂
﹂
奉
奠
（

の
十
五
所
︒

（
（
（ 

石
野
浩
司
﹁
泉
涌
寺
に
お
け
る
明
治
期
霊
明
殿
の
成
立
︱
皇
室
祭
祀
と
御
寺
泉
涌
寺

の
関
係
︱
﹂（﹃
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
﹄
復
刊
第
五
十
二
号
・
二
〇
一
五
年
十
一
月
（

（
（
（ 

石
野
浩
司
﹁
泉
涌
寺
に
お
け
る
明
治
期
霊
明
殿
の
成
立
に
つ
い
て
の
再
考
︱
京
都
御

所
「
御
黒
戸
」
処
分
顚
末
考
︱
﹂（﹃
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
﹄
復
刊
第
五
十
七
号
・

二
〇
二
〇
年
十
一
月
（

（
（
（ 

石
野
浩
司
﹁
維
新
期
「
宮
中
三
殿
」
成
立
史
の
一
考
察
︱
毎
朝
御
拝
「
石
灰
壇
」
祭

祀
の
終
焉
と
し
て
︱
﹂（﹃
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
﹄
復
刊
第
四
十
五
号
・
二
〇
〇
八

年
十
一
月
（

（
（
（ 

通
説
を
形
成
す
る
﹃
泉
涌
寺
史
﹄（
法
蔵
館
・
一
九
八
四
年
九
月
（
は
︑
総
本
山
御
寺

泉
涌
寺
が
開
山
月
輪
大
師
七
五
〇
年
遠
忌
事
業
と
し
て
寺
史
出
版
︑
赤
松
俊
秀
監
修
︑

中
世
史
を
熱
田
公
（
神
戸
大
（︑
近
世
史
を
藤
井
学
（
京
都
府
立
大
（︑
幕
末
維
新
史
を

池
田
敬
正
（
同
（
が
担
当
︒
ひ
ろ
く
利
用
さ
れ
る
が
建
築
史
・
儀
礼
文
化
な
ど
多
角
的

な
視
点
を
欠
如
し
て
お
り
︑
宗
派
史
観
や
寺
伝
か
ら
も
自
由
で
は
な
い
︒

（
（
（ 

九
条
道
家
（
沙
弥
行
恵
（
家
領
處
分
状
案
﹃
大
日
本
古
文
書
﹄（
家
わ
け
第
二
十
・
東

福
寺
文
書
之
一
・
草
剏
開
基
関
係
・
九
（︒
飯
倉
晴
武
﹁
九
条
家
領
の
成
立
と
道
家
惣
処

分
状
に
つ
い
て
﹂（﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
第
二
十
九
号
・
一
九
七
七
年
（
参
照
︒

（
（
（ 

天
福
二
年
（
一
二
三
四
（
八
月
六
日
に
死
去
し
た
後
堀
河
上
皇
は
︑
同
十
一
日
に
甚

雨
の
な
か
観
音
寺
山
（
来
迎
院
山
（
に
埋
葬
︑
九
月
十
日
に
故
院
五
七
日
仏
事
が
母
儀
・

北
白
川
院
陳
子
の
沙
汰
で
修
さ
れ
た
記
事
に
﹁
法
華
堂
﹂
が
見
え
る
が
（﹃
明
月
記
﹄（︑

旧
仙
遊
寺
﹁
千
手
堂
﹂
を
既
存
転
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒﹃
平
戸
記
﹄
仁
治
三
年
四
月

十
六
日
条
に
見
え
る
﹁
後
堀
河
院
法
華
堂
﹂
と
い
う
の
が
︑
こ
の
﹁
千
手
堂
﹂
を
指
す

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
︒
ち
な
み
に
︑
後
堀
河
院
法
華
堂
﹁
大
願
院
﹂・
四
条
院
法
華

堂
﹁
童
真
院
﹂
が
十
五
世
紀
半
ま
で
泉
涌
寺
子
院
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
︑﹃
視

覃
雑
記
﹄
の
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
（
記
事
に
覗
え
る
（
大
谷
由
香
﹃
中
世
後
期
泉
涌

寺
の
研
究
﹄
法
蔵
館
・
二
〇
一
七
年
二
月
︑
二
〇
二
頁
（︒
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（
（
（ 
波
多
野
忠
雅
﹁
藻
璧
門
院
・
藤
原
竴
子
の
喪
儀
と
陵
所
︱
後
堀
河
天
皇
中
宮
・
四
条

天
皇
御
母
︱
﹂（﹃
関
西
大
学
考
古
学
研
究
室
開
設
五
拾
周
年
記
念
考
古
学
論
叢
﹄
下
巻
・

二
〇
〇
三
年
十
二
月
（︒
少
な
く
と
も
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
（
ま
で
祥
忌
﹁
法
華
八

講
﹂
が
修
さ
れ
て
い
た
（﹃
平
戸
記
﹄
同
年
九
月
十
七
日
条
（︒﹃
道
家
処
分
状
﹄
に
よ
れ

ば
同
母
兄
の
遺
児
・
前
摂
政
﹁
忠
家
﹂
が
藻
璧
門
院
の
猶
子
と
な
り
﹁
一
条
室
町
亭
（
中

宮
御
所
（﹂﹁
藻
璧
門
院
法
華
堂
﹂
を
相
続
し
て
い
る
か
ら
︑
か
か
る
追
善
仏
事
の
主
催

者
に
擬
さ
れ
る
︒

（
（
（ 

四
条
天
皇
が
死
去
し
た
閑
院
内
裏
清
涼
殿
は
死
穢
に
よ
り
解
体
（﹃
百
錬
抄
﹄
寛
元
二

年
七
月
廿
六
日
条
（︑﹃
中
殿
御
会
図
﹄
に
描
か
れ
た
清
涼
殿
建
物
が
新
御
堂
に
移
築
転

用
さ
れ
た
蓋
然
性
が
あ
る
︒﹃
中
殿
御
会
図
﹄
と
は
︑
建
保
六
年
（
一
二
一
八
（
八
月
十

三
日
︑
閑
院
内
裏
の
清
涼
殿
（
中
殿
（
で
催
さ
れ
た
和
歌
・
管
弦
の
御
会
を
絵
巻
に
し

た
も
の
で
︑
藤
原
信
実
が
作
絵
︑
世
尊
寺
行
能
が
詞
書
を
担
当
︒
九
条
家
伝
来
の
室
町

期
模
写
本
一
巻
が
重
要
文
化
財
（
小
松
茂
美
編
集
解
説
﹃
続
日
本
の
絵
巻
（
十
二
（﹄
中

央
公
論
社
・
一
九
九
一
年
二
月
（︒

（
（1
（ 

平
安
末
期
﹃
簾
中
抄
﹄
下
巻
の
山
陵
条
は
︑
こ
れ
を
﹁
以
上
の
天
子
七
廟
に
母
公
三

廟
を
加
え
都
合
し
て
十
陵
と
曰
ふ
也
﹂
と
︑
漢
籍
﹁
天
子
七
廟
﹂
説
で
解
釈
し
て
い
る
︒

（
（（
（ 

藤
木
邦
彦
﹁
平
安
時
代
に
お
け
る
近
陵
・
近
墓
の
被
葬
者
に
つ
い
て
﹂（﹃
国
士
舘
大

学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
﹄
第
八
号
・
一
九
七
六
年
一
月
（︑
所
功
﹁﹃
西
宮
記
﹄
の
逸

文
と
現
行
文
の
成
立
年
代
︱
荷
前
奉
幣
陵
墓
の
記
載
を
中
心
と
し
て
︱
﹂（﹃
法
制
史
研

究
﹄
二
十
二
・
一
九
七
三
年
三
月
（︑
石
塚
一
石
﹁﹃
儀
式
﹄
批
判
︱
荷
前
条
に
つ
い

て
︱
﹂（﹃
風
俗
﹄
第
十
三
巻
第
一
号
・
一
九
七
四
年
十
二
月
（︒

（
（（
（ 

近
陵
﹁
八
嶋
陵
﹂
崇
道
天
皇
（
早
良
親
王
（
を
国
忌
に
数
え
な
い
の
が
両
者
の
唯
一

の
相
異
で
あ
る
︒﹃
江
家
次
第
抄
﹄
巻
三
・
国
忌
条
﹁
其
の
怨
霊
に
謝
す
る
為
に
国
忌
に

准
ず
る
も
廃
務
の
例
に
は
非
ず
﹂︒

（
（（
（ 

律
令
天
皇
制
は
︑
本
来
的
に
太
上
天
皇
に
天
皇
と
同
等
の
立
場
で
大
権
の
行
使
を
想

定
し
て
い
た
︒
嵯
峨
天
皇
が
譲
位
に
際
し
て
大
権
を
放
棄
︑
太
上
天
皇
の
地
位
の
転
換

を
図
っ
た
（
太
上
天
皇
位
を
一
旦
放
棄
し
て
新
帝
か
ら
尊
号
を
受
け
る
形
式
（
こ
と
は
︑

す
で
に
春
名
宏
昭
﹁
太
上
天
皇
制
の
成
立
﹂（﹃
史
学
雑
誌
﹄
第
九
十
九
編
第
二
号
・
一

九
九
〇
年
二
月
（
が
指
摘
し
て
い
る
（
加
藤
麻
子
﹁
即
位
の
変
容
と
律
令
天
皇
制
﹂﹃
史

林
﹄
第
八
十
八
巻
第
二
号
・
二
〇
〇
五
年
三
月
（︒
嵯
峨
天
皇
以
降
︑
遺
詔
を
も
っ
て
山

陵
・
国
忌
・
素
服
・
挙
哀
を
停
止
す
る
﹁
薄
葬
﹂
が
定
式
化
︑
か
く
て
近
陵
・
国
忌
が

固
定
化
す
る
︒

（
（（
（ 

堀
裕
﹁
平
安
期
の
御
願
寺
と
天
皇
﹂（﹃
史
林
﹄
第
九
十
一
巻
第
一
号
・
二
〇
〇
八
年

一
月
（︑
本
郷
真
紹
﹁
御
願
寺
再
考
﹂（
栄
原
永
久
男
他
編
﹃
律
令
国
家
史
論
集
﹄
塙
書

房
・
二
〇
一
〇
年
二
月
（︒
国
忌
の
数
が
制
限
さ
れ
︑
遺
詔
で
国
忌
を
廃
す
る
例
が
増
え

る
に
つ
れ
一
周
忌
の
み
に
限
定
化
︑﹃
延
喜
式
﹄
が
東
寺
・
西
寺
に
設
定
す
る
一
周
忌
を

天
皇
ゆ
か
り
の
寺
院
で
営
む
よ
う
に
変
化
す
る
（
佐
藤
真
人
﹁
天
皇
の
喪
葬
と
仏
教
儀

礼
︱
平
安
時
代
を
中
心
に
︱
﹂﹃
歴
史
手
帖
﹄
第
十
七
巻
二
号
・
一
九
八
九
年
二
月
（︒

（
（（
（ 

貞
応
三
年
（
一
二
二
四
（
春
三
月
に
寺
家
か
ら
申
請
︑
同
閏
七
月
一
日
付
け
後
堀
河

天
皇
﹁
御
願
寺
﹂
官
符
が
権
中
納
言
中
院
通
方
か
ら
下
行
さ
れ
た
の
は
俊
芿
の
伝
記
﹃
不

可
棄
法
師
伝
﹄
の
孤
立
史
料
︒
む
し
ろ
同
年
十
月
二
十
二
日
に
俊
芿
の
俗
弟
子
で
あ
る

徳
大
寺
公
継
が
﹁
一
上
﹂
と
な
る
か
ら
（﹃
公
卿
補
任
﹄（︑
公
継
の
執
行
が
史
実
と
考
え

ら
れ
る
︒

（
（（
（ 

俊
芿
律
師
が
死
後
︑
輪
廻
転
生
し
て
四
条
天
皇
に
再
誕
し
た
と
い
う
説
話
が
﹃
増
鏡
﹄

第
四
巻
に
見
え
る
︒
こ
の
天
皇
高
僧
前
身
譚
に
分
類
さ
れ
る
説
話
は
︑
寛
元
二
年
（
一

二
四
四
（
撰
述
の
信
瑞
﹃
不
可
棄
法
師
伝
﹄
に
未
見
で
︑
建
長
六
年
（
一
二
五
四
（
撰

述
の
良
忠
﹃
選
択
伝
弘
決
疑
録
裏
書
﹄
第
二
が
初
見
で
あ
る
︒
か
か
る
﹁
開
山
俊
芿
=

本
願
四
条
天
皇
﹂
を
ド
グ
マ
と
し
て
積
極
的
に
寺
格
上
昇
運
動
を
展
開
し
た
泉
涌
寺
は
︑

開
山
律
師
五
〇
〇
年
遠
忌
に
あ
た
る
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
（︑
中
御
門
天
皇
の
宸
筆

諡
号
﹁
国
師
加
号
宸
翰
勅
書
﹂
を
獲
得
︑
俊
芿
律
師
が
﹁
天
福
幼
主
の
前
身
﹂
つ
ま
り

四
条
天
皇
再
誕
説
話
を
勅
書
で
公
認
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
︒
般
舟
院
と
の
格
差
解

消
が
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
（︑
四
条
院
御
影
堂
の
別
殿
分
立
が
正
徳
三
年
（
一
七
一

三
（
で
あ
る
︒

（
（（
（ 

海
会
堂
﹁
旧
御
黒
戸
仏
体
﹂
同
座
の
客
仏
﹁
木
造
十
一
面
千
手
観
音
立
像
一
躯



230

（B1（1

（﹂（
像
高
（1
・
1 

cm
︑
平
安
後
期
か
（
に
つ
い
て
︑
泉
涌
寺
﹃
宝
物
取
調
簿
﹄（
明

治
十
一
年
（
に
﹁
四
条
天
皇
御
持
念
仏
千
手
観
音
像
（
三
尺
計
（
一
躰
（
伝
云
聖
徳
太

子
作
（﹂
と
あ
り
︑
同
﹃
平
常
備
付
品
記
﹄（FM

（（

（
に
﹁
聖
徳
太
子
念
持
仏
・
四
条
院

天
皇
念
持
仏
﹂
と
誤
記
さ
れ
て
い
く
︒

（
（（
（ 

七
世
紀
以
降
︑
太
上
天
皇
は
天
皇
と
同
等
の
地
位
に
あ
り
︑
死
後
も
同
等
に
扱
わ
れ

た
（
一
度
獲
得
し
た
天
皇
の
地
位
は
失
わ
れ
な
い
（︒
九
世
紀
前
半
以
降
に
な
る
と
︑
天

皇
と
太
上
天
皇
の
地
位
の
差
が
明
確
に
な
り
︑
譲
位
す
る
と
一
度
獲
得
さ
れ
た
天
皇
の

地
位
を
失
う
（
太
上
天
皇
の
死
は
﹁
た
だ
人
﹂
同
然
に
な
る
（︒
十
一
世
紀
前
半
に
﹁
如

在
之
儀
﹂
が
成
立
し
て
以
降
︑
天
皇
は
﹁
不
死
の
天
皇
﹂
に
転
換
︑
在
位
中
の
天
皇
が

死
ん
だ
と
し
て
も
譲
位
を
済
ま
せ
た
太
上
天
皇
﹁
た
だ
人
﹂
と
し
て
処
理
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
（
堀
裕
﹁
天
皇
の
死
の
歴
史
的
位
置
︱
如
在
之
儀
を
中
心
に
︱
﹂﹃
史
林
﹄
第
八

十
一
巻
第
一
号
・
一
九
九
八
年
一
月
（︒
死
後
も
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
表
象
す
る
﹁
天
皇

号
﹂﹁
山
陵
﹂
も
︑﹁
如
在
之
儀
﹂
と
同
じ
よ
う
に
後
一
条
天
皇
を
画
期
と
し
て
変
容
し

て
﹁
た
だ
人
﹂
で
あ
る
太
上
天
皇
と
同
一
化
す
る
︒

（
（（
（ 

有
職
慣
例
で
天
皇
は
牛
車
に
乗
ら
な
い
か
ら
︑
葬
車
を
使
う
時
点
で
﹁
崩
御
の
天
皇
﹂

を
﹁
上
皇
﹂
に
擬
定
し
た
礼
制
で
あ
る
︒
こ
の
件
を
扱
っ
た
別
稿
（﹃
牛
車
の
博
物
誌
﹄

所
収
（
が
近
く
出
版
さ
れ
る
︒﹃
左
経
記
﹄（
類
聚
雜
例
（
に
通
常
の
牛
車
を
葬
車
に
仕

立
て
る
﹁
御
車
裹
﹂
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
白
生
絹
（
不
練
絁
・
す
ず
し
（
を
用
い

て
﹁
雨
皮
﹂
の
よ
う
に
車
全
体
を
覆
っ
て
し
ま
う
︒
た
だ
し
﹁
御
車
裹
﹂
を
し
て
し
ま

う
と
葬
車
だ
と
察
知
さ
れ
る
の
で
﹁
平
生
之
儀
﹂
で
は
省
略
す
る
慣
例
も
あ
る
︒
啓
蒙

書
と
し
て
砕
け
た
表
現
を
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
︑
後
土
御
門
院
葬
送
に
つ
い
て
﹁
小

八
葉
（
の
車
（
を
生
絹
で
覆
っ
て
ご
ま
か
し
た
﹂
と
記
述
さ
れ
た
久
水
俊
和
﹃
中
世
天

皇
葬
礼
史
︱
許
さ
れ
な
か
っ
た
死
︱
﹄（
戎
光
祥
選
書
ソ
レ
イ
ユ
11（
・
二
〇
二
〇
年
四

月
（
一
六
五
頁
は
読
者
に
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
︒

（
（1
（ 

小
松
馨
﹁
後
一
条
天
皇
の
喪
葬
儀
礼
﹂（﹃
歴
史
手
帖
﹄
第
十
七
巻
二
号
・
一
九
八
九

年
二
月
（

（
（（
（ 

﹁
崩
後
の
譲
位
﹂
の
手
段
が
﹁
如
在
之
儀
﹂
で
あ
り
︑
結
果
と
し
て
天
皇
を
上
皇
に
擬

制
し
て
喪
葬
を
催
行
す
る
︒
一
方
︑
上
皇
や
女
院
の
喪
を
秘
し
た
ま
ま
︑
日
常
の
牛
車

（
御
車
裹
な
し
（
に
乗
せ
て
密
々
葬
送
す
る
の
が
﹁
平
生
之
儀
﹂
で
あ
る
︒﹃
明
月
記
﹄

天
福
元
年
（
一
二
三
三
（
九
月
二
十
日
条
に
よ
れ
ば
︑
藻
璧
門
院
の
葬
車
も
尋
常
の
御

車
で
︑
た
だ
簷
半
に
御
簾
を
懸
け
る
の
み
︑
下
簾
は
﹁
青
末
濃
﹂
の
色
付
き
で
あ
る
︒
同

じ
く
天
福
二
年
（
一
二
三
四
（
八
月
九
日
条
︑
後
堀
河
院
の
葬
送
で
は
﹁
密
々
盗
み
出

だ
し
奉
り
︑
其
所
に
渡
し
奉
る
︒
更
に
御
葬
礼
の
常
例
か
﹂
と
あ
る
︒
棺
を
密
々
に
牛

車
で
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
﹁
盗
出
﹂
と
表
現
す
る
︒

（
（（
（ 

水
藤
真
﹃
中
世
の
葬
送
・
墓
制
︱
石
塔
を
造
立
す
る
こ
と
︱
﹄（
吉
川
弘
文
館
・
一
九

九
一
年
十
月
（︑
前
嶋
敏
﹁
中
世
の
葬
送
儀
礼
に
お
け
る
遺
体
の
移
送
に
つ
い
て
︱

﹃
移
﹄・﹃
渡
﹄・﹃
盗
出
﹄
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂（﹃
中
央
大
学
大
学
院
論
究
﹄
第
二
十
九
号
・

一
九
九
七
年
三
月
（︑
堀
裕
﹁
天
皇
の
死
の
歴
史
的
位
置
︱
如
在
之
儀
を
中
心
に
︱
﹂（
前

掲
（・
同
﹁
死
へ
の
ま
な
ざ
し
﹂（﹃
日
本
史
研
究
﹄
四
三
九
号
・
一
九
九
九
年
（︑
島
津

毅
﹁
中
世
の
葬
送
と
遺
体
移
送
︱
平
生
之
儀
を
中
心
と
し
て
︱
﹂（﹃
史
学
雑
誌
﹄
第
一

二
二
編
第
六
号
・
二
〇
一
三
年
六
月
（︑
勝
田
至
﹃
死
者
た
ち
の
中
世
﹄（
吉
川
弘
文
館
・

二
〇
〇
三
年
七
月
（・
同
編
﹃
日
本
葬
制
史
﹄（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
二
年
五
月
（︑
上

島
享
﹁︿
王
﹀
の
死
と
葬
送
﹂（﹃
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
﹄
名
古
屋
大
学
出
版
会
・

二
〇
一
〇
年
・
初
出
は
二
〇
〇
七
年
（︒

（
（（
（ 

井
上
正
望
﹁
古
代
・
中
世
移
行
期
に
お
け
る
天
皇
の
変
質
︱
「
隠
蔽
」
さ
れ
る
天
皇
︱
﹂

（﹃
史
学
雑
誌
﹄
第
一
三
〇
編
第
四
号
・
二
〇
二
一
年
四
月
（

（
（（
（ 

前
掲
・
井
上
論
文
は
﹁
如
在
﹂
に
つ
い
て
︑﹃
日
本
後
紀
﹄
天
長
六
年
（
八
二
九
（
十

月
乙
丑
条
の
死
者
の
霊
魂
︑﹃
類
聚
国
史
﹄
巻
九
・
神
祇
九
・
新
嘗
祭
・
天
長
七
年
（
八

三
〇
（
十
一
月
辛
卯
条
の
神
々
に
関
す
る
も
の
を
初
見
記
事
と
す
る
︒
朝
日
本
増
補
六

国
史
﹃
日
本
後
紀
﹄
巻
下
の
前
者
頭
注
が
﹃
論
語
義
疏
﹄
八
佾
第
三
の
孔
安
国
注
を
引

く
よ
う
に
﹁
如
在
﹂
は
漢
籍
概
念
で
あ
る
が
︑
こ
の
程
度
を
﹁
唐
風
化
﹂
と
は
見
做
さ

な
い
︒
例
え
ば
﹃
古
事
記
﹄
天
孫
降
臨
段
﹁
此
の
鏡
は
専
ら
我
が
御
魂
と
し
て
︑
吾
が

前
を
拝
く
が
如
く
伊
都
岐
奉
れ
﹂︑﹃
日
本
書
紀
﹄
神
代
下
﹁
此
の
宝
鏡
を
視
ま
さ
む
こ

と
︑
当
に
吾
を
視
る
が
如
く
す
べ
し
﹂
に
︑
八
咫
鏡
に
お
け
る
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
の
祭
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祀
的
﹁
如
在
﹂
性
が
規
定
し
て
あ
る
︒
こ
れ
を
受
け
た
神
道
五
部
書
﹃
造
伊
勢
二
所
太

神
宮
宝
基
本
記
﹄
は
神
宮
祭
祀
を
﹁
如
在
之
礼
﹂
と
形
容
す
る
が
（
大
神
宮
叢
書
﹃
度

会
神
道
大
成
﹄
前
篇
・
四
六
頁
（︑
こ
の
語
彙
の
出
典
は
﹃
中
臣
祓
訓
解
﹄
奥
書
に
剽
窃

さ
れ
た
﹃
三
角
柏
伝
記
﹄
ま
で
遡
及
す
る
（
石
野
浩
司
﹁﹃
中
臣
祓
訓
解
﹄
の
原
典
「
祓

注
本
一
巻
」
に
つ
い
て
の
考
察
（
上
（
︱
先
行
研
究
へ
の
批
判
を
中
心
と
し
た
基
礎
的

な
再
考
︱
﹂﹃
神
道
史
研
究
﹄
第
六
十
九
巻
第
二
号
・
二
〇
二
一
年
十
月
︑
六
一
頁
（︒

（
（（
（ 

黒
田
俊
雄
﹁
中
世
天
皇
の
基
本
的
性
格
﹂（
同
著
作
集
一
﹃
権
門
体
制
論
﹄
法
蔵
館
・

一
九
九
四
年
・
初
出
一
九
七
七
年
（
や
井
原
今
朝
男
﹁
摂
関
・
院
政
と
天
皇
﹂（﹃
日
本

中
世
の
国
政
と
家
政
﹄
校
倉
書
房
・
一
九
九
五
年
・
初
出
一
九
九
二
年
（
を
受
け
て
︑
上

島
享
﹁
中
世
王
権
の
創
出
と
そ
の
正
統
性
︱
中
世
天
皇
の
特
質
︱
﹂（﹃
日
本
中
世
社
会

の
形
成
と
王
権
﹄
名
古
屋
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
〇
年
の
四
二
~
五
一
頁
（
は
中
世
的

天
皇
の
特
徴
を
﹁
機
関
化
さ
れ
た
律
令
制
的
天
皇
の
絶
対
性
﹂
と
﹁
天
皇
の
個
人
的
な

人
格
﹂
の
二
面
性
の
分
有
と
位
置
づ
け
て
い
る
︒
こ
れ
を
佐
藤
全
敏
﹁
古
代
天
皇
の
食

事
と
贄
﹂・
同
﹁
古
代
日
本
に
お
け
る
権
力
の
変
容
﹂（﹃
平
安
時
代
の
天
皇
と
官
僚
制
﹄

東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
八
年
（
は
﹁
天
皇
の
二
つ
の
貌
（
か
お
（﹂
と
呼
ぶ
か
ら
︑
本

稿
で
は
哲
学
用
語
で
仮
面
・
役
割
・
人
格
な
ど
を
意
味
す
る
﹁
ペ
ル
ソ
ナ
﹂
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
︒

（
（（
（ 

前
掲
・
井
上
論
文
は
﹃
平
家
物
語
﹄
巻
一
﹁
二
代
后
﹂
か
ら
二
条
天
皇
の
血
縁
的
秩

序
を
超
越
し
た
絶
対
的
側
面
を
引
証
す
る
が
︑
二
条
朝
は
親
政
を
志
向
し
て
後
白
河
院

政
と
衝
突
し
た
特
殊
例
で
あ
っ
て
︑
こ
れ
を
中
世
的
天
皇
に
普
遍
化
は
出
来
な
い
︒
儀

制
令
に
﹁
譲
位
の
帝
を
太
上
天
皇
と
称
す
る
﹂
と
あ
り
︑
上
皇
が
﹁
皇
﹂
身
分
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
な
い
︒
た
だ
し
天
皇
に
累
積
さ
れ
た
儀
礼
的
制
約
か
ら
開
放
さ
れ
︑
在

位
中
の
天
皇
が
決
し
て
乗
れ
な
い
牛
車
に
も
︑
上
皇
に
な
れ
ば
﹁
譲
位
後
御
幸
始
﹂
の

儀
式
が
あ
っ
て
乗
車
す
る
（﹃
古
事
類
苑
﹄
帝
王
部
十
三
・
御
幸
の
七
二
九
頁
以
下
︑
同

十
四
・
太
上
天
皇
の
七
九
五
頁
（︒﹁
上
皇
脱だ
っ

屣し

の
後
︑
御
行
に
は
檳
榔
車
に
乗
る
﹂（﹃
西

宮
記
﹄
臨
時
三
・
院
宮
事
（︒﹁
新
院
（
亀
山
院
（
御
幸
は
じ
め
さ
せ
給
︑
御
直
衣
︑
か

ら
庇
の
御
車
﹂﹁
布ほ

衣い

の
御
幸
は
じ
め
﹂（﹃
増
鏡
﹄（︒
嵯
峨
太
上
天
皇
が
殯
儀
礼
を
全
停

止
し
た
の
は
︑
死
後
の
礼
遇
を
辞
退
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
政
治
的
権
能
の
放
棄
を
意
味

し
な
い
︒
仁
明
朝
以
降
に
定
着
す
る
朝
覲
行
幸
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
︑
家
父
長
的
秩

序
に
お
け
る
天
皇
の
個
人
的
ペ
ル
ソ
ナ
の
顕
在
化
は
﹁
母
権
=
摂
関
政
治
﹂﹁
父
権
=
院

政
﹂
に
進
展
す
る
か
ら
で
あ
る
︒
井
上
論
文
﹁
天
皇
の
絶
対
的
た
る
べ
き
側
面
は
先
帝

か
ら
新
帝
に
遷
り
︑
先
帝
に
は
個
人
的
側
面
の
み
が
残
る
﹂（
同
五
三
頁
（
は
観
念
的
す

ぎ
て
︑
ま
る
で
折
口
信
夫
﹃
大
嘗
祭
の
本
義
﹄
の
天
皇
霊
を
見
て
い
る
感
が
あ
る
︒

（
（（
（ 

神
鏡
・
剣
璽
の
奉
献
に
よ
る
新
帝
擁
立
は
﹃
日
本
書
紀
﹄
β
群
の
慣
例
文
で
︑
漢
籍

の
文
飾
で
あ
る
（
森
博
達
﹃
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
︱
述
作
者
は
誰
か
︱
﹄
中
公
新
書
・

一
九
九
九
年
十
月
（︒
豪
族
連
合
の
ヤ
マ
ト
朝
廷
か
ら
脱
皮
し
た
律
令
制
国
家
は
（
群
臣

の
擁
立
権
を
排
除
し
て
（
自
律
的
な
皇
位
継
承
の
原
則
を
﹁
譲
位
の
宣
命
﹂
に
転
換
︑
こ

れ
が
天
智
・
持
統
朝
以
来
の
不
文
律
﹁
不
改
常
典
﹂
で
あ
る
が
︑
従
来
こ
う
し
た
制
度

史
的
な
観
点
は
見
逃
さ
れ
て
き
た
︒
こ
れ
が
﹁
受
禅
﹂
に
拘
る
宮
廷
人
の
（﹃
帝
王
編
年

記
﹄
に
代
表
さ
せ
て
見
た
（
歴
史
認
識
で
︑
桓
武
朝
や
嵯
峨
朝
の
唐
風
化
と
い
う
よ
う

な
次
元
で
は
な
い
︒

（
（（
（ 

﹃
後
中
記
﹄
押
小
路
中
納
言
（
葉
室
（
資
賴
卿
記
の
仁
治
三
年
正
月
九
日
（
壬
辰
（
条

（﹃
歴
代
残
闕
日
記
﹄
第
八
巻
・
臨
川
書
店
・
一
九
七
〇
年
︑
三
九
四
頁
（︒

（
（（
（ 

﹃
五
代
帝
王
物
語
﹄
四
条
院
崩
御
事
の
仁
治
三
年
正
月
廿
日
条
（﹃
六
代
勝
事
記
・
五

代
帝
王
物
語
﹄
三
弥
井
書
店
・
二
〇
〇
〇
年
︑
一
一
七
頁
（︒

（
（1
（ 

﹃
御
葬
礼
記
﹄
仁
治
度
四
条
院
の
仁
治
三
年
正
月
十
日
条
（﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
五
編

之
十
四
に
所
収
﹁
一
条
実
孝
氏
所
蔵
本
﹂︑
三
五
頁
（︒

（
（（
（ 

﹃
百
錬
抄
﹄
仁
治
三
年
正
月
廿
五
日
戊
申
条
（
国
史
大
系
本
︑
一
九
一
頁
（︒

（
（（
（ 

後
高
倉
院
の
第
一
皇
女
﹁
式
乾
門
院
利
子
内
親
王
﹂（
一
一
九
六
~
一
二
五
〇
（︑
嘉

禄
二
年
（
一
二
二
六
（
内
親
王
宣
下
︑
伊
勢
斎
宮
に
卜
定
︑
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
（

斎
宮
群
行
︒
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
（
斎
王
の
ま
ま
准
三
宮
宣
下
︒
貞
永
二
年
（
一
二

三
三
（
斎
宮
退
下
し
て
甥
で
あ
る
四
条
天
皇
の
准
母
立
后
す
る
︒
延
応
元
年
（
一
二
三

九
（
病
に
依
っ
て
出
家
（
法
名
﹁
真
性
智
﹂（︑
院
号
宣
下
︒
建
長
三
年
薨
去
（﹃
女
院
小

伝
﹄（︒
北
白
河
﹁
後
高
倉
院
法
華
堂
﹂
を
管
理
︑
同
法
華
堂
領
を
相
続
し
て
い
た
︒



232

（
（（
（ 

後
高
倉
院
法
華
堂
の
遺
構
は
﹁
白
河
御
火
葬
塚
﹂（
俗
称
﹁
鵺
塚
﹂（
と
私
考
す
る
︒
同

法
華
堂
領
を
相
続
し
た
式
乾
門
院
も
堂
内
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
鵺
塚
は
後
高
倉

太
上
天
皇
の
陵
墓
参
考
地
と
し
て
明
治
二
十
七
年
に
陵
墓
伝
説
地
︑
の
ち
参
考
地
と
さ

れ
た
︒
塚
は
長
方
形
で
南
北
に
長
く
︑
中
央
よ
り
や
や
北
方
に
偏
し
て
東
西
に
中
軸
線

を
と
っ
た
楕
円
形
の
掘
込
部
が
認
め
ら
れ
︑
御
火
葬
所
に
相
当
す
る
︒
鵺
塚
の
東
南
約

八
米
に
所
在
す
る
﹁
秘
塚
﹂
が
式
乾
門
院
の
陵
墓
参
考
地
で
︑
南
北
に
中
軸
を
も
つ
楕

円
形
の
掘
込
部
を
検
出
し
て
い
る
︒
岡
崎
公
園
整
備
に
と
も
な
う
京
都
市
の
要
請
に
よ

り
︑
両
遺
構
は
宮
内
庁
に
よ
っ
て
月
輪
南
陵
に
移
転
さ
れ
た
（
末
永
雅
雄
﹁
陵
墓
参
考

地
鵺
塚
・
秘
塚
の
調
査
﹂
一
九
五
六
年
三
月
・
第
六
号
所
収
︑﹃
書
陵
部
紀
要
所
収
陵
墓

関
係
論
文
集
﹄
学
生
社
・
一
九
八
〇
年
四
月
（︒

（
（（
（ 

野
口
華
世
﹁
安
嘉
門
院
と
女
院
領
荘
園
︱
平
安
末
・
鎌
倉
期
の
女
院
領
の
特
質
︱
﹂

（﹃
日
本
史
研
究
﹄
四
五
六
号
・
二
〇
〇
〇
年
八
月
（

（
（（
（ 

後
堀
河
天
皇
の
第
一
皇
女
﹁
室
町
院
暉
子
内
親
王
﹂（
一
二
二
八
~
一
三
〇
〇
（︒
延

応
二
年
（
一
二
四
〇
（
内
親
王
宣
下
︒
後
嵯
峨
朝
で
も
優
遇
さ
れ
寛
元
元
年
（
一
二
四

三
（
准
三
宮
︑
院
号
宣
下
︒
同
四
年
（
一
二
四
六
（
出
家
（
法
名
﹁
妙
法
覚
﹂（︑
戒
師

は
御
室
（
叔
父
﹁
金
剛
定
院
御
室
﹂
道
深
法
親
王
か
（︒﹃
平
戸
記
﹄﹁
持
明
院
姫
宮
（
後

高
倉
院
姫
宮
︑
今
上
姉
也
（
御
名
（
疇
子
（﹂︑
こ
れ
を
頭
註
に
引
く
﹃
皇
胤
紹
運
録
﹄

本
文
・﹃
百
錬
抄
﹄﹁
暉
子
﹂︒
国
史
大
系
本
﹃
百
錬
抄
﹄﹁
暉
子
﹂︑
群
書
系
図
部
集
第
二

所
収
﹃
皇
胤
系
図
﹄﹁
暐
子
﹂（
傍
書
﹁
暉
﹂（︑
同
第
一
所
収
﹃
本
朝
皇
胤
紹
運
録
﹄
本

文
﹁
暉
子
﹂
な
の
に
﹃
平
戸
記
﹄
引
用
の
頭
註
﹁
疇
子
﹂︒
増
補
史
料
大
成
本
﹃
平
戸
記
﹄

を
確
認
す
る
と
﹁
疇
﹂
字
は
異
体
字
﹁
日
＋
壽
﹂︒
ひ
と
ま
ず
﹁
暉て
る

子こ

﹂
と
考
証
し
て
お

く
︒

（
（（
（ 

後
堀
河
天
皇
の
第
二
皇
女
﹁
神
仙
門
院
軆
子
内
親
王
﹂（
一
二
三
一
~
一
三
〇
一
（︒

建
長
八
年
（
一
二
五
六
（
内
親
王
宣
下
︑
准
三
宮
︑
門
院
号
宣
下
︒
弘
長
元
年
（
一
二

六
一
（
出
家
（
法
名
﹁
妙
智
覚
﹂（︒﹃
増
鏡
﹄
第
十
﹁
老
い
の
波
﹂
に
後
嵯
峨
天
皇
の
寵

愛
を
受
け
て
皇
女
を
出
産
し
た
逸
話
が
載
る
︒

（
（（
（ 

女
院
領
に
つ
い
て
は
︑
山
田
彩
起
子
﹃
中
世
前
期
女
性
院
宮
の
研
究
﹄（
思
文
閣
出

版
・
二
〇
一
〇
年
一
月
（︑
白
根
陽
子
﹃
女
院
領
の
中
世
的
展
開
﹄（
同
成
社
中
世
史
選

書
二
五
・
二
〇
一
八
年
八
月
（︒

（
（（
（ 

﹃
安
楽
光
院
行
事
﹄（
群
書
類
従
第
二
十
四
輯
（
は
持
明
院
創
建
を
康
和
年
間
（
一
〇

九
九
~
一
一
〇
四
（︑
安
楽
光
院
建
立
を
天
治
年
間
（
一
一
二
四
~
二
六
（
と
す
る
も
︑

い
ま
泉
涌
寺
文
書
﹃
泉
涌
寺
派
寺
院
本
末
改
帳
写
﹄（
資
料
篇
翻
刻
二
三
二
号
（
に
依
拠

し
て
持
明
院
創
建
を
康
和
三
年
（
一
一
〇
一
（︑﹃
尊
卑
分
脈
﹄（
次
注
（
に
よ
っ
て
安
楽

光
院
建
立
を
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
（︑
同
﹃
寺
改
帳
﹄
に
よ
り
中
興
を
延
文
三
年
（
一

三
五
八
（
と
判
断
し
た
︒

（
（（
（ 

﹃
尊
卑
分
脈
﹄
第
一
篇
の
持
明
院
基
頼
条
﹁
安
楽
光
院
事
﹂（
二
五
八
頁
（
に
よ
れ
ば
︑

大
治
五
年
（
一
一
三
〇
（
の
安
楽
光
院
﹁
九
体
阿
弥
陀
堂
﹂
建
立
供
養
で
は
︑
鳥
羽
院

が
御
幸
さ
れ
て
舞
曲
勅
禄
の
事
が
あ
り
︑
一
家
の
眉
目
と
誇
ら
れ
て
い
る
︒
同
年
七
月

二
日
に
は
白
河
新
阿
弥
陀
堂
の
九
体
丈
六
阿
弥
陀
像
︑
翌
天
承
元
年
七
月
八
日
に
は
鳥

羽
泉
殿
﹁
成
菩
提
院
﹂
九
体
丈
六
阿
弥
陀
堂
の
供
養
が
あ
る
（﹃
百
錬
抄
﹄（︒
白
河
法
皇

墓
所
の
鳥
羽
成
菩
提
院
に
建
立
さ
れ
た
九
体
阿
弥
陀
堂
に
つ
い
て
は
︑
冨
島
義
幸
﹃
平

等
院
鳳
凰
堂
︱
現
世
と
浄
土
の
あ
い
だ
︱
﹄（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
〇
年
二
月
（
一
四

七
頁
を
参
照
︒

（
（1
（ 

曽
我
部
愛
﹁
後
高
倉
王
家
の
政
治
位
置
︱
後
堀
河
親
政
期
に
お
け
る
北
白
河
院
の
動

向
を
中
心
に
︱
﹂（﹃
ヒ
ス
ト
リ
ア
﹄
第
二
一
七
号
・
二
〇
〇
九
年
十
月
（

（
（（
（ 

安
楽
光
院
を
中
興
し
た
誠
蓮
房
秀
俊
（
藤
原
俊
経
﹃
尊
卑
分
脈
﹄
第
二
篇
五
十
三
頁

に
遁
世
﹁
北
京
律
﹂
号
誠
蓮
上
人
︑
見
蓮
上
人
資
（
は
︑
永
円
寺
の
二
世
長
老
︒
師
の

見
蓮
上
人
は
泉
涌
寺
周
辺
で
活
躍
し
た
見
蓮
房
如
導
・
如
導
無
人
（
一
二
八
四
~
一
三

五
七
（︑﹃
視
覃
雑
記
﹄（
第
一
七
四
条
（
に
も
﹁
安
楽
光
院
は
永
円
寺
二
世
花
翁
和
尚
開

山
す
る
所
な
り
﹂
と
あ
る
（
大
谷
由
香
﹃
中
世
後
期
泉
涌
寺
の
研
究
﹄
前
掲
（︒
ち
な
み

に
﹃
安
楽
光
院
行
事
﹄﹁
洒
掃
修
治
之
興
隆
﹂﹁
一
向
専
念
之
勤
行
﹂（
群
書
類
従
第
二
十

四
輯
︑
二
〇
七
頁
（
は
対
句
で
あ
る
が
︑
前
句
を
﹁
不
酤
酒
戒
・
不
飲
酒
戒
の
徹
底
か
﹂

と
す
る
大
谷
由
香
氏
の
読
解
は
間
違
い
（﹃
同
﹄
四
十
九
頁
（︒
対
句
か
ら
﹁
律
宗
と
浄

土
教
の
兼
修
﹂
を
導
き
出
し
た
い
意
図
は
分
か
る
が
︑﹁
洒
掃
﹂
と
は
﹁
灑
浄
﹂（
灑
水
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加
持
に
よ
る
儀
礼
空
間
の
浄
化
（
の
謂
い
で
︑﹁
灑
﹂
字
の
簡
易
体
と
し
て
の
﹁
洒
﹂
字

は
聖
教
一
般
の
通
用
で
あ
る
︒
大
塚
紀
弘
氏
に
よ
る
同
著
﹁
書
評
﹂（﹃
日
本
史
研
究
﹄

六
六
四
号
・
二
〇
一
七
年
十
二
月
（
も
﹁
戒
律
と
は
無
関
係
﹂
と
批
判
し
て
い
る
︒

（
（（
（ 

正
長
元
年
（
一
四
二
八
（
称
光
天
皇
の
中
陰
仏
事
は
安
楽
光
院
で
執
行
さ
れ
た
（﹃
薩

戒
記
﹄﹃
凶
事
部
類
﹄（︒
中
絶
期
の
安
楽
光
院
長
老
の
名
義
・
伝
領
は
︑
明
応
九
年
（
一

五
〇
〇
（
後
柏
原
天
皇
綸
旨
︑
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
（
正
親
町
天
皇
綸
旨
︑
文
禄

二
年
（
一
五
九
三
（
勅
許
で
泉
涌
寺
長
老
に
兼
務
さ
れ
て
い
る
︒
天
文
二
年
（
一
五
三

三
（
十
一
月
九
日
に
は
泉
涌
寺
伝
法
潅
頂
（
お
そ
ら
く
松
橋
流
（
が
安
楽
光
院
某
を
大

阿
闍
梨
に
執
行
さ
れ
て
い
る
（﹃
続
史
愚
抄
﹄（︒
ち
な
み
に
醍
醐
寺
の
三
宝
院
賢
俊
（
一

二
九
九
~
一
三
五
七
（
は
菩
提
寺
前
大
僧
正
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
律
宗
系
か
ら
の
横

入
僧
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
︑
そ
の
付
法
弟
子
に
松
橋
光
済
・
安
楽
光
院
実
済
が
見

え
る
︒
く
だ
ん
の
菩
提
寺
と
は
︑
醍
醐
寺
内
に
所
在
し
て
歴
代
座
主
墓
を
管
理
し
た
泉

涌
寺
末
寺
の
律
院
で
あ
っ
た
（
元
禄
五
年
﹃
寺
改
帳
﹄
翻
刻
番
号
二
三
二
（︒

（
（（
（ 

日
本
に
お
け
る
位
牌
（
た
だ
し
俗
人
の
（
初
見
記
事
は
︑
洞
院
公
賢
﹃
園
太
暦
﹄
延

文
三
年
（
一
三
五
八
（
六
月
四
日
条
の
足
利
尊
氏
の
位
牌
﹁
故
征
夷
大
将
軍
贈
従
一
位

行
左
大
臣
源
朝
臣
（
長
寿
寺
殿
仁
山
義
公
（
霊
位
﹂（
菊
池
章
太
﹃
位
牌
の
成
立
︱
儒
教

儀
礼
か
ら
仏
教
民
俗
へ
︱
﹄
東
洋
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
八
年
六
月
の
一
五
四
頁
︑
同

﹃
葬
儀
と
日
本
人
︱
位
牌
の
比
較
宗
教
史
︱
﹄
ち
く
ま
新
書
・
二
〇
一
一
年
八
月
の
一
六

四
頁
（︒
儒
教
儀
礼
か
ら
﹃
禅
苑
清
規
﹄
へ
と
論
じ
て
武
家
以
下
の
事
例
を
あ
げ
て
ゆ
く

な
か
で
︑
な
ぜ
か
先
行
研
究
に
律
宗
と
天
皇
家
位
牌
の
視
点
は
な
い
︒

（
（（
（ 

川
上
貢
﹃
日
本
中
世
住
宅
の
研
究
﹄（
墨
水
書
房
・
一
九
六
七
年
十
月
（
第
二
編
﹁
鎌

倉
時
代
後
半
期
に
お
け
る
洛
外
院
御
所
の
研
究
﹂
第
二
章
﹁
持
明
院
殿
の
考
察
﹂︑
九
一

頁
︒

（
（（
（ 

泉
涌
寺
塔
頭
の
悲
田
院
に
客
仏
と
し
て
安
置
さ
れ
る
快
慶
作
﹁
宝
冠
阿
弥
陀
如
来
坐

像
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
山
州
名
跡
志
﹄
巻
之
三
の
泉
涌
寺
の
項
（﹃
新
修
京
都
叢
書
﹄
第

十
五
巻
・
臨
川
書
店
・
一
九
六
九
年
七
月
︑
七
九
頁
（
安
楽
光
院
﹁
本
尊
阿
弥
陀
仏
（
宝

冠
定
印
坐
像
二
尺
五
六
寸
許
（
作
不
考
﹂
と
あ
る
も
の
が
像
容
・
法
量
と
も
に
合
致
す

る
︒
一
方
︑
こ
れ
を
﹁
俊
芿
の
臨
終
仏
﹂
と
見
做
す
大
谷
由
香
﹃
中
世
後
期
泉
涌
寺
の

研
究
﹄（
前
掲
︑
五
二
頁
（
の
推
論
は
︑
大
塚
氏
﹁
書
評
﹂（
前
掲
（
と
同
様
な
理
由
か

ら
支
持
し
が
た
い
︒

（
（（
（ 

川
上
貢
﹃
日
本
中
世
住
宅
の
研
究
﹄（
前
掲
︑
九
四
頁
（︒
続
群
書
類
従
・
補
遺
三
﹃
お

湯
殿
の
上
の
日
記
﹄（
五
（
の
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
（
六
月
十
八
日
条
に
﹁
あ
ん
ら
く

光
院
﹂（
同
三
一
七
頁
（︑
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
（
十
二
月
二
十
八
日
条
に
は
﹁
ふ
し

み
（
伏
見
（
は
ん
し
ゆ
ゐ
ん
（
般
舟
院
（﹂﹁
ふ
か
く
さ
（
深
草
（
の
安
楽
行
（
傍
書
し

て
「
光
」
字
（
院
﹂
が
見
え
る
（
三
七
一
頁
（︒

（
（（
（ 

川
上
貢
﹁
般
舟
三
昧
院
に
つ
い
て
﹂（﹃
日
本
建
築
学
論
文
報
告
集
﹄
第
六
十
六
号
・

一
九
六
〇
年
十
月
（︒
観
応
の
擾
乱
・
正
平
の
一
統
を
う
け
て
持
明
院
統
（
北
朝
（
は
︑

崇
光
院
流
と
後
光
厳
院
流
の
二
皇
統
に
分
裂
す
る
︒
相
馬
万
里
子
氏
と
豊
永
聡
美
氏
は

音
楽
史
（
楽
道
の
相
伝
（
か
ら
捕
捉
し
て
崇
光
院
流
﹁
琵
琶
﹂・
後
光
厳
院
流
﹁
笙
﹂
に

分
類
し
た
（
相
馬
﹁「
代
々
琵
琶
秘
曲
御
伝
受
事
」
と
そ
の
前
後
﹂﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
第

三
十
六
号
・
一
九
八
四
年
︑
同
﹁
琵
琶
の
時
代
か
ら
笙
の
時
代
へ
﹂﹃
同
﹄
第
四
十
九
号
・

一
九
九
七
年
︑
豊
永
﹁
後
光
厳
天
皇
と
音
楽
﹂﹃
中
世
の
天
皇
と
音
楽
﹄
吉
川
弘
文
館
・

二
〇
〇
六
年
・
初
出
一
九
九
八
年
（︒
大
塚
未
來
﹁
中
世
天
皇
家
の
葬
送
︱
実
務
執
行
方

法
を
中
心
に
︱
﹂﹃
国
史
学
﹄
第
二
〇
二
号
・
二
〇
一
〇
年
十
二
月
（
は
︑
葬
送
は
泉
涌

寺
︑
中
陰
仏
事
は
般
舟
三
昧
院
の
分
担
が
定
着
す
る
と
見
て
い
る
︒
後
光
厳
院
流
の

﹁
御
寺
﹂
泉
涌
寺
と
は
別
に
︑﹁
伏
見
御
寺
﹂
般
舟
三
昧
院
も
正
規
の
仏
事
会
場
と
な
っ

た
こ
と
で
崇
光
院
流
は
完
全
な
る
傍
流
化
を
回
避
で
き
た
と
久
水
俊
和
﹃
中
世
天
皇
家

の
作
法
と
律
令
制
の
残
像
﹄（
八
木
書
店
・
二
〇
二
〇
年
六
月
︑
七
七
頁
（
は
ま
と
め
る
︒

（
（（
（ 

後
土
御
門
天
皇
の
中
陰
仏
事
は
︑
先
例
で
は
泉
涌
寺
の
専
権
と
も
さ
れ
る
が
（﹃
続
史

愚
抄
﹄
明
応
九
年
十
一
月
十
一
日
条
（︑
遺
骨
は
深
草
法
華
堂
・
雲
龍
院
・
般
舟
三
昧
院

に
三
分
割
さ
れ
る
（﹃
同
﹄
同
十
二
日
条
（︒
天
文
四
年
（
一
五
三
五
（
正
月
の
豊
楽
門

院
（
後
奈
良
の
生
母
（（﹃
天
聴
宸
記
﹄﹃
言
継
卿
記
﹄（︑
大
永
六
年
（
一
五
二
六
（
五
月

の
後
柏
原
天
皇
も
（﹃
和
長
卿
記
﹄（︑
明
応
例
に
倣
っ
て
般
舟
三
昧
院
が
用
い
ら
れ
た
︒

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
（
十
一
月
二
十
五
日
に
泉
涌
寺
で
行
わ
れ
た
後
奈
良
天
皇
の
拾
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骨
で
は
︑
凶
事
伝
奏
（
広
橋
大
納
言
国
光
（
拾
骨
分
は
深
草
法
華
堂
に
納
骨
さ
れ
た
が
︑

遣
迎
院
正
慶
論
師
（
遣
迎
院
住
持
が
般
舟
三
昧
院
を
兼
務
（
拾
骨
分
は
伏
見
般
舟
三
昧

院
に
分
骨
さ
れ
た
（﹃
後
奈
良
院
御
拾
骨
之
記
（
僧
正
慶
記
（﹄（︒
中
陰
仏
事
は
泉
涌
寺

と
般
舟
三
昧
院
と
の
相
論
と
な
る
（
松
永
久
秀
書
状
﹃
泉
涌
寺
史
﹄
資
料
篇
一
一
三
・

一
一
四
号
︑
泉
涌
寺
申
状
案
﹃
同
﹄
一
一
六
号
（︒
後
土
御
門
・
後
柏
原
・
後
奈
良
の
三

代
は
般
舟
三
昧
院
の
全
盛
期
で
︑
か
え
っ
て
泉
涌
寺
の
長
海
長
老
が
勅
勘
を
蒙
る
事
態

も
出
来
︑
よ
う
や
く
永
禄
二
年
九
月
五
日
後
奈
良
院
三
回
忌
に
醍
醐
理
性
院
﹁
厳
助
﹂

の
執
奏
で
勅
免
さ
れ
る
（﹃
言
継
卿
記
﹄（︒

（
（（
（ 

佐
藤
一
希
﹁
近
世
天
皇
葬
送
儀
礼
の
歴
史
的
変
遷
﹂（﹃
ヒ
ス
ト
リ
ア
﹄
第
二
八
七
号
・

二
〇
二
一
年
八
月
（
は
︑
東
福
門
院
の
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
（
喪
葬
﹁
中
陰
仏
事
﹂

を
突
破
口
と
し
て
︑
般
舟
院
の
優
位
性
が
崩
れ
た
経
緯
を
詳
論
し
て
い
る
︒
泉
涌
寺
御

一
会
史
料
﹁
四
条
院
・
光
明
院
・
後
光
厳
院
他
墓
所
等
覚
﹂（G

（ -（（

（
が
︑
当
該
時
の

訴
訟
文
書
と
考
え
ら
れ
る
︒
同
様
の
訴
訟
文
書
に
﹃
泉
涌
寺
史
﹄
資
料
篇
の
翻
刻
番
号

七
二
号
・
同
七
三
号
・
同
一
一
六
号
は
知
ら
れ
て
い
た
が
︑
本
史
料
は
未
紹
介
で
あ
っ

た
︒
ち
な
み
に
︑
佐
藤
氏
同
論
文
は
中
陰
仏
事
の
開
催
要
件
﹁
本
所
﹂
に
つ
い
て
︑
こ

れ
を
﹁
禁
裏
御
所
﹂
と
括
弧
書
き
し
て
い
る
（
同
八
頁
（︒
本
文
中
で
も
述
べ
た
が
︑﹁
本

所
﹂
の
原
義
は
︑
院
の
本
所
御
所
で
あ
る
︒
葬
送
の
主
体
﹁
院
と
禁
裏
﹂
に
つ
い
て
の

後
半
の
論
旨
か
ら
し
て
︑
お
ろ
そ
か
に
出
来
な
い
瑣
末
で
あ
ろ
う
︒

（
（1
（ 

谷
森
善
臣
﹃
山
陵
考
﹄
は
﹁
延
宝
八
年
八
月
崩
御
記
﹂
を
引
い
て
般
舟
院
陽
空
長
老

の
持
参
し
た
口
状
書
一
通
に
触
れ
（﹃
古
事
類
苑
﹄
礼
式
部
二
・
二
〇
六
頁
に
所
引
の

﹁
後
方
朝
臣
記
﹂（︑
深
草
安
楽
行
院
（
深
草
法
華
堂
（
が
元
和
三
年
（
一
六
一
七
（
の
後

陽
成
院
葬
送
を
機
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
︒

（
（（
（ 

太
田
博
太
郎
﹃
寺
社
建
築
の
研
究
﹄（
岩
波
書
店
・
一
九
八
六
年
九
月
（
一
一
九
~
一

三
一
頁
︒
泉
涌
寺
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
は
︑
杉
山
信
三
﹃
院
家
建
築
の
研
究
﹄（
吉
川

弘
文
館
・
一
九
八
一
年
九
月
（
第
五
章
﹁
法
性
寺
か
ら
東
福
寺
へ
﹂
が
参
考
さ
れ
る
︒
ま

た
宋
代
建
築
の
受
容
と
い
う
点
を
強
調
し
た
の
が
小
川
貫
弌
﹁
鎌
倉
仏
教
成
立
へ
の
宋

元
仏
教
の
寄
与
﹂（﹃
鎌
倉
仏
教
成
立
の
研
究
　
俊
芿
律
師
﹄
法
蔵
館
・
一
九
七
二
年
三

月
（
が
あ
る
︒
最
新
の
研
究
で
は
︑
箱
崎
和
久
﹁
泉
涌
寺
伽
藍
に
み
る
南
宋
建
築
文
化
﹂

（
ア
ジ
ア
遊
学
一
二
二
﹃
日
本
と
︽
宋
元
︾
の
邂
逅
︱
中
世
に
押
し
寄
せ
た
新
潮
流
︱
﹄

勉
誠
出
版
・
二
〇
〇
九
年
五
月
（
が
あ
る
︒
一
方
で
︑
外
村
中
﹁
浄
土
庭
園
と
﹃
作
庭

記
﹄
と
﹃
祇
園
図
経
﹄﹂（
白
幡
洋
三
郎
編
﹃
作
庭
記
と
日
本
の
庭
園
﹄
思
文
閣
出
版
・

二
〇
一
四
年
三
月
に
所
収
（
は
︑
俊
芿
の
泉
涌
寺
創
建
伽
藍
を
浄
土
庭
園
の
対
局
に
設

定
し
て
立
論
す
る
が
︑
外
村
説
に
は
蓮
池
が
設
備
さ
れ
て
い
た
﹁
十
六
観
堂
院
﹂
へ
の

注
意
が
欠
如
し
て
い
る
︒

（
（（
（ 

西
田
直
二
郎
﹃
京
都
史
蹟
の
研
究
﹄（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
六
一
年
十
二
月
（﹁
藤
原

忠
平
の
法
性
寺
及
び
道
長
の
五
大
堂
﹂
一
四
〇
~
二
二
四
頁
︒

（
（（
（ 

﹁
弥
陀
三
尺
の
立
像
﹂
遺
品
と
し
て
泉
涌
寺
塔
頭
の
悲
田
院
所
蔵
﹁
阿
弥
陀
如
来
立

像
﹂（
像
高
（（
・
（ 

cm
︑
鎌
倉
時
代
（
が
参
考
さ
れ
る
︒
逆
手
の
印
相
︑
踏
み
割
り
蓮
華

座
な
ど
宋
風
で
︑
法
量
も
﹃
殿
堂
房
寮
式
目
﹄
に
合
致
す
る
か
ら
十
六
観
堂
の
遺
物
の

可
能
性
を
考
え
た
い
︒
十
六
観
堂
の
裏
手
に
あ
た
る
場
所
か
ら
︑
宝
永
七
年
（
一
七
一

〇
（
東
山
天
皇
陵
造
成
に
と
も
な
っ
て
木
造
仏
像
一
〇
体
が
一
括
出
土
し
て
い
る
︒﹃
続

史
愚
抄
﹄
同
年
三
月
二
十
七
日
条
に
は
﹁
薬
師
木
像
﹂
と
あ
る
が
︑
お
そ
ら
く
は
旧
仏

﹁
阿
弥
陀
三
尺
像
﹂
焼
残
り
の
埋
納
阬
（
あ
る
い
は
蓮
池
の
址
（
を
発
見
し
た
も
の
だ
ろ

う
︒

（
（（
（ 

齋
藤
雅
恵
﹃
密
教
に
お
け
る
臨
終
行
儀
の
展
開
﹄（
ノ
ン
ブ
ル
社
・
二
〇
〇
八
年
三

月
（
三
六
頁
︒﹃
四
条
院
御
葬
礼
記
﹄﹃
亀
山
院
御
葬
礼
記
﹄﹃
伏
見
上
皇
御
中
陰
記
﹄﹃
後

光
厳
院
御
中
陰
以
下
御
仏
事
記
﹄（
以
上
︑
群
書
類
従
第
二
十
九
輯
（・﹃（
光
厳
・
後
光

厳
・
後
円
融
・
崇
光
・
称
光
（
凶
事
部
類
﹄﹃（
後
土
御
門
（
明
応
凶
事
記
﹄（
以
上
︑
続

群
書
類
従
第
三
十
三
輯
下
（
な
ど
の
天
皇
喪
葬
記
録
は
︑
久
水
俊
和
氏
（
後
掲
の
補
注

（（
（
の
指
摘
す
る
よ
う
に
﹁
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
の
凶
事
記
録
﹂
で
あ
る
︒
し
た
が
っ

て
︑
高
僧
伝
な
ど
に
理
想
化
さ
れ
た
﹁
死
に
方
﹂
を
創
出
す
る
物
語
性
（
そ
の
背
後
に

想
定
さ
れ
る
定
型
化
さ
れ
た
﹁
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
の
臨
終
行
儀
﹂（
と
は
同
列
に
論
じ

ら
れ
な
い
︒
ゆ
え
に
本
稿
は
︑
北
京
律
（
泉
涌
寺
・
安
楽
光
院
（
に
受
容
さ
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
﹁
宋
代
仏
教
の
臨
終
行
儀
﹂
に
深
入
り
し
な
い
︒
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（
（（
（ 
朧
谷
寿
﹃
平
安
王
朝
の
葬
送
︱
死
・
入
棺
・
埋
骨
︱
﹄（
思
文
閣
出
版
・
二
〇
一
六
年

一
月
（・
上
野
勝
之
﹃
王
朝
貴
族
の
葬
送
儀
礼
と
仏
事
﹄（
日
記
で
読
む
日
本
史
⑩
・
臨

川
書
店
・
二
〇
一
七
年
十
一
月
（・
大
石
雅
章
﹁
顕
密
体
制
内
に
お
け
る
禅
・
律
・
念
仏

の
位
置
︱
王
家
の
葬
送
︱
﹂（﹃
寺
院
史
論
叢
（
一
（
中
世
寺
院
史
の
研
究
（
上
（﹄
法
蔵

館
・
一
九
八
八
年
三
月
（︒

（
（（
（ 

大
石
雅
章
﹁
非
人
救
済
と
聖
朝
安
穏
﹂（﹃
日
本
中
世
社
会
と
寺
院
﹄
清
文
堂
出
版
・

二
〇
〇
三
年
（︑
同
﹁
中
世
寺
院
組
織
に
つ
い
て
﹂（﹃
龍
谷
史
壇
﹄
一
二
四
・
二
〇
〇
六

年
（
が
僧
の
葬
祭
関
与
を
中
心
と
す
る
の
に
対
し
て
︑
島
津
毅
﹁
中
世
に
お
け
る
葬
送

の
僧
俗
分
業
構
造
と
そ
の
変
化
︱
「
一
向
僧
沙
汰
」
の
検
討
を
通
し
て
︱
﹂（﹃
史
林
﹄

第
九
十
七
巻
第
六
号
・
二
〇
一
四
年
十
一
月
︑
同
﹃
日
本
古
代
中
世
の
葬
送
と
社
会
﹄

吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
七
年
九
月
に
所
収
（
は
俗
人
関
与
の
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い

る
︒

（
（（
（ 

浄
金
剛
院
は
︑
後
嵯
峨
天
皇
が
檀
林
寺
跡
に
建
立
し
た
離
宮
﹁
亀
山
殿
﹂
の
別
院
︑
西

山
派
祖
﹁
証
空
﹂
弟
子
の
道
観
証
慧
を
開
山
と
す
る
浄
土
宗
西
山
派
嵯
峨
流
の
寺
院
︒

大
覚
寺
統
﹁
亀
山
殿
﹂
は
︑
足
利
尊
氏
に
よ
り
後
醍
醐
天
皇
を
慰
霊
す
る
﹁
天
龍
寺
﹂

に
改
変
さ
れ
て
後
嵯
峨
天
皇
の
葬
堂
﹁
浄
金
剛
院
法
華
堂
﹂
は
埋
没
︑
現
状
の
﹁
後
嵯

峨
天
皇
陵
﹂﹁
亀
山
天
皇
陵
﹂
は
文
久
修
陵
の
再
建
物
で
あ
る
（
山
田
邦
和
の
図
版
解

説
・
谷
森
善
臣
﹁
山
陵
考
﹂﹃
文
久
山
陵
図
﹄
新
人
物
往
来
社
・
二
〇
〇
五
年
二
月
（︒

（
（（
（ 

王
家
喪
葬
を
執
行
す
る
近
習
に
は
︑
ま
れ
に
遁
世
者
・
出
家
者
が
混
在
す
る
︒
貴
族

階
級
が
遁
世
し
て
入
寺
す
る
安
楽
光
院
の
場
合
︑
後
光
厳
院
葬
送
を
沙
汰
奉
行
し
た
見

月
上
人
曇
浄
（
洞
院
公
為
（
の
立
ち
位
置
な
ど
は
︑
そ
う
言
う
意
味
に
お
い
て
﹁
近
習
﹂

的
な
律
僧
で
あ
っ
た
︒
北
京
律
を
同
じ
く
す
る
泉
涌
寺
が
初
め
て
天
皇
家
喪
奉
に
関
与

す
る
後
光
厳
院
葬
送
に
お
い
て
︑
安
楽
光
院
の
存
在
は
検
討
に
値
す
る
︒

（
（（
（ 

義
浄
訳
﹃
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
﹄（
大
正
新
脩
大
蔵
経
一
四
五
一
番
（
に
亡

僧
規
定
﹁
苾
芻
を
送
喪
す
る
に
は
（
中
略
（
其
の
呪
願
を
為
せ
﹂
と
見
え
る
（
草
間
法

照
﹁
原
始
仏
教
聖
典
に
お
け
る
呪
願
に
つ
い
て
﹂﹃
印
度
學
佛
教
學
研
究
﹄
第
二
十
五
巻

第
二
号
・
一
九
七
七
年
三
月
︑
釋
舎
幸
紀
﹁
根
本
説
一
切
有
部
に
引
用
さ
れ
る
無
常
経
﹂

﹃
同
﹄
第
三
十
四
巻
第
一
号
・
一
九
八
五
年
十
二
月
（︒
出
家
受
戒
作
法
や
秘
密
潅
頂
儀

礼
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
︑
い
わ
ゆ
る
引
導
作
法
に
展
開
す
る
未
然
状
態
で
あ
る
︒

（
（1
（ 

こ
れ
を
久
水
俊
和
﹃
中
世
天
皇
葬
礼
史
︱
許
さ
れ
な
か
っ
た
死
︱
﹄（
前
掲
︑
一
一
〇

頁
（
は
﹁
後
光
厳
流
葬
儀
の
確
立
﹂
と
名
付
け
て
章
立
て
し
て
い
る
︒

（
（（
（ 

後
光
厳
院
七
々
日
仏
事
﹁
曼
荼
羅
供
﹂
の
導
師
を
勤
め
た
理
性
院
﹁
宗
助
﹂
僧
正
は
︑

後
光
厳
天
皇
の
護
持
僧
﹁
光
済
﹂
の
弟
子
︑﹁
宗
助
﹂
も
後
円
融
天
皇
の
護
持
僧
と
し
て

延
命
法
を
長
日
御
修
法
し
て
い
る
（﹃
東
寺
長
者
補
任
﹄（︒
天
皇
の
護
持
僧
は
延
暦
寺
・

園
城
寺
・
東
寺
の
三
箇
寺
か
ら
三
名
が
任
命
さ
れ
︑
こ
れ
は
葬
送
・
追
善
儀
礼
に
お
け

る
顕
密
僧
の
御
前
僧
・
護
摩
衆
と
同
様
の
構
成
で
あ
る
（﹃
門
葉
記
﹄
第
五
十
三
巻
所
収

﹁
護
持
僧
補
任
﹂（︒
湯
之
上
隆
﹁
護
持
僧
成
立
考
﹂（﹃
金
澤
文
庫
研
究
﹄
第
二
六
七
号
・

一
九
八
一
年
九
月
（・
同
﹁
護
持
僧
の
成
立
と
歴
史
的
背
景
﹂（﹃
日
本
中
世
の
政
治
権
力

と
仏
教
﹄
思
文
閣
史
学
叢
書
・
二
〇
〇
一
年
二
月
（︑
堀
裕
﹁
護
持
僧
と
天
皇
﹂（﹃
日
本

国
家
の
史
的
特
質
（
古
代
・
中
世
（﹄
思
文
閣
出
版
・
一
九
九
七
年
五
月
（︒

（
（（
（ 

﹃
明
応
凶
事
記
﹄
に
つ
い
て
は
︑
久
水
俊
和
﹁
東
坊
城
和
長
の
﹃
明
応
凶
事
記
﹄
︱
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
の
「
凶
事
記
」
︱
﹂（﹃
文
化
継
承
学
論
集
﹄
第
五
号
・
二
〇
〇
九
年

三
月
（
に
後
土
御
門
天
皇
の
喪
葬
儀
礼
に
関
連
し
て
︑
後
柏
原
天
皇
の
葬
場
イ
メ
ー
ジ

を
﹃
二
水
記
﹄
大
永
六
年
五
月
三
日
条
附
図
か
ら
作
図
し
て
い
る
（
同
論
文
︻
図
四
︼（︒

（
（（
（ 

朧
谷
寿
﹃
平
安
王
朝
の
葬
送
︱
死
・
入
棺
・
埋
骨
︱
﹄（
前
掲
（︒
谷
川
愛
﹁
平
安
時

代
に
お
け
る
天
皇
・
太
上
天
皇
の
喪
葬
儀
礼
﹂（﹃
国
史
学
﹄
第
一
六
九
号
・
一
九
九
九

年
（︑
小
松
馨
﹁
後
一
条
天
皇
の
喪
葬
儀
礼
﹂（
前
掲
（︒
堀
裕
﹁
天
皇
の
死
の
歴
史
的
位

置
︱
如
在
之
儀
を
中
心
に
︱
﹂（
前
掲
（︑
島
津
毅
﹁
中
世
の
葬
送
と
遺
体
移
送
︱
平
生

之
儀
を
中
心
と
し
て
︱
﹂（
前
掲
（︒
大
塚
未
來
﹁
中
世
天
皇
家
の
葬
送
︱
実
務
執
行
方

法
を
中
心
に
︱
﹂（﹃
国
史
学
﹄
第
二
〇
二
号
・
二
〇
一
〇
年
十
二
月
（︑
島
津
毅
﹁
中
世

に
お
け
る
葬
送
の
聖
俗
分
業
構
造
と
そ
の
変
化
﹂（
前
掲
（︑
久
水
俊
和
﹁
中
近
世
移
行

期
か
ら
近
世
初
期
に
お
け
る
天
皇
家
葬
礼
﹂（﹃
立
正
史
学
﹄
第
一
一
六
号
・
二
〇
一
四

年
九
月
（︒
西
谷
功
﹁
天
皇
の
葬
送
儀
礼
と
泉
涌
寺
︱
称
光
天
皇
を
中
心
に
︱
﹂（﹃
大
法

輪
﹄
七
十
九
︱
十
二
・
二
〇
一
二
年
十
二
月
（︒
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（
（（
（ 

洞
院
公
為
（
一
三
四
二
~
一
三
七
八
（
は
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
（
四
月
に
俄
の
遁

世
︑
元
は
正
四
位
下
左
少
将
（﹃
尊
卑
分
脈
﹄
第
一
篇
・
一
七
〇
頁
（︒
同
母
兄
の
左
大

臣
洞
院
公
定
は
勿
論
︑
姉
妹
が
正
室
で
あ
っ
た
関
白
近
衛
道
嗣
が
安
楽
光
院
と
関
係
し

て
い
る
︒
見
順
房
如
一
を
嗣
い
で
安
楽
光
院
の
住
持
（
長
老
（︒
後
光
厳
院
か
ら
後
事
を

託
さ
れ
︑
入
棺
お
よ
び
御
車
陪
乗
︑
分
骨
か
ら
中
陰
仏
事
ま
で
沙
汰
し
た
（﹃
公
定
公

記
﹄（︒
南
北
朝
時
代
に
は
︑
曇
浄
の
よ
う
な
貴
族
出
自
の
僧
侶
が
安
楽
光
院
の
住
持
を

務
め
︑
室
町
後
期
に
は
泉
涌
寺
長
老
と
安
楽
光
院
長
老
は
度
々
兼
帯
さ
れ
て
い
た
︒
鎌

倉
期
の
律
法
興
行
運
動
の
な
か
で
京
都
で
は
︑
西
大
寺
流
の
長
福
寺
が
神
泉
苑
を
管
理

し
て
真
言
院
の
修
造
に
も
関
与
︑
同
流
で
は
白
毫
寺
太
子
堂
（
速
成
就
院
（
が
あ
る
︒
山

門
系
の
律
家
で
は
元
応
寺
（
の
ち
聖
衆
来
迎
寺
に
統
合
（・
法
勝
寺
（
の
ち
西
教
寺
に
統

合
（︑
泉
涌
寺
流
で
は
泉
涌
寺
と
安
楽
光
院
が
二
大
拠
点
で
あ
っ
た
（
大
塚
紀
弘
﹁
中
世

都
市
京
都
の
律
家
﹂﹃
寺
院
史
研
究
﹄
第
一
〇
号
・
二
〇
〇
六
年
五
月
（︒
洞
院
公
為
こ

と
安
楽
光
院
曇
浄
に
つ
い
て
は
︑
鈴
木
登
美
恵
﹁
太
平
記
作
者
圏
の
考
察
︱
洞
院
家
の

周
辺
︱
﹂（﹃
中
世
文
学
﹄
第
三
十
五
号
・
一
九
九
〇
年
六
月
（︒

（
（（
（ 

後
光
明
﹁
承
応
例
﹂
ま
で
は
殿
上
か
ら
直
に
葬
車
に
後
乗
僧
（
長
老
（
が
陪
乗
し
て

い
た
が
︑
宮
中
乗
車
は
礼
遇
行
為
（
女
性
や
老
人
へ
の
殊
遇
に
始
ま
り
︑
の
ち
摂
関
・

親
王
・
大
臣
・
大
僧
正
の
う
ち
﹁
輦て
ぐ
る
ま車

宣
旨
﹂
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
乗
車
の
ま

ま
宮
門
を
通
過
す
る
参
内
形
式
が
勅
許
さ
れ
た
（
で
あ
っ
て
問
題
視
さ
れ
る
︒
東
福
門

院
喪
葬
か
ら
は
禁
裏
御
門
の
外
か
ら
乗
車
す
る
よ
う
に
改
制
さ
れ
て
い
る
（﹃
後
水
尾
院

御
葬
礼
并
御
中
陰
記
﹄
割
書
（︒

（
（（
（ 

﹃
凶
事
部
類
﹄
後
光
厳
院
葬
礼
の
後
普
光
園
院
記
﹁
穴
﹂︑﹃
称
光
天
皇
御
葬
礼
記
﹄
に

﹁
炉
﹂︑
こ
れ
を
後
土
御
門
天
皇
葬
礼
﹃
明
応
凶
事
記
﹄
は
﹁
火
炉
（
六
角
白
壁
（﹂
と
詳

記
す
る
︒
ち
な
み
に
﹃
後
奈
良
院
御
拾
骨
之
記
﹄（
群
書
類
従
第
二
十
九
輯
（
に
円
形

﹁
御
炉
﹂
の
附
図
が
見
え
る
︒

（
（（
（ 

山
頭
儀
礼
で
導
師
が
﹁
木
鋤
子
﹂
を
取
り
︑
凶
事
伝
奏
が
﹁
掩
土
﹂
と
勅
答
す
る
よ

う
に
形
式
的
火
葬
説
は
誤
解
で
あ
る
︒
武
田
秀
章
氏
に
よ
る
﹁
後
光
明
天
皇
大
喪
儀
に

お
い
て
御
遺
骸
の
火
葬
は
停
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
の
︑
な
お
山
頭
に
お
い
て
御
遺

骸
を
形
式
的
な
火
葬
に
付
す
荼
毘
作
法
は
依
然
と
し
て
継
続
し
て
い
た
﹂（﹃
維
新
期
天

皇
祭
祀
の
研
究
﹄
大
明
堂
・
一
九
九
六
年
十
二
月
︑
一
三
一
頁
（
と
の
記
述
は
︑
戸
田

忠
至
﹁
山
陵
造
営
﹂
建
白
﹁
山
頭
堂
に
て
御
荼
毘
之
御
作
法
こ
れ
有
り
（
中
略
（
御
表

向
き
御
火
葬
︑
御
内
実
は
御
埋
葬
と
申
す
御
儀
と
存
じ
奉
り
候
﹂（﹃
言
成
卿
記
﹄
所
引

﹁
戸
田
大
和
守
建
言
写
﹂（
に
誘
引
さ
れ
た
不
正
確
な
歴
史
観
で
あ
る
︒

（
（（
（ 

す
で
に
唐
代
に
葬
送
儀
礼
﹁
招
魂
合
葬
﹂
に
お
け
る
﹁
魂
・
魄
﹂
の
儀
礼
的
な
峻
別

が
議
論
さ
れ
て
い
る
（
来
村
多
加
史
﹃
唐
代
皇
帝
陵
の
研
究
﹄
学
生
社
・
二
〇
〇
一
年

十
一
月
・
七
三
頁
（︒
唐
の
代
宗
の
葬
送
儀
則
﹁
大
唐
元
陵
儀
注
﹂
は
﹃
通
典
﹄
か
ら
逸

文
が
集
成
さ
れ
て
い
る
（
金
子
修
一
主
編
﹃
大
唐
元
陵
儀
注
新
釈
﹄
汲
古
書
院
・
二
〇

一
三
年
二
月
（︒

（
（（
（ 

中
世
前
期
ま
で
圧
倒
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
他
界
浄
土
観
が
︑
中
世
後
期
か

ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
縮
小
し
て
ゆ
く
︒
か
く
て
死
者
の
安
穏
は
遠
方
の
浄
土
へ
の
往

生
で
は
な
く
︑
こ
の
世
界
の
内
部
に
あ
る
墓
地
か
ら
子
孫
を
見
守
る
と
い
う
意
識
へ
転

換
す
る
︒﹁
草
葉
の
陰
で
眠
る
﹂
と
い
う
近
代
人
が
共
有
す
る
感
覚
は
︑
江
戸
時
代
以
降

に
形
成
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
（
佐
藤
弘
夫
﹃
死
者
の
ゆ
く
え
﹄
岩
田
書
院
・
二
〇
〇
八

年
三
月
︑
二
〇
九
・
二
一
〇
頁
（︒
近
世
皇
室
に
お
け
る
月
輪
陵
（
墓
（・
霊
明
殿
（
位

牌
（
の
成
立
は
︑
朱
子
学
の
影
響
と
と
も
に
︑
こ
う
し
た
近
代
初
頭
の
意
識
的
変
化
に

も
関
係
す
る
︒

（
（1
（ 

的
場
匠
平
﹁
月
輪
陵
域
内
所
在
陵
墓
石
塔
に
見
る
近
世
天
皇
・
皇
族
の
墓
制
﹂（﹃
書

陵
部
紀
要
﹄
第
六
十
九
号
︿
陵
墓
篇
﹀・
二
〇
一
八
年
三
月
（

（
（（
（ 

文
久
の
修
陵
ま
で
の
時
点
で
創
建
﹁
八
角
円
堂
﹂
は
転
退
︑
す
で
に
瓦
葺
宝
形
造
の

再
建
﹁
法
華
堂
﹂
建
築
で
あ
っ
た
（
山
田
邦
和
の
図
版
解
説
・
谷
森
善
臣
﹁
山
陵
考
﹂

﹃
文
久
山
陵
図
﹄
前
掲
（︒﹃
後
宇
多
天
皇
宸
翰
御
手
印
遺
告
﹄
建
立
蓮
華
峯
寺
縁
起
第
十

五
に
つ
い
て
は
︑
帝
国
学
士
院
編
纂
﹃
宸
翰
英
華
﹄
第
一
冊
（
一
九
四
四
年
（
一
〇
七

頁
の
翻
刻
を
参
照
︒

（
（（
（ 

﹃
泉
涌
寺
史
﹄
資
料
篇
・
翻
刻
四
四
号
の
二
二
頁
︒
泉
涌
寺
は
焼
亡
し
て
﹁
し
か
る
べ

き
老
僧
も
侍
ら
ず
﹂
と
い
う
理
由
で
︑
元
応
寺
（
前
掲
の
補
注
（（
（
の
長
老
﹁
恵
忍
﹂



泉涌寺における位牌堂「霊明殿」の創祀と発展 

237

を
し
て
後
花
園
天
皇
奉
葬
を
代
行
せ
し
め
て
い
る
︒

（
（（
（ 
泉
涌
寺
大
門
内
の
右
手
﹁
山
頭
場
の
旧
跡
﹂
に
は
伏
見
桃
山
陵
か
ら
明
治
天
皇
陵
﹁
御

須
屋
﹂・
昭
憲
皇
太
后
陵
﹁
祭
場
殿
﹂
が
移
築
さ
れ
て
﹁
上
経
蔵
﹂（
前
者
が
本
殿
・
後

者
が
前
殿
（
に
転
用
︑
一
方
の
﹁
龕
前
堂
の
旧
跡
﹂
は
京
都
市
立
東
山
泉
中
学
校
の
東

学
舎
（
旧
月
輪
中
学
校
（
敷
地
と
な
り
︑
ほ
ぼ
当
時
の
地
形
を
留
め
て
い
る
︒
図
版
（

は
図
式
化
し
た
概
念
図
解
で
あ
り
︑
地
勢
や
縮
尺
を
無
視
し
て
あ
る
︒

（
（（
（ 

和
田
軍
一
﹁
皇
陵
﹂（
国
史
研
究
会
編
﹃
岩
波
講
座
　
日
本
歴
史
﹄
一
〇
・
岩
波
書
店
・

一
九
三
四
年
（
十
七
頁
︒
的
場
氏
論
文
に
依
拠
︒

（
（（
（ 

承
応
三
年
（
一
六
五
四
（
十
一
月
二
十
一
日
︑
後
光
明
院
御
石
塔
を
泉
涌
寺
に
供
養

せ
被
る
︒
先
ず
御
塔
開
眼
の
事
有
り
︒
十
二
月
十
四
日
︑
先
帝
の
奉
為
に
百
箇
日
（
来

る
三
十
日
正
当
︒
而
し
て
明
日
に
引
上
げ
被
る
（
逮
夜
︑
法
会
を
両
寺
に
行
は
せ
被
る
︒

次
に
先
帝
御
影
（
侍
従
通
福
之
を
図
す
（
の
開
眼
供
養
有
り
（﹃
続
史
愚
抄
﹄（︒
泉
涌
寺

蔵
﹁
後
光
明
天
皇
御
尊
影
﹂（C

1（（

（
が
先
帝
御
影
に
相
当
す
る
︒
軸
裏
墨
書
﹁
後
光
明

院
尊
儀
　
泉
涌
寺
﹂︑
箱
蓋
裏
書
﹁
愛
宕
前
宰
相
通
福
卿
真
画
﹂︒

（
（（
（ 

続
群
書
類
従
第
二
十
八
輯
下
﹃
代
々
先
皇
法
語
集
﹄
は
︑
正
親
町
院
か
ら
始
め
て
︑
と

く
に
陽
光
院
・
新
上
東
門
院
︑
後
陽
成
院
・
中
和
門
院
の
喪
葬
に
関
す
る
﹁
秉
炬
﹂﹁
闍

維
疏
﹂
回
忌
法
要
な
ど
泉
涌
寺
諷
誦
文
の
類
集
で
あ
る
︒
そ
の
内
容
構
成
は
後
水
尾
院

統
の
先
祖
二
代
﹁
家
族
墓
﹂
に
始
原
す
る
黎
明
期
﹁
月
輪
陵
墓
﹂
に
重
複
し
て
お
り
︑
画

期
と
な
っ
た
後
陽
成
灰
塚
﹁
九
重
石
塔
﹂
に
関
わ
る
﹁
後
陽
成
院
石
塔
供
養
﹂
諷
誦
文

を
収
録
す
る
意
図
も
含
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
︒

（
（（
（ 

野
村
玄
﹃
日
本
近
世
国
家
の
確
立
と
天
皇
﹄（
清
文
堂
出
版
・
二
〇
〇
六
年
八
月
（

（
（（
（ 

後
光
明
天
皇
に
始
ま
る
葬
制
を
あ
え
て
﹁
遺
体
槨
納
葬
﹂
と
命
名
す
る
の
が
岩
田
重

則
﹃
天
皇
墓
の
政
治
民
俗
史
﹄（
有
志
社
・
二
〇
一
七
年
五
月
︑
一
七
五
頁
（
で
あ
る
︒

﹃
朱
子
家
礼
﹄
を
典
拠
と
し
た
遺
体
埋
葬
を
﹁
土
葬
で
は
な
い
﹂
と
断
言
す
る
の
も
不
思

議
で
︑
例
え
ば
石
櫃
を
用
い
る
床
下
埋
葬
な
ど
は
平
安
末
期
に
も
類
例
が
あ
る
︒
同
著

は
火
葬
か
ら
土
葬
へ
の
転
換
を
﹁
朝
儀
復
興
﹂
と
見
る
の
を
嫌
う
傾
向
が
あ
り
︑
む
し

ろ
幕
府
に
よ
る
統
制
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
意
図
が
あ
る
ら
し
い
︒

（
（（
（ 

浦
井
正
明
﹃
上
野
寛
永
寺
・
将
軍
家
の
葬
儀
﹄（
吉
川
弘
文
館
・
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
二
四
三
・
二
〇
〇
七
年
十
一
月
（

（
（1
（ 

北
宋
宮
廷
の
喪
葬
儀
礼
に
仏
教
の
中
陰
仏
事
が
加
わ
り
︑
北
宋
皇
陵
に
仏
寺
が
建
立

さ
れ
︑
北
宋
後
期
以
降
は
禅
宗
教
団
も
宮
廷
葬
儀
に
参
加
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら
宗
教
行

事
は
﹁
儒
・
仏
・
道
﹂
三
教
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
て
い
た
（
竺
沙
雅
章
﹁
宋
代
宮
廷
の

葬
送
と
禅
宗
教
団
﹂
鈴
木
哲
雄
編
﹃
宋
代
禅
宗
の
社
会
的
影
響
﹄
山
喜
房
仏
書
林
・
二

〇
〇
二
年
十
一
月
（

（
（（
（ 

佐
藤
一
希
﹁
近
世
天
皇
葬
送
儀
礼
の
歴
史
的
変
遷
﹂（
前
掲
（
の
第
一
章
に
お
い
て
詳

論
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（ 

野
村
玄
﹁
江
戸
時
代
に
お
け
る
天
皇
の
葬
法
﹂（﹃
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
﹄
復
刊

第
四
十
四
号
・
二
〇
〇
七
年
十
一
月
（

（
（（
（ 

日
本
に
お
け
る
家
礼
受
容
の
大
き
な
集
団
に
﹁
崎
門
派
﹂
と
﹁
水
戸
学
﹂
が
あ
る
︒
儒

家
神
道
の
山
崎
闇
斎
に
家
礼
研
究
﹃
文
会
筆
録
﹄︑
そ
の
崎
門
派
に
浅
見
絅
斎
﹃
喪
祭
小

記
﹄﹃
家
礼
師
説
﹄︑
若
林
強
斎
﹃
家
礼
訓
蒙
疏
﹄
が
あ
る
︒
水
戸
藩
の
喪
祭
（
自
葬
祭
（

実
践
書
に
光
圀
頒
行
﹃
喪
祭
儀
略
﹄
が
あ
り
︑
明
遺
臣
の
朱
舜
水
︑
ま
た
林
鵞
峰
﹃
泣

血
餘
滴
﹄
の
影
響
が
あ
る
（
後
掲
の
補
注
（（
（︒

（
（（
（ 

宋
学
と
は
︑
唐
代
ま
で
の
旧
貴
族
の
没
落
︑
宋
朝
に
よ
る
科
挙
の
復
活
︑
木
版
印
刷

の
発
達
に
よ
る
書
物
の
普
及
な
ど
で
高
揚
し
た
﹁
士
大
夫
﹂（
読
書
階
級
=
官
僚
（
の
意

識
と
教
養
が
理
論
化
さ
れ
組
織
化
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
︒
そ
の
高
揚
す
る
意
識

の
お
も
む
く
と
こ
ろ
︑
正
統
と
異
端
と
の
弁
別
は
強
調
せ
ら
れ
︑
仏
教
・
道
教
へ
の
対

抗
意
識
と
︑
逆
に
そ
の
摂
取
と
が
共
存
す
る
︒
か
く
て
士
大
夫
を
主
体
と
し
た
﹁
仏
・

儒
・
道
﹂
三
教
混
淆
の
傾
向
︑
た
と
え
ば
仏
教
哲
学
﹁
体
用
理
論
﹂
や
汎
神
論
的
観
念
︑

お
よ
び
老
荘
思
想
の
借
用
が
︑
宋
学
の
形
而
上
学
的
で
思
弁
的
な
性
格
を
形
成
し
た
と

さ
れ
る
（
島
田
虔
次
﹃
朱
子
学
と
陽
明
学
﹄
岩
波
新
書
・
一
九
六
七
年
五
月
（︒

（
（（
（ 

伊
藤
聡
﹁
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
吉
田
神
道
の
意
義
﹂（﹃
歴
史
評
論
﹄
八
六
三
号
・

二
〇
二
二
年
三
月
（
に
お
い
て
﹁
天
下
人
の
神
格
化
と
吉
田
神
道
﹂
の
項
目
を
立
て
︑
秀

吉
の
祭
神
化
と
吉
田
神
道
の
教
理
の
関
係
に
つ
い
て
﹃
神
道
大
意
﹄
を
引
い
て
︑
そ
の
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汎
神
論
的
観
念
を
指
摘
し
て
い
る
︒

（
（（
（ 
吾
妻
重
二
﹃
家
礼
文
献
集
成
（
日
本
篇
一
（﹄
解
説
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資

料
集
刊
二
十
七
︱
一
・
二
〇
一
〇
年
三
月
（︑
田
世
民
﹃
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
礼
受
容

の
研
究
﹄（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
二
年
三
月
（︑
こ
れ
と
近
藤
啓
吾
﹃
儒
葬
と
神
葬
﹄

（
国
書
刊
行
会
・
一
九
九
〇
年
（
で
は
問
題
理
解
の
方
向
性
が
違
う
︒
前
者
二
氏
が
仏
葬

全
盛
期
の
近
世
日
本
社
会
に
お
け
る
儒
礼
実
践
の
足
跡
を
追
う
の
に
対
し
て
︑
後
者
の

視
線
は
神
道
の
喪
葬
儀
礼
﹁
神
葬
祭
﹂
の
手
引
書
と
し
て
の
家
礼
受
容
に
傾
く
︒

（
（（
（ 

平
安
末
期
か
ら
南
北
迭
立
期
ま
で
の
君
臣
を
描
い
た
絵
巻
で
︑
天
子
・
摂
関
・
大
臣

の
三
巻
か
ら
な
る
︒
絵
は
信
実
の
子
孫
で
あ
る
藤
原
為
信
・
豪
信
の
父
子
︑
詞
書
は
世

尊
寺
行
尹
と
尊
円
法
親
王
︒
曼
殊
院
旧
蔵
の
現
本
が
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
（
に
帝

室
に
献
上
さ
れ
て
︑
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
（
以
降
は
宮
内
庁
書
陵
部
の
保
管
︒
類
本

に
﹃
天
皇
摂
関
影
図
巻
﹄
二
巻
（
徳
川
美
術
館
蔵
（
が
あ
る
（
小
松
茂
美
編
集
解
説
﹃
続

日
本
の
絵
巻
（
十
二
（﹄
中
央
公
論
社
・
一
九
九
一
年
二
月
（︒
原
本
で
は
や
や
童
顔
に

描
か
れ
る
四
条
天
皇
を
︑
本
幅
で
は
構
図
や
服
飾
は
そ
の
ま
ま
︑
や
や
謹
厳
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
あ
る
︒
江
戸
時
代
の
儒
教
的
な
帝
王
観
の
反
映
と
い
え
よ
う
︒

（
（（
（ 

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
令
和
二
年
企
画
展
﹁
仏
像
ひ
な
型
の
世
界
﹂
に
お
い
て
︑
七
条

仏
師
・
畑
治
良
右
衛
門
家
に
伝
来
し
た
彫
像
雛
型
群
が
紹
介
さ
れ
た
︒
康
乗
が
造
顕
し

た
泉
涌
寺
霊
明
殿
﹁
四
条
天
皇
坐
像
﹂
の
雛
型
も
含
ま
れ
︑
底
裏
の
墨
書
銘
も
確
認
で

き
た
︒

（
（（
（ 

際
限
な
く
増
加
す
る
陵
墓
寝
廟
を
統
廃
合
し
よ
う
と
し
た
前
漢
末
期
の
礼
学
論
争
に

は
じ
ま
る
制
度
で
︑﹃
礼
記
﹄
王
制
篇
に
も
と
づ
く
太
祖
と
三
昭
三
穆
か
ら
な
る
七
廟
制

を
主
張
し
た
の
は
前
漢
末
の
哀
帝
の
と
き
劉
歆
が
最
初
︒
実
際
に
太
廟
に
七
神
主
を
並

べ
︑
毀
廟
の
主
を
祧
廟
に
遷
す
よ
う
な
形
式
に
整
う
の
は
魏
晋
以
降
で
あ
る
（
金
子
修

一
﹃
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
﹄
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
一
年
一
月
（︒

（
（1
（ 

前
注
参
照
︒﹃
続
日
本
紀
﹄
延
暦
十
年
（
七
九
一
（
三
月
癸
巳
（
二
十
三
日
（
条
は
﹁
太

政
官
の
奏
し
て
言
さ
く
︑
謹
み
て
﹃
礼
記
﹄
を
案
ず
る
に
曰
は
く
︑
天
子
の
七
廟
は
︑
三

昭
・
三
穆
と
太
祖
の
廟
で
七
つ
な
り
﹂
と
︑
国
忌
を
整
理
す
る
法
源
と
し
て
礼
記
﹁
天

子
七
廟
﹂
説
を
援
用
し
て
い
る
︒
日
本
礼
制
は
古
代
を
つ
う
じ
て
山
陵
（
魄
（
と
太
廟

（
魂
（
の
区
別
が
な
く
︑
近
世
に
い
た
る
ま
で
陵
墓
を
﹁
廟
所
﹂
と
称
す
る
こ
と
を
止
め

な
い
︒
こ
れ
ま
で
位
牌
祭
祀
の
考
察
が
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
所
以
で
あ
る
︒

（
（（
（ 

郭
沫
若
﹁
釈
祖
妣
﹂（﹃
全
集
﹄
考
古
編
一
（
は
﹁
是
れ
則
ち
且
は
実
に
牡
器
の
象
形
﹂

と
解
釈
︑
同
﹃
卜
辞
通
纂
﹄
も
男
性
生
殖
器
の
形
象
（
男
根
崇
拝
（
と
見
て
い
る
︒
対

し
て
白
川
静
﹃
漢
字
の
世
界
﹄
は
︑﹁
祖
の
初
文
は
且
（
そ
（
で
あ
り
︑
俎
（
ま
な
い
た
（

の
形
で
あ
る
︒
郭
沫
若
氏
ら
が
こ
れ
を
陽
物
の
形
と
す
る
の
は
好
奇
に
す
ぎ
る
説
で
︑

形
義
と
も
に
異
な
る
﹂
と
批
判
し
た
（
間
瀬
収
芳
﹁
俎
に
つ
い
て
﹂
小
南
一
郎
編
﹃
中

国
の
礼
制
と
礼
学
﹄
朋
友
書
店
・
二
〇
〇
一
年
十
月
（

（
（（
（ 

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
（
三
月
一
日
︑
泉
涌
寺
に
於
て
東
山
院
御
石
塔
の
開
眼
及
び

供
養
有
り
︑
導
師
は
卓
岩
長
老
︒
二
十
七
日
︑
東
山
院
百
箇
日
御
忌
︑
御
仏
事
を
両
寺

に
行
は
せ
被
る
︒
今
度
︑
東
山
院
御
石
塔
を
建
つ
時
︑
地
よ
り
薬
師
木
像
（
十
体
（
を

掘
出
す
︒
因
て
乃
ち
當
寺
に
安
置
す
（﹃
続
史
愚
抄
﹄（︒

（
（（
（ 

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
（
九
月
十
二
日
︑
先
皇
七
々
日
の
御
経
供
養
︒
泉
涌
寺
御

仏
事
（
法
用
は
理
趣
三
昧
（
導
師
は
舜
峯
長
老
︒
今
度
︑
勅
定
に
依
て
新
中
納
言
（
時

行
（
先
帝
御
影
を
画
く
者
︑
即
ち
泉
涌
寺
に
納
め
被
る
（
余
分
一
幅
有
り
︑
准
后
富
子

申
請
せ
被
る
（︒
十
月
二
十
九
日
︑
泉
涌
寺
に
於
て
先
帝
御
石
塔
の
開
眼
及
び
供
養
有
り
︒

開
眼
の
導
師
は
舜
峯
長
老
（﹃
続
史
愚
抄
﹄（︒
泉
涌
寺
蔵
﹁
桃
園
天
皇
御
尊
影
﹂（C

1（（

（

が
先
帝
御
影
に
相
当
す
る
︒
軸
裏
墨
書
﹁
桃
園
院
尊
儀
　
泉
涌
寺
﹂︑
箱
蓋
裏
書
﹁
平
松

中
納
言
時
行
真
筆
﹂︒

（
（（
（ 

桜
町
天
皇
塔
は
中
御
門
天
皇
塔
に
準
拠
し
て
造
営
さ
れ
た
（﹃
桜
町
院
凶
事
記
並
諒
闇

記
﹄
寛
延
三
年
五
月
二
十
八
日
条
（︒
的
場
氏
論
文
に
依
拠
︒

（
（（
（ 

所
功
﹁
近
世
女
帝
の
マ
ツ
リ
ゴ
ト
に
関
す
る
﹃
実
録
﹄
抄
﹂（
京
都
産
業
大
学
﹃
日
本

文
化
研
究
所
紀
要
﹄
第
十
一
号
・
二
〇
〇
六
年
三
月
（︑
宍
戸
忠
男
﹁
後
桜
町
天
皇
と
神

事
攷
︱
女
性
天
皇
の
神
事
と
障
り
に
つ
い
て
︱
﹂（
神
道
宗
教
学
会
﹃
神
道
宗
教
﹄
第
二

〇
二
号
・
二
〇
〇
六
年
四
月
（︒

（
（（
（ 

新
上
西
門
院
塔
は
中
和
門
院
塔
に
準
拠
し
（﹃
新
上
西
門
院
尊
儀
御
一
会
日
並
記
﹄
正
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徳
二
年
五
月
二
十
二
日
条
:
泉
涌
寺G

（（ -（

（︑
承
秋
門
院
塔
は
新
上
西
門
院
塔
に
準
拠

し
て
造
営
さ
れ
た
（﹃
承
秋
門
院
日
次
記
﹄
享
保
五
年
三
月
三
十
日
条
:
泉
涌
寺G

（（ -（

（︒

的
場
氏
論
文
に
依
拠
︒

（
（（
（ 

盛
化
門
院
塔
は
東
福
門
院
塔
に
準
拠
し
（﹃
盛
化
門
院
尊
儀
御
一
会
之
記
﹄
泉
涌
寺

G
（（ -（

（︑
青
綺
門
院
塔
は
盛
化
門
院
塔
に
（﹃
御
凶
事
申
沙
汰
雑
誌
﹄（︑
恭
礼
門
院
塔
は

青
綺
門
院
塔
に
準
拠
し
て
造
営
さ
れ
た
（﹃
忠
良
公
記
﹄（︒
的
場
氏
論
文
に
依
拠
︒

（
（（
（ 

久
保
貴
子
﹃
近
世
の
朝
廷
運
営
︱
朝
幕
関
係
の
展
開
︱
﹄（
岩
田
書
店
・
近
世
史
研
究

叢
書
二
・
一
九
九
八
年
五
月
（︒
皇
別
摂
家
姉
妹
の
婚
姻
政
策
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
︑

女
御
繋
子
の
た
め
に
造
営
さ
れ
た
御
里
御
所
﹁
御
産
御
殿
﹂（
現
・
泉
涌
寺
本
坊
建
物
（

で
あ
っ
た
︒
文
政
八
年
（
一
八
二
五
（
の
妹
祺
子
入
内
に
際
し
て
も
修
復
が
な
さ
れ
て

継
続
使
用
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（ 

桃
園
天
皇
塔
は
後
光
明
天
皇
塔
に
（﹃
桃
園
院
尊
儀
御
一
会
記
録
﹄
宝
暦
十
二
年
七
月

二
十
六
日
条
:
泉
涌
寺G

（（ -（

（︑
仁
孝
天
皇
塔
は
後
桃
園
天
皇
塔
に
各
々
準
拠
し
て
造

営
さ
れ
た
（﹃
仁
孝
天
皇
尊
儀
御
一
会
記
﹄
弘
化
三
年
二
月
二
十
日
条
:
泉
涌
寺G

（（ -（

（︒

的
場
氏
論
文
に
依
拠
︒

（
（11
（ 

新
朔
平
門
院
塔
は
︑
盛
化
門
院
・
恭
礼
門
院
の
両
塔
に
準
拠
し
て
造
営
さ
れ
た
（﹃
新

朔
平
門
院
尊
儀
御
一
会
記
﹄
弘
化
四
年
十
月
二
十
八
日
条
:
泉
涌
寺G

（（ -（
（︒
的
場
氏

論
文
に
依
拠
︒

（
（1（
（ 

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
（
九
月
二
十
九
日
に
薙
髪
し
て
﹁
雲
遊
院
﹂︑
天
保
十
三
年

十
二
月
一
日
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
﹁
三
位
局
﹂︑
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
（
三
月
二

十
一
日
に
死
去
（
享
年
六
十
四
（︑
四
月
二
十
五
日
に
雲
龍
院
に
葬
送
（
無
縫
石
塔
（︑
い

ま
も
同
院
に
薙
髪
号
﹁
雲
遊
院
尊
儀
﹂
尊
牌
を
祀
る
︒
翌
年
二
月
十
三
日
に
﹁
准
三
后
﹂

贈
位
︑
女
院
号
﹁
東
京
極
院
﹂
追
号
︑
泉
涌
寺
﹁
霊
明
殿
﹂
に
は
女
院
号
﹁
東
京
極
院

尊
儀
﹂
尊
牌
を
祀
る
（
参
照
﹃
光
格
天
皇
実
録
﹄
巻
九
・
典
侍
藤
原
婧
子
伝
（︒

（
（1（
（ 

嫡
出
皇
子
女
や
天
皇
生
母
の
泉
涌
寺
・
雲
龍
院
へ
の
奉
葬
と
そ
の
転
換
に
つ
い
て
は
︑

佐
藤
一
希
﹁
近
世
天
皇
家
の
葬
制
の
変
容
と
泉
涌
寺
︱
女
院
・
皇
子
女
死
去
時
の
対
応

を
中
心
に
︱
﹂（﹃
日
本
史
研
究
﹄
七
〇
四
号
・
二
〇
二
一
年
四
月
（
に
詳
論
さ
れ
て
い

る
︒

（
（1（
（ 

皇
室
の
神
仏
分
離
に
つ
い
て
は
︑
坂
本
健
一
﹁
皇
室
の
神
仏
分
離
﹂（﹃
明
治
維
新
神

道
百
年
史
﹄
第
四
巻
︑
神
道
文
化
会
・
一
九
六
六
年
（・
羽
賀
祥
二
﹁
明
治
神
祇
官
制
の

成
立
と
国
家
祭
祀
の
再
編
（
下
（﹂（﹃
人
文
学
報
﹄
五
十
一
・
一
九
八
二
年
（
ら
の
基
礎

的
な
研
究
が
あ
る
が
︑
維
新
期
の
皇
霊
祭
祀
を
基
軸
に
し
た
宮
中
祭
祀
の
形
成
を
論
じ

た
武
田
秀
章
﹃
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
﹄（
前
掲
（
や
︑
明
治
四
年
の
神
仏
分
離
か
ら

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
（
の
春
秋
二
季
皇
霊
祭
成
立
ま
で
を
包
括
的
に
論
じ
た
坂
本

是
丸
の
研
究
﹃
近
世
・
近
代
神
道
論
考
﹄（
弘
文
堂
・
二
〇
〇
七
年
（
な
ど
は
︑
皇
室
の

﹁
神
仏
分
離
﹂
は
皇
霊
祭
を
も
っ
て
到
達
さ
れ
た
と
の
見
方
で
共
通
す
る
（
高
木
博
志

﹁
皇
室
の
神
仏
分
離
・
再
考
﹂
明
治
維
新
史
学
会
編
﹃
明
治
維
新
史
研
究
の
今
を
問
う
︱

新
た
な
歴
史
像
を
求
め
て
︱
﹄
有
志
舎
・
二
〇
一
一
年
七
月
（︒
維
新
期
改
革
を
考
究
す

る
時
に
大
切
な
の
は
︑
自
稿
の
目
標
地
点
で
擱
筆
し
て
し
ま
わ
な
い
事
で
あ
る
︒
過
激

な
制
度
改
革
に
は
必
ず
﹁
揺
り
戻
し
﹂
が
あ
っ
て
︑
よ
り
穏
便
な
妥
協
地
点
に
落
着
す

る
︒

（
（1（
（ 

岡
田
精
司
﹁
前
近
代
の
皇
室
祭
祀
︱
「
陵
墓
」
と
御
黒
戸
祭
祀
︱
﹂（﹃
陵
墓
か
ら
見

た
日
本
史
﹄
一
九
九
五
年
十
一
月
（
二
三
八
頁
︒

（
（1（
（ 

﹁
近
世
天
皇
家
の
先
祖
祭
祀
は
︑
泉
涌
寺
に
葬
ら
れ
た
天
皇
を
中
心
に
︑
お
お
む
ね
室

町
期
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
範
囲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
﹂（
上
田
長
生
﹃
幕
末
維
新
期

の
陵
墓
と
社
会
﹄
思
文
閣
出
版
・
二
〇
一
二
年
二
月
︑
三
三
頁
（︒
こ
れ
に
就
い
て
は
︑

拙
稿
﹁
泉
涌
寺
に
お
け
る
御
位
牌
堂
霊
明
殿
の
変
容
︱
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
前
近
代

皇
室
の
先
祖
祭
祀
︱
﹂（﹃
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
﹄
復
刊
第
五
十
九
号
・
二
〇
二
二

年
十
一
月
（
に
特
論
し
て
あ
る
︒

（
（1（
（ 
泉
涌
寺
の
塔
頭
﹁
法
安
寺
﹂
は
︑
天
智
天
皇
が
創
建
し
た
勅
願
所
︑
開
基
は
果
（
杲
（

海
和
尚
︑
伏
見
大
亀
谷
に
所
在
し
て
い
た
（
泉
涌
寺
文
書
﹃
泉
涌
寺
派
寺
院
本
末
改
帳

写
﹄
資
料
篇
翻
刻
二
三
二
号
（︒
貞
成
親
王
の
伏
見
御
所
と
は
近
辺
寺
院
で
あ
っ
た
か
ら
︑

寺
名
は
﹃
看
聞
御
記
﹄
に
散
見
さ
れ
る
︒
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
（
に
伏
見
か
ら
移

転
し
て
泉
涌
寺
塔
頭
と
な
り
︑
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
（
当
時
の
寺
領
が
六
十
余
︑
元
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禄
五
年
（
一
六
九
二
（
に
七
十
九
石
余
（
本
山
朱
印
領
内
（︑
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
（

本
坊
炎
上
の
際
に
は
四
条
天
皇
尊
像
の
仮
奉
安
所
と
な
っ
た
の
が
法
安
寺
本
堂
で
あ
っ

た
︒
明
治
維
新
後
の
塔
頭
の
整
理
統
廃
合
の
な
か
で
寺
名
は
消
え
て
い
る
︒
現
在
の
海

会
堂
で
使
用
し
て
い
る
大
壇
一
式
は
法
安
寺
の
旧
蔵
品
で
（﹃
泉
涌
寺
平
常
備
付
品
記
﹄

FM
（（

（︑
ま
た
霊
明
殿
の
法
要
で
奉
懸
さ
れ
て
い
る
絹
本
著
色
﹁
両
界
曼
荼
羅
﹂

（C
1（1

（
も
箱
書
に
﹁
光
明
山
法
安
律
寺
﹂
と
墨
書
の
認
め
ら
れ
る
旧
寺
宝
で
あ
る
︒
霊

明
殿
に
合
祀
さ
れ
た
天
智
天
皇
尊
牌
は
︑
こ
の
法
安
寺
の
本
願
天
皇
牌
で
あ
っ
た
︒

（
（1（
（ 

般
舟
三
昧
院
の
中
心
部
は
︑
小
学
校
校
舎
と
し
て
転
用
さ
れ
た
（
嘉
楽
小
学
校
︑
現

在
の
京
都
市
立
嘉
楽
中
学
校
の
前
身
（︒
そ
の
後
︑
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
（
関
東
大

震
災
で
壊
滅
し
た
鎌
倉
建
長
寺
の
復
興
の
た
め
︑
嘉
楽
小
学
校
の
正
門
と
講
堂
が
移
築

さ
れ
て
い
る
︒
正
門
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
（
建
立
の
般
舟
院
﹁
四
脚
門
﹂
で
建
長

寺
﹁
総
門
﹂
と
し
て
現
存
す
る
︒
講
堂
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
（
再
建
の
般
舟
院

﹁
御
牌
殿
﹂
で
︑
幕
末
維
新
期
ま
で
皇
室
仏
事
を
厳
修
し
て
い
た
儀
礼
空
間
が
建
長
寺
の

方
丈
﹁
龍
王
殿
﹂
と
し
て
現
存
す
る
︒
こ
の
般
舟
院
陵
墓
地
（
旧
般
舟
院
﹁
御
廟
﹂（
が

﹁
陵
﹂
で
あ
る
の
は
︑
後
土
御
門
院
の
典
侍
で
あ
っ
た
庭
田
朝
子
が
後
柏
原
天
皇
の
生
母

と
し
て
﹁
贈
皇
太
后
﹂
と
な
り
︑
そ
の
塋
域
を
﹁
陵
﹂
と
称
す
る
か
ら
で
あ
る
︒
陵
域

に
は
後
花
園
院
・
後
土
御
門
院
・
後
奈
良
院
等
の
御
分
骨
所
︑
ほ
か
高
仁
親
王
（
真
照

院
（
は
じ
め
皇
子
女
墓
が
あ
る
（
贈
皇
太
后
朝
子
般
舟
院
陵
ほ
か
三
分
骨
所
・
十
墓
︑
未

治
定
六
所
（︒
い
ま
現
地
に
残
る
般
舟
院
建
物
は
元
三
大
師
堂
の
み
で
あ
る
︒

（
（1（
（ 

山
陵
祭
祀
が
歴
代
位
牌
の
よ
う
な
も
の
を
媒
介
せ
ず
に
直
接
的
に
皇
霊
殿
に
集
約
さ

れ
得
る
か
ど
う
か
は
︑
新
案
さ
れ
た
皇
霊
殿
祭
祀
に
お
け
る
神
学
的
ア
キ
レ
ス
腱
で

あ
っ
た
︒﹃
礼
記
﹄
郊
特
牲
の
﹁
魂
魄
﹂
観
は
︑﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
八
十
七
祭
義
に
到
る

ま
で
﹁
祖
霊
祭
祀
﹂
の
基
本
理
念
で
あ
る
︒﹁
古
は
墓
祭
せ
ず
﹂（﹃
漢
官
儀
﹄（︑
屍
体
は

﹁
魄
﹂
と
と
も
に
埋
蔵
し
て
祭
ら
ず
︑
死
者
の
﹁
魂
﹂
の
み
が
﹁
木
主
（
位
牌
（﹂
に
憑

依
し
て
子
孫
の
祭
祀
を
受
け
る
︒
日
本
固
有
の
霊
魂
観
に
お
い
て
も
︑
例
え
ば
前
方
後

円
墳
の
密
閉
性
に
﹁
魂
魄
﹂
観
の
反
映
を
見
る
む
き
も
あ
る
（
大
久
保
徹
也
﹁
カ
ミ
・

死
者
の
不
在
と
前
方
後
円
墳
﹂
ア
ジ
ア
遊
学
﹃
東
ア
ジ
ア
の
死
者
の
行
方
と
葬
儀
﹄
勉

誠
出
版
・
二
〇
〇
九
年
七
月
（︒
鬼
神
論
に
つ
い
て
の
近
世
儒
家
の
議
論
︑
崎
門
派
の
喪

祭
論
な
ど
も
未
消
化
の
ま
ま
︑
幕
末
か
ら
維
新
期
を
通
し
て
山
陵
祭
祀
の
現
場
は
︑
幕

府
の
山
陵
奉
行
か
ら
明
治
政
府
の
諸
陵
頭
に
横
滑
り
し
た
戸
田
忠
至
（
一
八
〇
九
~
一

八
八
三
（
の
独
壇
場
で
あ
り
︑
維
新
期
祭
祀
に
お
い
て
も
な
お
山
陵
の
位
置
付
け
を
め

ぐ
る
新
旧
両
勢
力
に
よ
る
﹁
浄
穢
﹂
意
識
の
落
差
が
あ
っ
た
︒
山
陵
祭
祀
﹁
魄
﹂
と
︑
新

案
の
皇
霊
殿
﹁
魂
﹂
の
は
ざ
ま
に
︑
か
か
る
旧
﹁
尊
牌
﹂
の
廃
止
で
き
な
い
実
情
が
あ
っ

た
︒

（
（1（
（ 

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
（
二
月
十
一
日
皇
室
令
第
一
号
﹃
登
極
令
（
附
式
二
編
（﹄

第
十
六
条
に
は
︑
即
位
式
お
よ
び
大
嘗
祭
の
斎
行
後
︑﹁
神
宮
に
親
謁
の
儀
﹂
お
よ
び

﹁
神
武
天
皇
山
陵
な
ら
び
に
前
四
代
の
山
陵
に
親
謁
の
儀
﹂
が
規
定
さ
れ
て
い
る
︒
当
時

の
人
々
は
︑
前
四
代
山
陵
か
ら
孝
明
天
皇
陵
が
除
外
さ
れ
る
未
来
が
予
想
で
き
て
お
ら

ず
︑
条
文
に
﹁
霊
明
殿
に
親
謁
の
儀
﹂
が
見
え
な
く
と
も
月
輪
陵
と
泉
涌
寺
﹁
霊
明
殿
﹂

親
拝
は
（
明
治
初
年
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
︑
明
治
十
三
年
天
皇
参
拝
の
復
旧
以
来
（
当
然

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
︒

（
（（1
（ 

石
野
浩
司
﹁
維
新
期
宮
中
三
殿
成
立
史
の
一
考
察
﹂（
前
掲
（
の
ち
﹃
石
灰
壇
毎
朝
御

拝
の
史
的
研
究
﹄（
皇
学
館
大
学
出
版
部
・
二
〇
一
一
年
二
月
（
に
所
収
︒

（
（（（
（ 

上
野
竹
治
郎
﹃
山
陵
︹
新
訂
版
︺﹄（
名
著
出
版
・
一
九
八
九
年
︒
初
版
一
九
二
五
年
（︒

（
（（（
（ 

野
村
玄
﹁
江
戸
時
代
に
お
け
る
天
皇
の
葬
法
﹂（
前
掲
（

（
（（（
（ 

的
場
匠
平
﹁
月
輪
陵
域
内
所
在
陵
墓
石
塔
に
見
る
近
世
天
皇
・
皇
族
の
墓
制
﹂（
前

掲
（
お
よ
び
同
﹁
陵
墓
石
塔
実
測
図
目
録
﹂（﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
第
七
十
号
︿
陵
墓
篇
﹀・

二
〇
一
九
年
三
月
（︒

（
（（（
（ 

野
村
玄
﹁
近
世
天
皇
葬
送
儀
礼
の
確
立
と
皇
位
﹂（
同
﹃
日
本
近
世
国
家
の
確
立
と
天

皇
﹄
前
掲
︑
二
三
三
頁
（
は
在
位
中
に
崩
御
さ
れ
た
桃
園
天
皇
の
葬
列
に
お
け
る
﹁
上

北
面
﹂
供
奉
か
ら
﹁
瀧
口
﹂
へ
の
転
換
を
指
摘
︑
久
水
俊
和
氏
﹁「
天
皇
家
」
葬
礼
の
変

遷
﹂（
同
﹃
中
世
天
皇
家
の
作
法
と
律
令
制
の
残
像
﹄
前
掲
︑
一
〇
〇
頁
（
も
﹁
院
葬
礼

か
ら
天
皇
葬
礼
へ
の
回
帰
﹂
と
位
置
づ
け
る
べ
き
と
さ
れ
た
︒

（
（（（
（ 

佐
藤
一
希
﹁
近
世
天
皇
葬
送
儀
礼
の
歴
史
的
変
遷
﹂（
前
掲
（
の
第
二
章
に
詳
論
さ
れ
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て
い
る
︒

（
（（（
（ 
藤
田
覚
﹃
幕
末
の
天
皇
﹄（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
・
一
九
九
四
年
九
月
（
第
三
章
﹁
天

皇
権
威
の
強
化
策
﹂
を
参
照
︒

（
（（（
（ 

月
輪
陵
の
成
立
過
程
と
︑
俊
芿
転
生
説
話
は
リ
ン
ク
し
て
い
る
︒
享
保
十
一
年
（
一

七
二
六
（
の
五
〇
〇
年
遠
忌
に
際
し
て
発
給
さ
れ
た
中
御
門
天
皇
﹁
国
師
加
号
宸
翰
勅

書
﹂
に
は
︑
開
山
俊
芿
律
師
が
﹁
天
福
幼
主
の
前
身
た
り
﹂
と
あ
り
四
条
天
皇
再
誕
説

が
公
認
さ
れ
て
い
る
︒
陽
光
太
上
天
皇
の
月
輪
陵
石
塔
が
︑
泉
涌
寺
開
山
塔
の
形
式
に

準
拠
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
（
前
掲
の
補
注
（（
を
参
照
さ
れ
た
い
（︒

（
（（（
（ 

後
月
輪
陵
の
親
王
墓
石
塔
に
つ
い
て
︑
女
院
宝
篋
印
塔
よ
り
小
規
模
な
点
に
お
い
て

﹁
宝
篋
印
塔
（
普
及
型
（﹂
に
分
類
し
た
︒
た
だ
し
的
場
氏
も
前
掲
論
文
で
﹁
隅
飾
に
は

他
の
皇
族
塔
に
は
見
ら
れ
な
い
渦
文
が
見
ら
れ
る
︒
ゆ
え
に
︑
完
全
に
同
区
域
内
の
皇

族
塔
の
形
態
に
準
拠
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
︑
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ

る
﹂
と
疑
義
を
呈
し
て
い
る
︒
同
氏
も
引
く
木
子
文
庫
史
料
﹃
成
不
動
院
宮
葬
送
御
用

覚
書
﹄（
木（（ -（1 -（

（
は
︑
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
（
の
温
仁
親
王
の
凶
事
に
従
事
し

た
木
子
清
房
の
記
録
で
︑
清
房
が
石
工
か
ら
取
り
寄
せ
た
石
塔
原
型
（
元
形
（﹁
宝
鏡
院

塔
図
面
﹂
の
記
述
が
見
え
る
︒
こ
れ
は
﹁
宝
篋
印
塔
﹂
の
誤
写
で
は
な
く
﹁
宝
鈴
院
塔
﹂

図
面
が
参
考
さ
れ
た
と
私
考
す
る
︒
宝
鈴
院
宮
礼
仁
親
王
（
一
七
九
〇
~
一
七
九
一
（

は
光
格
天
皇
の
夭
折
し
た
第
一
皇
子
で
あ
り
︑
温
仁
親
王
塔
の
先
軌
と
さ
れ
る
充
分
な

条
件
が
あ
る
︒
現
存
す
る
般
舟
院
陵
墓
の
礼
仁
親
王
塔
は
近
世
宝
篋
印
塔
ら
し
く
隅
飾

が
蕨
手
状
に
発
達
し
て
い
る
︒
こ
の
月
輪
陵
域
内
に
（
陽
光
院
以
来
（
初
め
て
出
現
し

た
親
王
塔
の
様
式
に
つ
い
て
は
︑
般
舟
院
の
皇
族
塔
に
準
拠
し
た
と
考
え
る
所
以
で
あ

る
︒

（
（（（
（ 

承
応
期
土
葬
転
換
に
よ
る
天
皇
喪
葬
の
泉
涌
寺
独
占
に
対
抗
し
て
︑
般
舟
三
昧
院
方

は
後
水
尾
院
喪
葬
な
ど
の
機
会
に
﹁
火
葬
↓
深
草
法
華
堂
へ
納
骨
﹂
方
式
の
復
活
運
動

を
し
て
い
る
（﹃
兼
輝
公
記
﹄
延
宝
八
年
八
月
二
十
三
日
条
（︒﹃
延
宝
八
年
八
月
崩
御

記
﹄
に
い
う
般
舟
院
陽
空
長
老
の
持
参
し
た
﹁
口
上
書
一
通
﹂
が
要
望
書
に
あ
た
る
と

思
わ
れ
る
（
前
掲
の
補
注
（1
（︒
は
や
く
斎
藤
忠
﹃
東
ア
ジ
ア
葬
・
墓
制
の
研
究
﹄（
第

一
書
房
・
一
九
八
七
年
六
月
（
が
二
四
一
頁
で
指
摘
し
た
（
同
書
﹁
般
若
三
昧
院
長
老

陽
光
﹂
は
誤
植
か
（︒

（
（（1
（ 

佐
藤
一
希
﹁
近
世
天
皇
葬
送
儀
礼
の
歴
史
的
変
遷
﹂（
前
掲
（
の
第
一
章
に
詳
論
さ
れ

て
い
る
︒

（
（（（
（ 

﹃
新
上
西
門
院
尊
儀
御
一
会
日
並
記
﹄﹃
光
栄
卿
記
﹄
に
見
え
る
こ
と
は
︑
的
場
匠
平

﹁
月
輪
陵
域
内
所
在
陵
墓
石
塔
に
見
る
近
世
天
皇
・
皇
族
の
墓
制
﹂（
前
掲
（
に
依
拠
︒




